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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ナーガとハリガン一党がジュエルジュード率いる八はち八はち旅りよ団だんとの決戦に臨む、ほんの少し前のこと。




　別べつ働どう隊たいを率いることに決まったレラは、ユウキの飛ひ空くう挺ていに乗って黒い森まで戻ってきていた。

　ランジュに会うためだ。彼女に会って、別働隊への参加を要よう請せいするためだ。

　このとき、黒い森にはハリガン一党の留る守す番ばん部隊が残っていた。

　まぁ部隊というほどの陣じん容ようではない。

　実質的には留守番の班というところか。

　その留守番班を指し揮きするのがランジュだった。




　森に残っている魔女は彼女を含めて六人。

　そのほかにはまだ戦力にはならない年少の魔女と幼い子供ばかりだ。

　ランジュは三の砦とりでに詰め、残りの魔女は森に幾つかある砦に散らばり、他の一族が自分たちの支配領域に入ってこないかどうかを見張っている。

　ハインドラ一族だけでなく、ヴィータが率いるスレイマーヤ一族まで、その主力が森を出て人間の軍と戦っている今、両一族とも本ほん拠きよ地ちの守りはかなり手薄なのだ。

　ハリガンやヴィータが大敗を喫きつして逃げ戻ってこない限り黒い森が人間の軍に襲われる可能性は低いが、魔女の別の一族がちょっかいを出してくる虞おそれはあった。

　だからレラやユウキなどは、この人数しか森に残せないことをかなり不安に感じていた。

　しかし、ランジュを信しん頼らいしているハリガンは、

「ランジュに任せれば大丈夫だろうよ」

　と笑って言った。

　ハリガンにそう言われてしまえば、他の魔女も納得するしかない。

　そうして本拠地の守りを彼女に託たくしたハリガンは、一族の魔女の大半を従え、ナーガと共に森を出て平地に下り、カサンドラ王国軍や魔女討とう伐ばつ軍ぐんとの戦いに専念したのである。
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　ユウキの飛空挺が上空に現れたのに気づいたランジュは三の砦の広場に出て、飛空挺が下りてくるのを待っていた。

　太陽はようやくその全ぜん貌ぼうを東の空に現したばかりといった頃合いで、薄うす雲ぐもが広がる上空に出現した小さな機き影えいは見る間に大きくなって、やがて砦とりでの広場に降下した。

　レラとユウキは飛ひ空くう挺ていが着地するより早く地面に飛び降りた。

「ラン、ジュ！」

　まずレラが駆け出し、飛空挺を小脇に抱えてユウキがそのあとを追った。

　二人とは対照的に、ランジュはゆったりとした足取りで近づいてきた。

　今日のランジュは全身を薄黒く染めていた。

　黒い服を着ているのではない。

　その証しよう拠こに、体の線が完全に露あらわになっている。

　黒い塗料でボディペインティングを施してある……といえばわかり易やすいだろうか。

　顔以外は墨すみを流したように黒く、そして右手にはやや短めの剣を提さげていた。

　剣の柄つかも鞘さやも黒く染まっているので、影が空中に立っているような不ふ可か思し議ぎな印象だ。

　急停止したレラの前で足を止めたランジュは、レラと、その後ろから駆けてくるユウキに目を留とめ、のんびりとした口調で訊きいてきた。

「何かあったのか？」

「何かあったというかこれからあるという、か」

「これからあるというのは、人の軍との決戦のことか？　そして、おまえたちがわざわざここに来たというのは……わたしも参戦しろということか？」












（相変わらず読みが的確ですねランジュ、は）

「ええ、おおよそそういうことです、が」

「それはいいのだが。今になって、というのがよくわからないな。ハリガン姉ねえとしては、わたしをこちらに置いておいてもなんとかなるという判断だったのではないのか？」

「少し状況が変わりましたの、で」

「そうか。詳しい話を聞こう」

　ランジュは二人を住居棟へと誘った。

「ほかの娘こは？」

　とユウキが訊きいてきた。

「森の砦とりでに配してある。ここにいるのはわたしだけだ」

「あんただけなの!?」

「もしどこかの砦から狼煙のろしが上がれば、わたしが駆けつける手て筈はずになっている。この配置がいちばん効率的だ」

「そうかもしれないけど……あんたって本当に物に動じないわね。冷静っていうか、むしろ冷淡っていうか」

　建物へ向かって歩きながら、ユウキはそんな言葉をランジュに投げかける。

「そうだ。わたしは冷淡だ。本音を言ってしまえば、魔女が滅びたとしても、それが運命なら仕方がないと思っている」

「正直者ね！」

「わたしに言わせれば、おまえたちだってそうだったはずなんだが。それなのに、ここのところ、ハリガン姉を始め、誰だれもが熱血して、熱闘して、むしろ熱狂しているのが不ふ思し議ぎなのだ」

「あ～、そうかもしれないです、ね」

　とレラが頭を掻かく。

「龍王ナーガという名を持つあの男……か」

　とランジュが呟つぶやくと、レラは、ええ、と応こたえて頷うなずいた。

「あの男で、す」

　ランジュは足を止めずに、顔だけを振り向け、ユウキに視線を向けてきた。

「まさかユウキまでが男にやられるとは思わなかった」

「ややや、やられるって何よ!?　わたしはべつに全然、あんな男にやられてなんかいないわよ！」

　ずっと熱のない顔だったランジュは、そこで初めて表情を変え、くすっと笑った。

「目の前にいる男を殺そうとしなくなっただけで充分にやられていると思うが？」

「人を殺人狂みたいに言うな！」

「そう怒るな、ユウキ。たぶん、それはおまえにとっていいことだ」

「……は、はぁ？」

「だが、あの男に惚ほれるのは止やめておいたほうがいい」

「なななな何を言ってるの、あんたはっ！　ほっ惚れるとか、あり得ないわよ！　馬ばっ鹿かじゃないの！」

　ランジュが視線を自分のほうへ向けてきたので、レラはひょいと肩をすくめてみせた。

　ランジュはくすくすと笑いながら前を向いた。

「惚れる気がないのならいい」

　顔を真っ赤にしたユウキが、前を行くランジュの背中をびしっと指さした。

「あるわけないじゃない、そんな気！」

「ラン、ジュ」

　レラが呼びかけると、ランジュは足を止めることなく、振り返ることもなく訊きき返す。

「なんだ、レラ？」

「どうしてそんなことを言うの、です？」

「そんなこととは？」

「あの男に惚れるのは止めたほうがいい、と、か」

　ランジュは一瞬だけ足を止めたが、またすぐに歩き出した。

「あの男からは危険な匂いがするからだ」

　そうしてそのまま丸太組の住居棟の扉を開け、中に入っていった。

　残されたレラとユウキは互いに顔を見合わせ小首を傾かしげたが。

「まぁでもランジュの言うとおりか、も」

「は？　何が？」

「ナーガさんはとてもすけべだからかなり危険な男おと、こ」

「あ……ああ、そうよね。あんなすけべな男、どうしてハリ姉ねえが許したのかわかんない。今はわたしの前に立つのを許してやってるけど、あいつがわたしの着替えとか覗のぞこうとしたら、本当に確実に容よう赦しやなく全身を切り刻んで殺すわ」

（え～と……ユウキはもう覗かれていますけ、ど。着替えどころじゃなく全裸、を。すべて余す所なく細部に亘わたるまで見られていますけど、ね）

「何にやにや笑ってるのよ！　いつも表情のないあんたがそんなふうに薄笑いを浮かべてると凄すごく気持ち悪いんだけど？」

「酷ひどい言い草だ、ね」

　とユウキに応こたえながら、レラは先ほどのランジュの言葉が気になった。

（ランジュは、ナーガさんがすけべだとかそういうことを言ったのではないは、ず。では、何が危険だと言うのでしょう、か。ランジュはナーガさんのどんなところからそう感じたのでしょう、か）

　いったん中に消えたランジュが、建物から顔を出した。

「何をしている？　急いで飛んできたからには急ぎの用なのだろう？　だったら急げ」

「あ、すみませんいま行きま、す」

　レラが小走りに駆け出し。

「ちょ！　わたしがあいつに惚ほれるとか、あり得ないこと考えてるのなら、あんたも殺すわよ、レラ！」

　ユウキが慌ててレラのあとを追った。
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「で、用はなんだ？」

　住居棟の大部屋の板敷きの床に床しよう几ぎを置いて腰を下ろしたランジュが改めてそう訊きくと、彼女の対面に床几を置いて座っているレラとユウキが同時に口を開いた。

「作戦を手伝ってほしいので、す」

「あんたの力が必要な事態になったのよ。だからハリ姉ねえがあんたを呼べって」

「もちろんハリガン姉ねえに言われれば手伝うのは吝やぶさかではないが。とはいえ、ここを抜けるのは、それはそれで問題が残る。まずはどういうことかを説明してくれないか」

　上体を乗り出したユウキに向かって、ランジュは右の掌てのひらを広げた。

「説明はレラに頼もう」

「なんでっっ!?」

「いや、たぶんそのほうが早いと思うから」

　ユウキが柳りゆう眉びを逆立てる。

「どういう意味っっ!?」

「気にするな。おまえの説明よりレラの説明のほうがわかり易やすいだろうから話が早く済むだろう……というだけだ」

「気にするわよっ！」

　腰を浮かせ、びしっ、とランジュを指さしたユウキだが、そうツッコんでみたものの、自覚はあるのだろう、すぐに腰を下ろしてレラに言った。

「ほら、早く話しなさいよ」

　頷うなずいたレラは、手早く状況と作戦の説明──ナーガやハリガンの主力が八はち八はち旅りよ団だんと決戦せざるを得なくなったこと、レラが率いる部隊がカサンドラ王国軍を装って魔女討とう伐ばつ軍ぐんを襲しゆう撃げきし、カサンドラ王国軍と討伐軍をのっぴきならない関係に追い込む必要があること、そのためにもランジュの力がほしいことなど──を始めた。

　説明を聞きながらもずっと考え込んでいたランジュだが、レラが説明を終えると、大きなため息を吐ついて顔を上げ、レラを見やった。

「またそれは……ずいぶんと急展開だな」

　少し呆あきれたという口調だった。

　あるいは揶や揄ゆする気持ちも含まれていただろうか。

「そうです、ね」

　と頷うなずいてレラは続けた。

「わたしたちも吃驚びつくりしていま、す。が。ここまでは思ったよりも上う手まくやれていると思うので、す」

「の、ようだな。それについてはわたしも驚いている」

「あと一押し二押しできれば魔女の国を創るというナーガさんの構想が実現できそう……なので、す」

（そこのところがよくわからない。というより、魔女の国を創ったからといって、事態が好転するのかどうかがわからないと言うべきか？）

　だが、ランジュはその疑問を口に出すことはなかった。

　今それを言っても始まらないし、訊きいたところでレラが明確に答えられるとは思えない。

　時間の無駄遣いは避けるべきだろうという彼女の判断だ。

「で。具体的な話になるが。わたしは、カサンドラ王国軍に偽ぎ装そうして討とう伐ばつ軍ぐんを襲うレラの部隊に加わればいい……のだな？」

「ええ。夜や襲しゆうになりますし戦闘力の高い魔女の多くが八はち八はち旅りよ団だんと戦う部隊へ回りますか、ら。それで姉あね様さまが別べつ働どう隊たいには念のためあなたに加わってもらえばいい、と」

「委い細さい承しよう知ちした」

　とランジュが応こたえたので、レラもユウキも一安心だ。

「ユウキ」

　いきなり名を呼ばれ、ユウキは少しだけ驚いたようだ。

「ん？　なに？」

「すまないが飛ひ空くう挺ていで各砦とりでを一ひと巡めぐりしてきてもらえないか」

「ああ。あんたが森を離れることを伝えてくるのね？」

　ユウキがそう確認すると、ランジュは小さく頷いた。

「わたしが森を離れることは他の一族に知られないようにしたいので、今までと変わらず見張りを続けてくれ。万一、他の一族が手出しをしてくるようなら、抵抗せずに砦を離れ、ここまで下がってこい。そう伝えてくれないか」

「いいけど。でも、砦を捨てちゃっていいの？」

　ユウキがランジュとレラの顔を交互に見やった。

「砦とりでは、たとえ失ったとしてもあとから奪とり返せる。下へ手たに抵抗して怪け我がをしたり捕ほ虜りよにされたりするほうが厄やつ介かいだ。死んだりすれば取り返しがつかない」

「……そうね。それでいいのね、レラ？」

「いいと思、う」

「なら、すぐに飛んでくるわ」

「わたしは先にハリガン姉ねえのところへ向かおう。さすがに飛ひ空くう挺ていに三人乗りはできないだろうからな」

「それは無理だわね」

　とユウキが頷うなずくと、レラがランジュに言った。

「わたしはここでユウキの戻りを待ってい、る」

「急がないと途中で追い越すわよ、ランジュ？」

「わたしも乗馬の訓練はしているよ。馬で走ればおまえたちより先に着くだろう」

「なら、いいけど」

「エインの砦へ行けばいいのだな？」

「そう。そこに姉あね様さまやナーガさんがいる、は、ず」

　ランジュが立ち上がった。

　彼女の表情はあまり変わっていないが、どことなくやる気に満ちているようにレラには感じられた。

　彼女の全身を覆おおっている墨すみ色のあちこちに濃のう淡たんができ、蠢うごめいているのがその証しよう拠こだ。

（ランジュもナーガさんに熱されたということでしょう、か。あるい、は）

　レラは内心で密ひそかに自じ嘲ちようした。

（毒されたと言うべきでしょう、か）




　建物を出た三人は砦の広場に集まった。

　ユウキは飛空挺に乗り。

　乗馬用の筒つつ袴ばかまを穿はいたランジュは馬に跨またがっている。

「じゃ、行ってくる」

　ユウキが呪じゆ文もんを紡つむぐと、飛空挺の周りで風が舞い、飛空挺がふわりと浮き上がった。

「では後ほど、レラ」

「よろしくラン、ジュ」

　ランジュが軽く馬の横っ腹を踵かかとで叩たたくと、馬は早足で進み始めた。

　空中高く舞い上がったユウキと馬で走り去るランジュを見送ったレラは、改めて自分に課された任務に思いを馳はせる。

　戦術的には、それほど難易度が高いわけではない。

　少なくとも、八はち八はち旅りよ団だんと戦う部隊よりは楽だろう。

　だが、戦略的にはとても重要な作戦なのだ。

　頭のいいレラは、ナーガの立てた戦略におけるこの作戦の重要性を理解していた。

（なんとしても成功させなくて、は。だってナーガさんはわたしを信しん頼らいして指し揮きを任せてくれたのだか、ら）

　体の芯が燃えるような気がした。

　体内を流れる血が滾たぎるほど熱くなるのを感じた。

　それは今までの彼女の人生で感じたことのない感覚だった。
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　ナーガたち主力が戦闘の準備を進めているエインの砦とりでを離れ、別べつ働どう隊たいは暗夜の中、カサンドラ王国の王都を目指して北上していた。

　別働隊の隊長はレラで、以下、クゥ、イクシーヌ、ドーラ、セレナ、サンプロッテ。

　この六人にランジュが合流していたので、別働隊は総勢七人となっていた。

「この人数で討とう伐ばつ軍ぐん部隊に攻撃を仕掛けるのか。討伐軍は三千ほどもいる……のではないのか？」

　ランジュは少し呆あきれた顔でそう言うが。

「討伐軍は寄せ集めだし戦闘意欲も低、い。旧教会最精せい鋭えいの八はち八はち旅りよ団だんを相手にする姉あね様さまやヴィータさんたちよりはマ、シ。それに攻撃するといってもその辺を哨しよう戒かいしている小部隊を相手にするだけだから問題な、い」

（問題がないわけないだろうに。まぁレラの立場としては他の魔女たちを不安にさせないためにもそう言うしかないのだろうが）

　とランジュは見切った。




　任務の性格上、別働隊はその存在を徹てつ底てい的てきに秘さなくてはならないので街かい道どうを行くことはできない。

　山中を突破してカサンドラ王国の王都へ近づくしかないのだが、魔女は誰だれもが人間より遙はるかに足腰が鍛きたえられている。

　ナーガが来るまでは馬を使わず、自分の足で森の中を縦じゆう横おう無む尽じんに駆け巡っていたのだ、この程度の山中を走ることなど、彼女たちにしてみれば大した苦労ではなかった。

　それより、カサンドラ王国軍の兵士から奪とった兵へい装そうを身に着けていることのほうが大変だった。

　もしも万が一、誰かに見られたときのことを考えての偽ぎ装そうだが、ふだんは衣い装しようと言うのも憚はばかられるような薄着の魔女たちにとって、軍ぐん務む服や軽装鎧よろいは、重くて身み動うごきを制限する厄やつ介かいな物だった。

　とくに革かわ帯おびの上から軍務服を着る羽は目めになったクゥが途中で嫌になって脱ぎたがるのを抑えるのに、レラは一苦労だった。




　仮にこのとき別働隊が、街道か、街道に近い場所を通って北上していたら、八八旅団を遠えん望ぼうできたかもしれないが、山中に入って先を急いだ別働隊の面々が八八旅団を見る機会はなかった。
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　夜の闇やみを衝ついて山中を駆けてきた別べつ働どう隊たいはレラの合あい図ずで足を止め、彼女の周りに集まってきた。

「そろそろ注意したほうがいいと思、う。セレナお願、い」

　わかりました、と返事をして進み出たセレナは、まず軍ぐん務む服を脱いだ。

　着慣れていない軍務服を着たままだと精神集中が妨さまたげられ、いつものように上う手まく魔力を練り上げることが難しい。

　無理やり魔法を行こう使ししても魔力の消費が増える割に魔法の効力が落ちて、とても効率が悪くなるのである。

「いちいち脱がないとならないのが面倒ですね」

　軍務服の下に着ていたいつもの極薄極小の衣い装しようだけになったセレナは、ゆっくりと上空を仰ぎ見た。

　彼女の瞳が赤い光を放つ。

　天てん眼げんを使っているのだ。

　上空に視点を飛ばして俯ふ瞰かんする魔法、それが天眼だ。

　この魔法の強みは、上空から俯瞰できるだけでなく闇の中でも視界が利くことだ。

　人に比べれば夜目が利く魔女たちでも、真の闇になってしまうと細かな部分までを視認するのは難しいが、天眼による上空からの偵てい察さつなら、雨が降ったり霧が出たりしない限り、月夜であろうと闇夜であろうと関係ない。

　セレナは高みから下界を見下ろし、敵兵の姿がないかどうか周囲を探ったが、どこにも見当たらなかった。

「この近くにはいないようです」

　と報告した後、セレナはうんざりとした顔で、先ほど脱いだカサンドラ王国兵の軍務服を着込んだ。

「本当に面倒です」

　セレナが着終わると、レラは部隊をいま少し進めることにする。

「もう少し街かい道どうに近づいてみよ、う。セレナとイクシーヌで先を行ってもらえ、る？」

　セレナとイクシーヌを先頭にして、別働隊は慎しん重ちような足取りで暗い森を進んでいく。

　さすがに歩きながらいちいち脱ぎ着するのも面倒すぎるので、精度や効果範囲が落ちるのには目を瞑つぶって、セレナは軍務服のまま天眼を使用した。

　そうして天眼で何度目かの偵察をしたとき。

「いました！」

　セレナが押し殺した声を上げた。

　詳細を確認するために魔法の精度を上げようと、セレナは大急ぎで軍ぐん務む服を脱ぐ。

「本当に本当に面倒です」

　とぼやきながら軍務服を脱いだセレナは、改めて上空を仰ぎ見る。

　彼女の瞳の赤い輝きが増した。

「人数は……七、八、九、十人です」

「いわゆる小しよう隊たいという奴やつか」

　足を止めたイクシーヌは後方へ合あい図ずを送った。

　合図を送るといっても暗夜のことだ、手を振る程度では後方からは識しき別べつできない。

　かといって大声を上げるわけにもいかないのだが、イクシーヌの合図は魔法によるものなので問題はなかった。

　イクシーヌの肌を離れた入れ墨ずみの文もん様ようの一つが地を伝い、レラの下へと這はい寄った。

　イクシーヌも軍務服を着ているので、行こう使しする魔法はいつもより効力が落ちているが、戦うのでなければそれほど問題はなかった。

　イクシーヌの放った文様に気づいたレラが足を止める。

「イクシーヌから合図が来、た」

　レラが腰を屈かがめ地面に手を伸ばすと、黒々とした文様はレラの手を這い上り、掌てのひらの上で蠢うごめいた。

「セレナが敵の見張り部隊を見つけまし、た」

　文様の動きで伝えてきた内容を読み取ったレラが仲間にそう伝えると、何人かの魔女がゴクリと唾つばを呑のんだ。

「……いよいよだね」

　とクゥが呟つぶやくように言うと、ほかの魔女たちが無言で頷うなずく。

　そんな魔女たちに向かってランジュが平へい静せいな声で語りかける。

「そう緊張しなくてもいい。相手は十人だけなのだから、わたしが撫なで切りにしてやる。なんの問題もない」

　レラが慌ててツッコんだ。

「問題は大ありです、がっ!?」

「んん？　そうか？」

「そうで、す。ただ襲うだけではなく、カサンドラ王国軍に襲われたと思い込ませなくてはならないので、す。だから全員を斬きり殺してしまったら駄目で、す」

「……面倒くさいな」

（この人は……）

　レラがジト目になってランジュを見やっていると。

「殺さないのなら、イクシーヌかクゥにやらせればいい」

「その予定です、が。でも魔法で襲ったことが察さつ知ちされるとカサンドラ王国軍による襲しゆう撃げきだと錯さつ覚かくさせられません、のでそこが難しいで、す」

「ますます以もつて面倒だな」

　やる気をなくしたようなランジュの物言いにレラは苦笑するしかない。

「まぁいい。面倒なところはイクシーやクゥに任せる。万一、襲撃が失敗して敵に襲われたら、わたしが撫なで切りにしてやるから安心しろ」

　そんなランジュの言葉に、緊張が隠せない面おも持もちの魔女たちから苦笑や失笑が漏れた。

「というか、わたしが撫で切りにしたあと、カサンドラ王国軍の旗はたでも落としておけば、それでいいのではないか？」

「よくはないで、す。あなたの切り口は鋭すぎて怪しまれま、す。それにカサンドラ王国軍部隊が衝しよう突とつしたのなら討とう伐ばつ軍ぐんだけ全滅したというのもおかしな話で、す。小部隊同士の乱戦ともなれば双方に死傷者が出るのがふつ、う。あくまで奇き襲しゆうしてすぐ逃げたと思わせなければ駄目で、す」

　ランジュは、は～あ、とため息を吐ついた。

「レラ、その辺はおまえの考えか？　それともナーガ殿の？」

「わたしとナーガさん、で話したことで、す」

「おまえもあの男も理屈っぽくていけない。まぁ、国同士の争いともなると、ただ斬きればいいというものではないのもわかるが」

　そこで言葉を切ったランジュは、恨めしそうな目をレラに向けてきた。

「面倒くさいな」

「そんなことを言われて、も……」

　そのとき、レラの掌てのひらでイクシーヌの文もん様ようが激しく躍った。

「あ。ランジュのおかげで無駄話をしてしまいまし、た。早く二人と合流しなく、ては」

「無駄話って、おまえ」

　ランジュの顔が今度は情けなさそうになる。

「行きま、す」

　駆け出したレラのあとを、クゥ、ドーラ、サンプロッテが追いかけ、最後尾をランジュがあまりやる気のない足取りで走った。
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　駆け寄ってきたレラたちに向かって、イクシーヌが、

「遅いよ！　何してたのさ!?」

　と文句を言った。

「ごめんランジュ、が」

「ランジュか。じゃぁ、仕方がないよね」

「……わたしの評価が身に染みるイクシーヌの言葉だな」

「身に染みるんなら少しは自じ重ちようしたら？」

　とイクシーヌが言うと。

「わたしの語ご彙いに自重という言葉はない」

「駄目だ、この人」

　イクシーヌは天を仰ぎ額ひたいを手で覆おおった。

「あの、それより、敵の部隊が離れていってしまいますけど？」

　と言うセレナの言葉にレラが身を乗り出した。

「今はどの辺か、な？」

「この先、街かい道どう沿いを南から北へ向かって歩いています」

「ほかに部隊はい、る？」

「少し離れたところに、やはり十人規模の小しよう隊たいが一ついますけど、襲しゆう撃げきには差さし支つかえないかと思います」

「なら予定どおり、に」

　クゥとイクシーヌが大きく頷うなずいた。

「わたしとイクシー、密ひそかに接近して敵部隊を急襲」

　とクゥが言うと、その言葉をレラが引き継いだ。

「同時にわたしたちは弓を撃って攻撃しま、す。矢羽根はカサンドラ王国軍の物に似せてありま、す。あとで回収されればカサンドラ王国軍の攻撃だったと討とう伐ばつ軍ぐんが錯さつ覚かくする可能性が高いで、す」

　さらにイクシーヌが言葉を続ける。

「でもって、わたしの文もん様ようとクゥの革かわ帯おびで何人かの敵兵を殺しておいて、カサンドラ王国軍部隊の仕し業わざに見せるための細さい工くを、具体的には旗はたやら手てつ甲こうやらを落としておいたりする……んだよね」

「そのとき、逃げる敵兵に魔法による襲撃であることを見抜かれては困りま、す。二人にはそこのところを注意してほしいで、す」

「そこが難しいよねぇ」

　とイクシーヌがクゥの顔を見ると、彼女も肯こう定ていの意を込めて頷いた。

「難しい」

「魔法攻撃を察さつ知ちされないのもそうだけど、わたしとクゥの攻撃だと絞め殺すことになるからさ。カサンドラ王国軍が奇き襲しゆうしてきたにしてはおかしな攻撃法だしね」

「おかしい」

「ふつうは弓で射い殺ころされるか槍やりで刺し殺されるかだよね。戦場でわざわざ敵の首を絞める奴やつなんていないよね？」

「いない」

「そうです、が。でもわたしたちの中に弓で射殺せる者も槍を使える者もいな、い。殺しておいてあとで傷をつけるしかな、い」

「なら、こうしたらどうだ？」

　とランジュが言い出したので、レラとイクシーヌとクゥが頭を引いた。

「皆殺しはなしだよ？」

「鎧よろいごと真っ二つも駄目で、す」

「駄目」

「おまえたちのわたしに対する評価は涙が出るほど嬉うれしいな」

　と嫌みを一つ言って、ランジュは、えへん、と咳せき払ばらいをした。

「わたしが矢を飛ばそう。それでどうだ？」

「あ！」

　レラが目を見開いた。

「いきなり矢を射かけられて混乱している最中だ、その矢がどこから飛んできたかなど、誰だれにもわかるまい？」

「ランジュあな、た……」

「なんだ、レラ？」

「驚きまし、た。ちゃんと物を考えられるんです、ね」

　かくっ、とランジュがずっこけた。

「それはいい考えです。というか、どうして思いつかなかったの、か。あなたが参加するのですからそれを使うのがいちばんいいの、に」

「あ～、ま～、ランジュがあれを使うのは相手に警告するときか問答無用で敵を殺すとき……っていう先入観があったからじゃないかな。こういう繊せん細さいな戦いに使えるなんて誰も思ってないし。それに、わたしたち弓なんか使ったことなかったしね。盲もう点てんだったよね」

　とイクシーヌが口を挟んできた。

「そうか、も」

「おまえたちときたら、本当にもう」

　体勢を戻したランジュが、憤然とした顔でレラとイクシーヌを睨にらんだが、レラは彼女の視線を受け流して言った。

「では組み分け、を。最初に敵部隊に矢を射かけるのがクゥサンプロッテドー、ラ。そしてランジュに矢を射かけるのが……えぇ、と」

　ランジュを見やったレラが小首を傾かしげた。

「射かけていい、の？」

　ランジュは、問題ない、と頷うなずいた。

「いちいち自分で刺すよりも、そのほうが効率的だ。最初に針はり鼠ねずみになっておけば、次々と矢を送り飛ばせる」

「では、それで」

　と頷いてレラは確認事項の列れつ挙きよを続ける。

「わたしとイクシーヌでランジュに矢を射かけてその後クゥたちに合流す、る。ランジュは矢を飛ばして敵兵を攻撃す、る。セレナはその間ほかの部隊が近づいてこないかを監視してお、く。ということでいいか、な？」

　全員が力強く頷いた。

「では奇き襲しゆうに適した場所まで移動しましょう……あ、その前、に。この服は脱いでおかなくて、は」

　討とう伐ばつ軍ぐん部隊を襲うとなると、魔法はふだんどおり使えないと心こころ許もとない。

　それに、ランジュの魔法を使って間接攻撃を仕掛けるなら相手に身を晒さらす必要もない。

　いつもの衣い装しようで問題ないとレラは判断した。

　全員が軍ぐん務む服を脱いで、いつもの極薄極小の衣装に戻った。

「すっきりした」

　クゥの体に巻き付いた革かわ帯おびが、まるで喜んでいるようにくねくねと躍っていた。

　今までよほど窮きゆう屈くつだったのだろう。

　ほかの魔女も思いは似たり寄ったりらしく、みな解放感溢あふれる表情で腕を回したり体を動かしたりしていた。

　レラも清せい々せいとした顔になって皆に呼びかけた。

「では行きましょ、う。セレナ先導し、て」

　天てん眼げんで討伐軍の偵てい察さつ小しよう隊たいを監視しつつセレナが歩き出す。

　足下が疎おろそかになる彼女を助けるようにイクシーヌが横に立ち、残りの五人があとをついていく。

　こうして別べつ働どう隊たいの七人は、討伐軍の偵察小隊を待ち伏せするべく、密ひそかに森の中を移動していった。
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　街かい道どうを見下ろす位置に陣取った別働隊は攻撃の陣形を取る。

　弓矢を構えて膝ひざを落としたクゥ、サンプロッテ、ドーラがある程度の間かん隔かくを置いて横に並び。

　その背後で、ランジュに相対してレラとイクシーヌが立ち。

　少し離れた場所で、セレナが天てん眼げんを使って周囲を見張っている。

　奇妙なのは、敵を攻撃するのではないレラとイクシーヌも弓矢を構えている点だ。

　二人が構えた弓矢の先に両手を広げたランジュが仁に王おう立だちになっているのも、またおかしな光景だった。




「闇やみよりも深き冥めい府ふの奥底へ沈め、鎮しずめ、静めて死しず目め。そは虚むなしを飛び皆みな死しを呼ぶ奇き剣けんなり危き遣けんなり帰き圏けんなり」




　ランジュが密やかに呪じゆ文もんを唱えると、彼女の肌にまとわりついている墨すみのような翳かげがしきりに蠢うごめいた。

「セレナど、う？」

　とレラが訊きくと、彼女は宙を睨にらんだまま、

「もうすぐです」

　と応こたえた。

「よし、いいぞ」

　ランジュがレラとイクシーヌに対して矢を撃てと手を動かす。

　レラとイクシーヌは構えていた弓を引き絞り、矢を放った。

　レラとイクシーヌが弓矢の扱いに慣れていないといっても、ランジュは目の前に立っているのだ。外しようがない。

　鏃やじりは軽々とランジュの体に埋まった。

　腹部に二本の矢が突き刺さったのに、彼女は痛がる様子も見せず平然と立っている。

「次、来い」

　というランジュの声でレラとイクシーヌはまたも二本の矢を番つがえ、引き絞り、放った。

　さらに三回、矢を放った。

　都合十本の矢が腹部と胸部に刺さっているランジュは、幹から何本もの細い枝を生やした樹じゆ木もくのような姿になっている。

「相変わらず奇き天て烈れつな絵え面づらだなぁ」

　構えていた弓を下ろしたイクシーヌがそんなことを言うと、ランジュはぶっきらぼうに言葉を返した。

「入れ墨を使うおまえに言われたくはないな。奇妙で奇天烈な印象を受けるのはおまえのほうが上だろう」

「そんなことないよね？」

　イクシーヌが同意を求めてきたので、レラは思わず視線を逸そらせてしまった。

「あれえ？」

　小さく仰のけ反ぞったイクシーヌは不満そうな表情で首を傾かしげた。

「そんなことない……と思うんだけど」

　ふふん、と鼻で笑ったランジュは、

「さて、矢を入れるのは初めてだが……」

　などと呟つぶやきながら、右手で腹部に刺さっている矢の一本を体内に押し込んでいく。

　顔色一つ変えないまま、ランジュは矢羽根までをも体内に押し込んでしまった。

　それでいて彼女は平然としている。

「ふむ。あまり感覚は変わらないな。これなら問題ない」

　とランジュが呟くと、彼女の体表を覆おおっている墨すみ色の翳かげがぞわりぞわりと蠢うごめいた。

　翳が蠢くにつれ、刺さっている矢がゆっくり静かに体内に潜もぐり込んでいく。

　まるで目に見えない力で中から引っ張られているように、矢はずぶずぶとランジュの体内に沈んでいき。

　やがて矢羽根までもが見えなくなり。

　ついにすべての矢が完全に体内へと消えた。

　レラが振り返ると、セレナが大きく頷うなずいた。

　弓と矢筒を抱えたレラとイクシーヌはクゥたちの列に加わり、体内に矢を呑のみ込んだランジュは、その少し後ろに立った。

　互いに少し距離を置いて木こ陰かげに身を潜ひそめている三人のあいだにレラとイクシーヌが進み出ると、クゥが目を見開いた。

　クゥは体に巻き付いた革かわ帯おびで弓を五つ同時に構えている。

（来た！）

　偵てい察さつ部隊は松明たいまつを掲げて歩いているので、かなり遠くからでもその接近が知れる。

　空いている革帯を空中に持ち上げたクゥが、それをぐるぐると回すのを見て、サンプロッテとドーラも敵の部隊が接近してきたのを知った。

　クゥは弓を操る革帯を引き絞り、偵察小しよう隊たいの接近を待つ。

　松明の揺らめく火ほ明あかりがそれを持つ兵の姿をはっきりと照らし出すほど近づいたところで、クゥは自分で自分に号令をかけた。

（発射！）

　夜の空気を引き裂いて五本の矢が同時に飛んでいった。

　サンプロッテとドーラも矢を放った。

　少し遅れてレラとイクシーヌも矢を放つ。

　合わせて九本の矢が偵察小隊めがけて放たれたわけだが、一本も命中しなかった。

　それどころか、敵兵のいる辺りまで飛んだ矢はクゥが放った五本のうちの二本とイクシーヌの一本の都合三本だけで、残りの矢はかなり手前で地面に落ちてしまった。

　これは仕方がない。

　何しろ魔女たちは弓矢を射る訓練などしたことがなく、おまけにクゥを除けば、非力な自分の腕で矢を射うっているのだから。

　彼女たちも外れたことを悔しがったり残念がったりしない。

　どうせ当たらない、という前提で弓矢を射ているのだ。

　また九本の矢が飛んでいった。

　今度は二本が当たった。

　しかし、威い力りよくが足りず、鎧よろいに弾はじかれただけである。

　相手を殺さつ傷しようすることはできなかったが、それでも伏ふく兵へいに奇き襲しゆうされたことを討とう伐ばつ軍ぐん兵士に報しらせるという目的は充分に達成された。
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　何かが飛んでくる風切り音がして。

　周囲の地面に乾いた小さな音を立てて矢が刺さった。

　しかし、討伐軍の見回り小しよう隊たいの兵士は何が起きているのか即座に把は握あくできない。

　敵に襲しゆう撃げきされる可能性など考えてもいなかったのだから無理もない。

　カサンドラ王国が討伐軍に対して兵ひよう糧ろうを供きよう出しゆつするという約やく定じようが成なったいま、自分たちを攻撃する者など、いるはずがないのだ。

　カサンドラ王国とは手打ちが成って。

　討伐の対象である魔女たちが籠こもる砦とりでは、まだずっと先。

　しかも、そこへは八はち八はち旅りよ団だんが向かっている。

　彼らが見回りをしているのは、あくまで万が一に備えているだけで、差し迫った危険があることなど、まったく想定していなかった。

　だから何本もの矢が飛んできて地面に刺さったという想定を超えた危機に直面しても、彼らは何が起きたのかわからないまま呆ぼう然ぜんと立ち尽くすだけだった。

　だが。

　さすがに飛んできた矢が鎧に当たって金属音を立てたところで我に返る。

　かなり遠方から飛んできたのか、矢に大した威力はなく、簡単に弾かれて地面に落ちたから被害はないが、だとしても、このまま伏兵の接近を許せば、いずれは被害が出るかもしれない。

　装甲に覆おおわれていないところを狙われるかもしれない。

「敵襲だ！　だが伏ふく兵へいの数はそれほど多くない！　迎げい撃げきするぞ！　あそこの木の根元まで走って身を隠せ！」

　見回り小しよう隊たいは小隊長の号令一下、全員が街かい道どう脇に生えている数本の樹じゆ木もくまで走り、木こ陰かげへと飛び込んだ。

　すぐに矢の飛んできた方向へ向き直り、木の幹を盾にして迎撃のため弓矢を手に取る。

　矢はまだ飛んでくるが、いずれも山やま形なりで力のない弾道だ。

　身を隠した樹木まで飛んでくる矢はほとんどない。

　伏兵が突撃してくる気配もない。

　さすがに小隊長は、何か変だな、と疑念を感じたが、彼が疑念を追及することは能あたわなかった。

　小隊長の首筋に一本の矢が深々と突き刺さり、彼の体はどうと前方に倒れ込んだ。

　続けて三人、隊長と同様、装甲に覆おおわれていないところに矢を受け、その場に頽くずおれる。

　それで残りの兵が恐きよう慌こうを来きたす。

　倒れた四人の矢や傷きずを検けん分ぶんすれば、すぐに状況の不可解さが浮かび上がっただろう。

　けれど、恐慌を来し、混乱に陥おちいった兵たちに状況の検分や分析をする余裕があるはずもなく。

　彼らは何が起きたのかわからないまま、一いち目もく散さんにその場から逃げ去っていった。
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「どうセレ、ナ？」

　とレラに訊きかれ、彼女は赤い目を上空に向けたまま応こたえた。

「四人は倒れたまま動きません。残り六人は逃げていきました。すでに天てん眼げんの範囲外まで出ています。近くには敵てき影えいなし、です」

「では行きま、す」

　レラのかけ声で一同は森から街道に降り立ち、さらに敵兵が倒れている樹木へ向かって足早に進んでいった。




　街道沿いに並んで生えている数本の樹木の根元に倒れている四人の敵兵を、十四の瞳が見下ろしている。

　どの顔にも、さしたる興奮も悲ひ哀あいも浮かんでいない。

　すでに長きに亘わたって人の軍との抗こう争そうを繰り返してきた魔女たちにとって、敵兵の死など日にち常じよう茶さ飯はん事じだ。

　人の兵を殺すことが自分に課された使命だと思い込んでいるようなユウキはともかく、他の魔女たちには飛んできた害虫を叩たたき潰したといった程度の感想しかなかった。

「しかし、ランジュの魔法は相変わらず凶きよう悪あくだよね」

　イクシーヌがそう言うと。

「おまえはわたしに喧けん嘩かを売っているのか」

「とても凶悪」

　横からクゥが賛同した。

「おまえまでっ!?」

　ランジュが小さく仰のけ反ぞると、横からドーラが口を出してきた。

「いやぁ、噂うわさには聞いてたけど、あたしもそう思ったよ」

　彼女はスレイマーヤ一族の魔女だから、ランジュの魔法を目まの当あたりにするのは今夜が初めてだったのだ。

「おまえまでもか……」

　ランジュはガックリと肩を落とす。

「うちのエリュシーも似たような魔法を使うけど、あんたほど凶悪じゃないな」

　とドーラが言うと、そうだったね、とイクシーヌが頷うなずいた。

「エリュシーさんはマンテラ内の自分の体をほかのマンテラへと転移させる。ランジュは体に纏まとった影の中に呑のみ込んだ物体を相手の影へと転移させ、任意の地点へ出現させる。たしかに似てるけど、ランジュのほうが凶悪だよね」

　ランジュは顔を上げると、ジト目になってイクシーヌを見た。

「容よう赦しやがないな、おまえ……」

「やぁ、でも、うちの母かか様さまほど凶悪じゃないと思うけどね」

　ドーラがそう付け加えると、ランジュは小さくため息を吐つく。

「他の一族の魔女がわたしに気遣いしてくれてるのに身内は容赦ないって、どうなんだ、イクシーヌ」

「いや、どうって言われてもな～」

「まぁたしかにヴィータ殿の魔法は見境がないからな。少なくとも、わたしの魔法は攻撃する相手を選ぶだけマシというものだ」

「相手に気遣ってもらいながら、自分は気遣いなしっ!?」

　イクシーヌがツッコむと、ドーラは思わず苦笑を浮かべた。

「はは、ランジュの言うとおりかも、だね」

「それより。このあとは？」

　とクゥがレラの顔を見やる。

（たしかにいつまでもお喋しやべりしてる場合ではないで、す）

　気を引き締めたレラは、素早く周囲に目を配った後、慎しん重ちように応こたえた。

「討とう伐ばつ軍ぐんの見回り部隊はもう少し抵抗すると踏んでいたのです、が。あまりにも無抵抗で拍子抜けでし、た。少しは戦闘していないと物を落としておくのもわざとらしいです、し。こちらが用意したカサンドラ王国の旗はたを見せる間もなかったです、し。けれどそれはそれで好都合の面もありま、す。この奇き襲しゆうが魔女によるものと感づかれる虞おそれはないでしょ、う。そうなれば伏ふく兵へいは自然とカサンドラ王国軍という推論に落ち着くので、は。とくに細さい工くはしなくても平気か、な」

「まぁ矢はカサンドラ王国軍の物に似せて作ったしね」

　とイクシーヌが言った。

「遺体の状況を詳細に検けん分ぶんされる、と矢の刺さった角度とか不自然な面があることがわかるのです、が。そこまで心配する必要もないです、か」

　考え考えレラがそう言うと、ランジュが倒れている敵兵を指さして言った。

「なんだったら激しい戦闘があったように見せかけるため、あれらを切り刻んでおくか？　刀を呑のめば簡単にできるぞ」

　即座にレラが首を横に振る。

「それは駄目で、す」

　イクシーヌが激しくツッコんだ。

「それ、もう戦闘じゃなくて、ただの虐ぎやく殺さつだよねっ!?」

　クゥも、うんうん、と頷うなずいて言った。

「ユウキとは別の意味で危険人物……というか危険魔女」

　ランジュは天を見上げ嘆たん息そくする。

「おまえたちのわたしに対する評価が身に染みるな」

「染みるんなら、少し自じ重ちようしようよ？」

「無理ですよ、イクシー」

　それまで黙っていたセレナが口を挟んできた。

「ランジュに対して見境なく剣を振るうなと言うのは、ユウキに向かって人の男を嫌うなと言うようなものです」

「なるほど！」

　感心した顔でイクシーヌが手を打った。

「それは無理な相談だった」

「セレナ、おまえ……可愛かわいい顔していちばん酷ひどいこと言うな」

　ランジュがげんなりとした顔でぼやき、他の魔女たちがくすくすと笑った。

「けど、本当にこれだけでいいのかな。なんか、あまりに簡単すぎて仕事をした気がしないんだけど。これでナーガさんの戦術の役に立ったのかな」

　とイクシーヌが心情を吐と露ろするが、それに対してレラは淡々と応こたえた。

「役に立ったかどうかを判断するのはわたしたちの役目ではないで、す。とりあえずわたしたちは与えられた任務を果たしたのですからそれでよしとしま、す」

　イクシーヌは小さく肩をすくめてみせる。

「レラはレラで冷淡だよね」

「冷淡ではないで、す」

「冷血？」

「もっと違いま、す」

「ま、いいけど。任務完了なら、これで引き揚げ？」

「です、ね。引き揚げましょ、う。逃げていった兵が仲間を連れて戻ってくる可能性もありま、すし。もしかするとナーガさんや姉あね様さまたちが八はち八はち旅りよ団だん相手に苦戦しているかもしれないですか、ら」

　じっさいには苦戦どころか一敗地に塗まみれているわけだが、レラたちも、さすがにそこまでは予想できなかった。

「セレナ周り、は？」

「敵てき影えいなし、です」

「では急いでこの場を離れます、か」

　別べつ働どう隊たいの魔女たちは街かい道どうを離れ、エインの砦とりでを目指して山中を走った。
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　レラたちの攻撃を受けて逃げた六人の兵は、いちばん近い味方の陣営へと駆け込んだ。

　見回り小しよう隊たいはレキッソス王国の兵で、ここもレキッソス王国軍の陣営だ。

　見回り小隊が奇き襲しゆうを受けて逃げ帰ったことを知らされたレキッソス王国軍の陣営守備隊長が慌てた様子で現れた。

「伏ふく兵へいの奇襲を受けて小隊長以下、四人が討ち死に!?」

　報告を受けた守備隊長は目を見開いて驚きを露あらわにする。

「伏兵はどこの手の者だ!?　何人くらいいた!?」

　と逃げ戻った兵に詰め寄ったが、後ろも見ないで一いち目もく散さんに逃げ帰った兵たちは、隊長の問いに答えられなかった。

「この役立たずどもめ！」

　と兵を詰なじったものの、いくら問い詰めてもわからないものはわからない。

　わからないが、討とう伐ばつ軍ぐんを攻撃してくる可能性のある存在は、魔女かカサンドラ王国軍の二つだけだ。

（弓矢による攻撃だと言ったな。そして討ち死にした四人は、いずれも矢によって射い殺ころされたとも。となると……伏ふく兵へいが魔女だったという可能性はないか）

　隊長がそう考えたのも無理はない。

　魔女なら魔法が使えるのだ。

　人に非あらざる存在の魔女は、人には使えない魔法を行こう使しできる。

　魔法は防御が難しく、威い力りよくは絶大だ。

　当然、魔女ならば魔法で攻撃してくる。

　これまで人の軍と魔女は長いあいだ戦ってきたが、魔女たちが自ら剣や槍やりを振るったり弓矢を撃ってきたという話は聞いたことがない。

（となると、必然的に伏兵はカサンドラ王国軍ということになる）

　その想像が当たっているとなると、じつに重大かつ容易ならざる事態だ。

　もはや一国の陣営守備隊長がどうこうできる範はん疇ちゆうを超えている。

　守備隊長は傍かたわらに控えている幕ばく僚りように向かって叫んだ。

「おい、急ぎ本営のリュウム将軍の下もとへ伝令を走らせろ！」

　レキッソス王国軍の指し揮き官かんリュウム将軍は、百名ほどの兵を引き連れて討とう伐ばつ軍ぐんの本営に詰めているから、まずは彼のところへ報告を上げなくてはならない。

　その後に討伐軍としてどういう行動を取るかは、将軍と他国の指揮官たちとの話し合い次第だ。

「は！」

　幕僚が一人、立ち上がって伝令兵を呼びに走った。

「すぐに全員を叩たたき起こせ！　最悪、見回り小しよう隊たいを攻撃した伏兵がこの陣地に攻め寄せてくる虞おそれがある！」

　という隊長の言葉に、控えていた幕僚たちが跳び上がった。

「起こして武装させろ。臨りん戦せん態たい勢せいを取らせるんだ！」

「は！」

（くそ。伏兵が何人いるのかわからないと対応が難しいな。しかし。カサンドラ王国軍が我らを奇き襲しゆうだと!?　奴やつら、気でも狂ったのか。それとも、兵ひよう糧ろう供きよう出しゆつの約やく定じようはこちらを油断させるための偽りだったのか）

　歯がみした隊長は、血走った目で周囲の闇やみを睨にらみつけた。
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　魔女討伐軍本営は、カサンドラ王国の王都にほど近い丘きゆう陵りよう地ちに置かれていた。

　各国の部隊を率いてきた将軍たちは、それぞれ自分の手勢のうちの五十人から百人程度の兵を連れて、この本営に詰めている。

　まだ夜も明けきらぬ時刻だというのに、二頭の早はや馬うまが本営へ駆け込んできた。

　陣営守備隊長が送った早馬だ。

　急を聞いて、レキッソス王国軍の指し揮き官かんリュウム将軍が現れ、伝令を引見した。

「なにぃ!?　見回り小しよう隊たいが伏ふく兵へいの奇き襲しゆうを受けただと!?」

「は。小隊長と兵三名が討ち死に。残り六名は這ほう々ほうの体ていで我が陣営まで逃げ帰りました」

「相手はどこの手の者か!?」

「は。それが」

　伝令兵は自分の責任でもないのに、身を縮め、申し訳なさそうに応こたえた。

「夜の闇やみの中のことの上、抵抗する間もなく蹴け散ちらされてしまい、相手を確認することができておりません」

（ちぃっ。使えん兵どもだな）

　と内心で舌打ちした将軍だが、それを口にしないだけの思慮はあった。

　何しろ「使えない」兵を率いているのは将軍自身なのだ。

　ここで兵を罵ののしることは天に向かって唾つばを吐はくようなもので、吐いた唾は自分めがけて落ちてくる。

（他国の指揮官たちの手前、我が軍の兵士の間抜けさを強調するようなことはしたくないからな）

　寄せ集めの討とう伐ばつ軍ぐんの中のこと、部下がへまをしたとなると将軍の発言力が低下するし、自軍の扱いが軽くなる。

（少し脚きやく色しよくをする必要があるな）

　自軍の、自国の立場を優先させたい将軍がそう考えるのも自然ではあった。

「伏兵の戦力は把は握あくできているのか？」

「いえ。できておりません」

　またもや内心で舌打ちした将軍だが、気を取り直して報告を続けさせる。

「我々の陣営のほうはどうか？」

「守備隊長レドナス様が、全軍に臨りん戦せん態たい勢せいを取らせて警戒に当たっております」

「ならば、よし。レドナスには迂う闊かつに動くなと伝えろ。夜が明け次第、儂わしが赴おもむいて現場の状況を確認する」

「は。レドナス隊長に迂闊に動かないように伝えます。夜が明け次第、将軍が状況確認のため現地へ赴くことも伝えます」

「よし、戻れ」

「は」

　新たな命令を持たせて伝令兵を戻したリュウム将軍は、他国の指揮官たちを呼び集めるべく、副官を伴って本営の中を歩き出した。
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　レキッソス王国の見回り部隊が何者かに襲しゆう撃げきされるという驚きよう愕がくの事態が発生したことを知らされ、本営にいた討とう伐ばつ軍ぐんの首脳は直ただちに司令部を置いている大天幕に参集した。

　軍議は喧けん々けん囂ごう々ごうという体ていをなし、かなり紛ふん糾きゆうしたが、奇き襲しゆうしてきたのはカサンドラ王国軍部隊だろうという点では、ほぼ意見の一致を見た。

　しかし、そこから先が決まらない。

「カサンドラ王国を攻撃すべきではないか」

　という強きよう硬こう派はから、

「まずは使者を送って相手の言い分を聞いたほうがいい」

　という慎しん重ちよう派までいて、なかなか対応策がまとまらない。

　この辺りが寄せ集めの軍の弱点だ。

　討伐軍の指し揮きを任されている八はち八はち旅りよ団だん長ちようのジュエルジュードがいたなら、対応策はもう少し簡単に決まっただろうが、生あい憎にくと彼は魔女の砦とりでを攻撃していて、ここにはいない。

　とりあえず、もっとも多くの兵数を率いているサント・ファ王国のルドル将軍が議長となって軍議を進めたのだが、他国の軍を率いている将軍たちには同格だという意識もあり、素直にルドルの声を聞こうとしないのも問題だった。

　が、各かく論ろんはともかく、なんらかの対応を取らざるを得ないという総論では首しゆ脳のう陣じんの意見は一致している。

　もしカサンドラ王国軍が討伐軍への抗戦を選んだとなると、ことは重大だ。

　対応次第では王国軍と討伐軍の全面戦争に発展しかねないが、判断材料が足りないので軽々に結論は出せない。

　というより、そんな重大な結論は下したくないというのが首脳陣の本音だった。

　そこで、まずは現場の状況検けん分ぶんをして、本当にカサンドラ王国軍の襲撃かどうかを確認すると同時に、ジュエルジュードに緊急事態発生を報しらせ、最終的な判断を仰ぐという方向性で意見の集約を見た。

　要するに面倒なことはジュエルジュードに任せてしまおうという、ある種、責任逃れの一策だったが、それも無理はない話だった。

　各国が兵を出したのは、アイユーブ枢すう機き卿きようの呼びかけを無視できないという旧教会への配はい慮りよと、討伐軍に名を連ね兵を出せば魔女討伐後の余禄に預かることができるという思惑があったからで、どの国も積極的に魔女と戦おうなどとは思っていない。

　ましてやカサンドラ王国と本格的な交戦に入るなど、まったく想定外の事態だ。

　各指揮官は、まずは本国へ使者を送り、

「カサンドラ王国の対応次第ではこれと本格交戦することになるが、問題ないか」

　という内容の文書を持たせた使者を送り出した。

　同時に、魔女攻撃に向かったジュエルジュードの下もとへも、

「急ぎ本営まで戻って、討とう伐ばつ軍ぐんとして採とるべき対応策を決めていただきたい」

　という内容の要よう請せい文を持たせた急使を送った。

　その間、リュウム将軍の部隊が襲しゆう撃げき場所を確認することも決まった。

　これは襲われたのが彼の指し揮きする部隊の一隊なので、彼が後始末をするという意味合いだが、面倒ごとは引き受けたくない、当事者に押しつけてしまえ、という他国首脳の考えが色濃く出ていたとも言える。

　そこまでを決めてから首しゆ脳のう陣じんによる軍議は散会し、討伐軍はカサンドラ王国軍のさらなる攻撃に備えて守りを厚くし、ジュエルジュードの帰陣を待つことになった。

　とりあえずナーガの目もく論ろ見みは達成されたと言ってよかった。
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　迎げい撃げきしてきた魔女の攻撃を一いつ蹴しゆうしたジュエルジュードは、八はち八はち旅りよ団だんの態勢を整え、慎しん重ちように辺りの物見を行った。

　結果、周囲に魔女の姿がないことが確認された。

「あれだけ叩たたかれれば、さしもの魔女も逃げるしかないでしょうね」

　副官のハインツァダイがジュエルジュードに呼びかけると、巨きよ漢かんの旅団長は、思おもいの外ほか難しい顔を崩さないで応こたえてきた。

「たしかに叩いたが、叩いた割には魔女の側の被害が軽けい微びだな」

「そうで……しょうか」

「破壊したのは木で偶く人形ばかり。殺したのは獣ばかり。魔女の遺体はただの一つも見つかっていない。さすがの逃げ足というべきか、それとも意外なほど戦いくさ上じよう手ずだと言うべきか、迷うところだな」

　というジュエルジュードの言葉は、ハインツァダイには意外だった。

　カサンドラ王国軍をさんざんに討ち破った魔女を相手に、八八旅団は鎧がい袖しゆう一いつ触しよくというに相応ふさわしい大勝利を得たのだ。

　もっと胸を張ってもいいと思うし、胸を張らないのなら、魔女の弱さを嗤わらってもいいと思うのだが、ジュエルジュードの口ぶりからは魔女の戦いぶりを認めるような色合いすら感じられる。

（団長は、よほどのことがない限り相手の戦ぶりを認めることなどないのだが。魔女は、それほどの戦いをしたのか？　俺おれにはそうは思えないんだがな。たしかに一人の討ち死にも出していないのは予想外だが、それとて魔女の逃げ足が速かったというだけだろう？）

　と内心で首を捻ひねる。

　一方のジュエルジュードはというと。

（魔女の戦いくさぶりは意外なほど連係が取れていた。あれなら、なるほどカサンドラ王国軍が苦戦したのも頷うなずける。それにしても……いや、それだからこそ、か。どうも今まで相手をしてきた魔女どもとは何かが違う。どこかが違う。そんな気がしてならないのだがな）

　という感想を抱いていた。

　連係が取れていた戦いぶりも予想外だが、そもそもこんな場所で迎げい撃げきしてくること自体が予想外だった。

　ジュエルジュードの目算では、魔女が抵抗するにしても、せいぜい砦とりでに立て籠こもっての防御戦を試みるくらいで、可能性としては砦を放ほう棄きして黒い森まで退却するほうが高いと踏んでいたのだ。

　味方にはほとんど人的被害が出ていないものの、予想外の抵抗に予定外の時間を消費してしまったことがジュエルジュードを少し苛いら立だたせていた。

「が、まぁ、どこが違おうと何が違おうと、我らに抵抗しようとしまいと、神に仇あだなす人の敵は、蹴け散ちらし屠ほふるのみ」

　決意に燃える目で、ジュエルジュードは南の方角を見やった。

　ここからは見えないが、荒野の向こう、なだらかな丘きゆう陵りよう地ちを縫ぬって続く街かい道どうの先には、魔女たちに占拠されたエインの砦がある。

「まずはエインの砦の奪回だ。その後に討とう伐ばつ軍ぐんの主力を呼び寄せ、砦の修復と兵ひよう糧ろうの運び込みを行う。準備が調ととのったら、我らは黒い森へと進撃する」

「は」

（もし魔女が砦に籠もって徹底抗戦の道を選ぶのなら……砦の奪回作戦では、最悪、こちらも何人かを失うことになるやもしれんな）

　先ほどの魔女との戦の手て応ごたえからジュエルジュードはそんな危き惧ぐを覚えたが、もちろんその思いを顔に出すことはしない。

（奴やつらがそのような勝利の可能性のない戦いをしてくるとは思えないのだが）

　とはいえ、ここで迎撃するという勝利の可能性のない戦いを仕掛けてきた以上、エインの砦に籠ろう城じようするという勝利の可能性のない戦をする虞おそれはあった。

　決めつけはできないな、とジュエルジュードは自分を戒いましめる。

（こちらも、魔女どもは今までと違う戦をする、という前提で行動したほうがいいのかもしれん。そのためには）

　ジュエルジュードは副官に向かって命令を下した。

「団員に休きゆう憩けいを取らせよう。その間に軽く食事もさせておく。一いつ時ときくらいあればいいか。その後行こう軍ぐん隊たい形けいに戻す」

「は。団員に一いつ時ときの食事休きゆう憩けいを与え、その後、行軍隊形を取らせます」

　復唱したハインツァダイが、命令を実行すべくその場を離れていった。




　しかし。

　ジュエルジュードの命令が実行されることはなかった。

　兵が休憩を取っているあいだに、討とう伐ばつ軍ぐん本営から送られてきた急使がジュエルジュードの本陣に駆け込んできたからである。
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「なんだと!?　討伐軍の見回り部隊がカサンドラ王国軍に奇き襲しゆうされただと!?」

　本営からの使者を引見したジュエルジュードは、野戦用の折り畳み椅子から思わず腰を浮かせ叫んでいた。

　同席していたハインツァダイや中隊長たちも驚きよう愕がくに顔を歪ゆがめて使者を見つめている。

「間違いないのか、それは!?」

　並外れた巨きよ漢かんのジュエルジュードが上体を乗り出し、跪ひざまずく使者に覆おおい被かぶさるように訊きいてきた。

　そんな体勢で迫られると、使者の側からすれば自分の頭上に巨岩が崩れ落ちてくるような錯さつ覚かくに襲われてしまう。

　彼は体が押し潰されるのではないかという恐怖心に耐えながら声を絞り出した。

「は。現在リュウム将軍の部隊が現場を踏とう査さ中でありますが、襲しゆう撃げきされた部隊の生存兵の証言もありますので、十中八九、間違いないところかと思われます」

「馬鹿か、奴やつらは」

　思わず罵ののしりの言葉を吐はいたジュエルジュードだが、彼が馬鹿と言った相手は、討伐軍を攻撃するなどという軽けい挙きよを為なしたカサンドラ王国だったのか、それともカサンドラ王国軍に易やす々やすと夜や襲しゆうを許した討伐軍だったのか。

　使者は自分が怒られたように首をすくめたが、それでも肝心の伝言を口に上のぼすことができたのは、さすがに使者の役目を忘れていないと言えるだろう。

「この事態の急変を受けまして、ジュエルジュード様には討伐軍の司令官として大方針を決定していただきたく、急ぎ本営までお戻りくださいますようお願いいたします。これは討伐軍首脳の一致した意見でございます」

　ジュエルジュードは怒りのあまり体内の血が沸ふつ騰とうしそうになった。

　しかし。

　ジュエルジュードは、自分の怒りをぶつける相手を誰だれにするべきなのかがよくわからなかった。

　その相手は魔女なのか。

　愚かな行動に踏み切ったカサンドラ王国の新王なのか。

　まともな対応策さえ決められない烏う合ごうの衆しゆうたる討とう伐ばつ軍ぐんの無能な首脳たちなのか。

　それとも、そんな烏合の衆を、くだらない見み栄えでかき集めたアイユーブ枢すう機き卿きようにぶつけるべきなのか。

（この肝心なときに！　どうして誰も彼も俺おれの使命遂行の邪じや魔まをする!?）

　ジュエルジュードは一瞬、首しゆ脳のう陣じんの要よう請せいを無視してやろうかとさえ思ったが、さすがにそれは不ま味ずいと思い直す。

　ここで要請を無視すれば、討伐軍の何割かは本国へ引き揚げてしまうだろう。

　あるいは。

　逆にカサンドラ王国軍と進んで戦いくさを始め、王国を削り取ることに血ち眼まなこになる国が出てくるかもしれない。

　カサンドラ王国に言うことを聞かせるために敢あえて強気な姿勢で交渉に臨んだジュエルジュードだが、魔女を攻めているときに背後でカサンドラ王国と戦争を始めるのは、戦略的に下げ策さくすぎる。

　となると、ここは魔女攻撃を一時棚上げにしてでも本営へ引き返し、カサンドラ王国軍への備えを進めなくてはならない。

　できれば全面衝しよう突とつにならないように気を配らなくてはならない。

　本来、その手の仕事は彼の専門ではないのに。

　彼はあくまで神の戦士で、どこまでも神の戦士で、逆に言えば神の戦士でしかない。

　神の意に逆らう者たちに神罰の鉄てつ槌ついを下すことこそ彼の責務であり、世俗の領主たちの駆け引きや利欲などとは無縁な立場なのだ。

　それなのに、討伐軍の司令官を引き受けたばかりに、余計な仕事に労力を使い、神経を削らなくてはならない。

（やってられるか！）

　というのがジュエルジュードの正直な思いだ。

　しかし、いったん引き受けてしまった以上、途中で投げ出すわけにもいかない。

　投げ出しては、神の軍団の沽こ券けんに関わる。

　神の威い光こうを汚すことになる。

　己の中に、ぶつける相手のない怒りが溜たまっていくのを感じながら、ジュエルジュードは苛いら立だたしそうな色を隠そうともせず、椅子に腰を下ろした。

　巨体を座面に叩たたきつけるように勢いよく腰を下ろしたおかげで、椅子が悲鳴を上げた。

「……了解した」

　ジュエルジュードは怒りを押し殺してそう言うしかなかった。




　ナーガやハリガン率いる魔女たちの抵抗を一いつ蹴しゆうし、今にもエインの砦とりでに襲いかかろうとしていた八はち八はち旅りよ団だんだが、その矛ほこ先さきをいったん収め、討とう伐ばつ軍ぐん本営が置かれているカサンドラ王国の王都近郊まで引き返すこととなった。
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　八八旅団の撤てつ収しゆうは飛ひ空くう挺ていでの偵てい察さつを行ったユウキによって確認された。

　偽ぎ装そうなどではなく、旅団員すべてが引き揚げたことが確実となったいま、ナーガたちは新たな迎げい撃げき戦の準備をするための時間的な猶ゆう予よを得られたことになる。

　迎撃組の戦力が低下する危険を冒してまでも別べつ働どう隊たいを動かしたナーガの深しん謀ぼう遠えん慮りよが功を奏したわけだ。




　ユウキの報告を聞いたナーガは、自分の目もく論ろ見み通りに戦いくさが進展していることに意を強くした。

（大丈夫だ。緒戦には完敗したが、戦そのものに負けたわけじゃねえ。まだ挽ばん回かいはできる。いや。挽回するんだ、ここからな。戦闘での負けが戦争での負けに直結するわけじゃないってことを、俺おれが見せてやるぜ）

　彼は集めた魔女を前に、自信満々の顔と態度で立った。

「狙いどおり、八八旅団はカサンドラ王国方面へ引き返した。この時間を利用して、俺たちは例の仕掛けを仕込むぞ」

「おお！」

　すでにナーガから新たな迎撃戦の仕掛けを聞かされていた魔女たちは、勇んで立ち上がった。
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　ナーガたちが八はち八はち旅りよ団だんに負けてエインの砦とりでへと逃げ戻った翌日に、ライバッハがレンスールの街で買った奴ど隷れいたちを連れて戻ってきた。




　持っていった宝ほう飾しよく類や古こ物ぶつの類たぐいが思った以上の高額で換金できたので、ライバッハは五十名の奴隷を買うことができた。

　もちろん、買うときには購入者が魔女だとは言わない。

　だから奴隷たちは、街を出るときになっても、自分たちの新しい主人がどこのどういう人物なのかを知らされていなかった。

　ただ、それはよくあることなので奴隷たちも大して気にしていなかったのだが、中には移動中に、これはどうもおかしいということに気づいた者もいたようだ。

　何しろ自分たちを監かん督とくしているのが、屈くつ強きような男と年若の女子──ケイとノノエル──という組み合わせだからふつうではない。

　しかし。

　元々、奴隷たちは自分の主人がどこの何者かということには、あまり興きよう味みはない。

　彼らにとって興味があるのは、無事に今日を生き延びられるかどうかということであり、明日、ちゃんと飯を食べられるかどうかということだ。

　優しい主人だといいな、とは願うが、主人がどこの誰だれかは、彼らにとってどうでもいいことだった。

　だから奴隷たちはライバッハに言われるままに道を急ぎ、やがてケイやノノエルと共にエインの砦へ辿り着いた。
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　ライバッハ、ケイ、ノノエルが奴隷の購入という役目を無事にこなしてエインの砦に戻ったのを見て、ナーガは大いに喜んだ。

（これで俺おれの策を仕掛けるための人手が確保できたな。いや、人手はまだまだ足りないが、この際、贅ぜい沢たくは言っていられねえ。アイスを除くと魔女たちは力仕事に向いてないからな。坑道を掘るためにはどうしたって男手がいる）

　そう、ナーガの新たな迎げい撃げき策では地下に坑道を掘る必要があった。

　だからこそナーガは奴隷兵を購あがなったのだ。




　ナーガが自分の策を披露したとき、魔女たちは一様に驚いた顔になったものだ。

「相変わらず変なこと考えるよね、ナーガさん」

　とケイが呆あきれ顔で言ったが、ほとんどの魔女はケイの意見に賛同したい気分だった。

「そうかぁ？」

　と不服そうな顔になるナーガだったが、すぐに表情を戻し、

「まぁ、そうかもしれねえな」

　と頷うなずいた。

「自分で認めちゃったよ、この人」

　ケイが揶や揄ゆすると、魔女たちのあいだに小さな笑い声が上がる。

「しかしの」

　そう言うヴィータは難しい顔を崩さない。

「ぬしのその策、敵に見抜かれる虞おそれはないかや？」

　ナーガは平然と応こたえた。

「見抜かれる虞はない。そもそもほかの場所と何も変わったところがないんだから、その可能性に敵が思い至る理由がない」

「そうか。まぁ、そうかもしれんの」

「相手は行こう軍ぐんしてきたまま、その場所に差しかかるだろう。前回そうだったように、縦じゆう陣じん隊たい形けいでな。だから問題は発動させる時じ機きだ。それと、後続に対する足止めのほうだ。そちらは、もしかするとかなり危ない橋を渡る場合が出てくるかもしれない」

　ナーガはアルルカンに目を向けた。

　彼女は後続の足止めを担う戦力の中心となる予定だった。

　頼んだぞ、という意を込めて。

　アルルカンは瞳に強固な意志の光を点ともして頷いた。

「で、肝心の穴掘りのほうだが」

　とナーガが言うと、魔女たちの表情が引き締まる。

「奴ど隷れい兵へいを総動員するが、それだけじゃ足りないだろう。アイス、おまえにも獅し子し奮ふん迅じんの働きをしてもらわないとならないな」

　アイスはいつもの嫋たおやかな笑顔を返してきた。

「はい、頑張りますよ？」

「あとは、ハリガン、おまえのほうで適てき宜ぎ、役を割り振ってくれ。魔法で穴を掘れそうな奴やつは穴掘り組に、そうでない奴は出た土を運ぶとか。それも無理な奴は見張りとかだな」

「ああ、わかった。吾われも木で偶く人形を使役すれば、穴掘り組に入れるな。早速にも取りかかろうか？」

　と言ってハリガンは腰を浮かせかけたが、ナーガは、

「いや、待ってくれ。まだ肝心の話が残ってる」

　と彼女を抑えた。

「肝心な話？」

　床しよう几ぎに座り直したハリガンが不ふ思し議ぎそうな目をナーガに向ける。

「ほかにもまだ何か策があるのか？」

「いや、策というかだな……」

「なんだ、ナーガらしくもない。煮え切らん態度だな」

　ナーガは一つ咳せき払ばらいをすると、話を再開させた。

「こちらの策が嵌はまって、連中の先せん鋒ぽうを壊かい滅めつできたとしてもだ、最後、あの化け物じみた指し揮き官かんをどうすべきか、という問題が残る」

「どうすべき？」

　ハリガンだけでなく、他の魔女も皆、不思議そうな顔で首を捻ひねっている。

　魔女だけでなく、ライバッハも同様だった。

「どうすべきとは、どういう意味だ、ナーガ？」

「考え方としては二つある」

　とナーガは右手の人差し指と中指を立ててみせた。

「他の旅団員と同じく、動けないところを攻撃して討ち取ってしまう」

「いや、それが当然ではないのか」

　とハリガンが言うと、腕組みしたヴィータが揶や揄ゆするように言った。

「むしろ、ぬしがもう一つ考え方があると言うのが驚きじゃな」

　ヴィータの言葉に多くの魔女が、うんうんと頷うなずいている。

「で。もう一つの考えとはなんだ？」

　とハリガンが訊きいた。

「おまえたちの誰だれかが、あの旅団長と一いつ騎き打うちをして奴やつを倒すことだ」

「なんだって!?」

　ハリガンは驚きを顔に浮かべ、ナーガを見やった。

　彼女だけではない。

　魔女の誰もが驚きを露あらわにしている。

　ケイのように、仰天して後ろにひっくり返りそうになった者もいた。

　ハリガンは思案気な顔でナーガに視線を据えたまま訊いてきた。

「おぬしが洒落しやれや酔すい狂きようでそんなことを言い出すとは思わないが、しかし、どうしてそんなことをする必要があるのだ？」

「どうしてかと訊かれると、そうだな、それが後々のため必要と思えるから……と答えるしかないんだが」

「必要……とは？　一いつ騎き打うちがどうして後々、吾われらの役に立つのだ？」

「前にも言っただろ。おまえたち魔女に対する人の評価を覆くつがえしたいと。覆せないまでも、凝り固まった偏見に一撃加えて罅ひび割れを起こしたい。それが魔女と人とが共に暮らす世界を創るために必要なんだ」

「吾らに対する人の偏見を打ち破るために必要……ということか？」

「どうしてもってわけじゃない。一騎打ちをしたからって、すぐに偏見が消えるわけでもない。言ってみれば、これは小さな一刺しなんだよ」

　そう言ってナーガは遠い目で天井を見上げた。

「例えば……そうだな、おまえたちへの偏見を助長しているのが、むしろ増長させているのが教会なんだろ？　だから、教会の人間にこそ一刺しを食らわせたいのさ。『卑ひ怯きよう卑ひ劣れつな魔女』が正々堂々と一騎打ちを挑んだってことだけで、奴やつらの偏見に一撃を加えることができる。その上、正々堂々と戦って無敵の神の戦士に勝てば、旅団員の価値観、信念を揺さぶることもできるだろう。仮にその噂うわさが世間に広まれば、人々が受ける衝撃はかなり大きくなるはずだ。魔女への評価がそう簡単に改まるとは思わないが、少しでもいいから揺さぶっておきたい。それを積み重ねていきたい。ほれ、塵ちりも積もれば山となるって言うだろ。それが大事なんだよ」

　わかるか？　という顔でナーガは魔女たちを見回したが、大半の魔女は不ふ思し議ぎそうな顔で首を捻ひねるだけだった。

　その中でハリガンだけは、彼の言葉を頭の中で咀そ嚼しやくしようとしているように見えた。

　彼女はやがて徐おもむろに口を開く。

「ナーガよ」

「なんだ、ハリガン？」

「砦とりでを巡る攻防に局面を限定して考えるなら、あの指し揮き官かんは乱戦の中で討ち取ってしまうほうが簡単だと思える。だが、おぬしが敢あえてそれをしないということは、魔女の戦いくさ……魔女と人とが共に暮らせる世界を創るための戦という広い視野と長い期間で考えた場合、奴との一騎打ちで吾ら魔女が勝つことの利のほうが遙はるかに大きいのだな？」

　ナーガは不ふ敵てきな表情で頷うなずいた。

「大きい。勝利は困難だ。危険も伴う。それでも俺おれは、一騎打ちで勝つことが、長い目で見れば、結局はおまえたちのためになると思っている」

「そうか」

　と言ってハリガンはまた考え込んだ。

　それ以外の魔女は、やはり首を傾かしげ、戸惑った、あるいは不思議そうな表情のままだったが、一人だけ反応を見せた魔女がいた。

「あんたの言ってる意味はさっぱりわかんないけど」

　そう言って身を乗り出したのはユウキだ。

「それがわたしたちの利益になるって言うのなら、わたし、やるわ。それに」

　ユウキは不ふ敵てきな笑みを浮かべて腕を撫ぶした。

「理由はどうあれ、旅団の団長を切り刻んで殺せるなんて、こんな絶好機を見逃せるわけないじゃない？」

　ナーガは口を開きかけたが、それより早くハリガンが、いや待て！　と言った。

「ユウキの申し出は心強いが、それは吾われの役目だろう。違うか、ナーガ？」

　ナーガは破は顔がん一いつ笑しようした。

「俺おれもおまえに頼もうと思っていたところさ、ハリガン。何しろ相手は八はち八はち旅りよ団だんの指し揮き官かんだからな。ならば、こちらも一族の長おさが相応ふさわしい。つまり、大将の相手は大将がするってことだ。正々堂々を謳うたう以上、それが礼儀ってものだろ。あくまで正々堂々。どこまでも正々堂々。礼を失せず、義に悖もとることなく。そうすることこそ、魔女に対する人の偏見を打破する可能性に繋つながるんだ」

　ハリガンも笑った。

「ならば是非もない」

　少し緊張気味の笑顔だったが、ナーガにはとても心強く感じられた。

「しかし……本当にいいのか、ハリガン？」

「いいとは、何がだ？」

「あいつは強いぞ。しかもあの鎧よろい、先の戦いくさの経験からして、魔法の効きがかなり減げん殺さいされるのは確実。いくらおまえが強くても苦戦は免まぬがれないだろう」

「元より承しよう知ちの上だ」

　ハリガンは傲ごう然ぜんと胸を張った。

「吾らの未来のためなら、吾は命を懸けて戦おう。戦って、必ず勝利を掴つかもう」

（こいつ、いい女だな。そして頼もしい族長だな）

　ナーガはある種の感動を胸に秘め、ハリガンに向かって頷うなずいてみせた。

「任せたぞ」

「任されたわ」

「というわけで、ユウキ、おまえの申し出はありがたいが、ここは一つハリガンの出番ってことで、納得してくれ」

　ユウキは、う、と呻うめいて頭を引いた。

「ハリ姉ねえにしゃしゃり出られたら、諦めるしかないわね」

「しゃしゃり出るって、おまえ……」

　ハリガンは情けなさそうな顔で苦笑する。

「まぁここはハリ姉の顔を立てて譲ゆずるけどさ。でも、わたしの代わりに出ていくんだから負けたら承しよう知ちしないわよ！」

（ユウキの奴やつ、なんであんなに偉そうなんだ）

（姉あね様さまを配下扱い）

（ユウキだから仕方がないです）

（仕方がないのにゃ）

　ケイやクゥ、ノノエル、アルルカンがひそひそと囁ささやき合っていると。

「そこ！　何か言いたいことがあるの!?」

「ないない、全然ない[image: ][image: ]」

　ケイがブルブルと首を横に振り、ノノエルやアルルカンが、うんうんと頷うなずく。

　ハリガンは微苦笑を浮かべたままユウキに応こたえた。

「必ず勝つとも。おまえの顔に泥どろを塗るようなことはしないよ、ユウキ」

「なら、いいんだけどね！」

（だから、どうしてハリ姉ねえに上から目線!?）

　ケイは内心でツッコんだ。

　満足そうに頷いたナーガは、さて、と魔女たちに呼びかけた。

「じゃあ作業に取りかかるか。レラたち別べつ働どう隊たいのおかげで旅団は引き返していったから、時間は稼げた。とはいえ、いつまで奴らがカサンドラ王国で足止めされるかはわからないんだからな。早めに仕掛けを仕込んでおいたほうがいい」

　と言うナーガの言葉に、魔女たちが床しよう几ぎから腰を浮かせた。

「いや、その前に。ライバッハ」

　魔女とナーガの話し合いには遠慮して口を出さなかったライバッハをナーガが呼んだ。

「なんです、ナーガ様」

「作業に取りかかる前に、奴ど隷れい兵へいに話をしておこう。奴らにはやる気になってもらわないとならない。嫌々やるのと進んでやるのとでは作業効率に大きな違いが出るからな」

「そうすね。けど、奴隷がやる気になったりしますかね？　奴らは言われたことを言われた範囲でこなすだけですぜ」

「だから、奴らがその気になる餌えさを見せておくのさ」

「？　？」

「奴隷兵のところへ案内してくれ」

「あ、はい、わかりました」

「ハリガンたちも、少しつき合ってくれないか」

「それはかまわないが」

「んじゃ、行くか」

　ライバッハに先導されたナーガは、魔女たちを引き連れて部屋から出ていった。
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　広場に集められ、杭くいに繋つながれていた奴ど隷れいたちは、とりあえず杭から解放され、その後、広場の一角に集められ整列させられた。

　手て枷かせや足あし枷かせはそのままに十人横おう隊たいで五列に並んだ奴隷たちの前方に小さな台が置かれ、その後ろと左右には多数の魔女が居並んでいる。

　極小極薄の衣い装しようを身に着けただけの、半裸以上全裸未満といった出いで立たちの魔女がずらりと勢せい揃ぞろいした様は圧巻な眺ながめだった。

　衣装というよりただの紐ひもとか布きれと言うほうが相応ふさわしい恰かつ好こうの者も多い。

　それを見て、主人がどこの誰だれかなどに大して興きよう味みのなかった奴隷たちも、さすがに何か変だということに気がついた。

　いや、砦とりでに連れてこられた時点で、半裸以上全裸未満の少女たちがそこかしこに見受けられたのだから、何か変だとは思ったのだが、真実を知るのが恐こわくて、それ以上の追及はできなかったというのが正直なところだった。

　頭に浮かんだ「こんな衣装を身に着けた若い女はもしかしたら魔女なのではないか」という連想に身震いした奴隷たちは、そこで考えるのを止やめたのである。




　奴隷たちの思惑など知らぬふうに、台の横に立ったライバッハが声を張り上げた。

「おまえたちの主人であるナーガ様からお話をいただく。静聴！」

　奴隷たちの顔に緊張が走り、全員が姿勢を正した。

　台上に異い相そうの若い男が立った。

　男である以上、魔女ではないようだが、魔女の衣装にも負けず劣らず、彼の衣装もまた風変わりな物だった。

　男が穿はいているのは、奴隷たちに馴な染じみのないゆったりとした筒つつ袴ばかまで、その筒袴が吹き渡る風に翻ひるがえった。

「俺おれが、ナーガだ」

　男が名乗っただけで、奴隷たちの体に痺しびれるような感覚が走った。

　奴隷たちは戦争で捕ほ虜りよとなった者が大半で、壮そう年ねんの者もいるが、その多くは青年だ。

　だから、まだ人生経験も浅く、それほど多くの貴き人じん、賢けん人じんを見てきたわけではないが、それでも眼前に立つ男の雰ふん囲い気きが並でないことがわかった。

　巨きよ躯くというわけではない。

　特別に豪ごう華かな衣装を着ているわけではない。

　人として年輪を重ねているわけでもなく、むしろ奴隷たちよりも若い。

　それなのに、ナーガと名乗った男が醸かもし出す迫力は尋じん常じようではなかった。

　異様な迫力を発散している男は奴ど隷れいたちに向かって、よく通る声を張り上げた。

「魔女の砦とりでへようこそ」

　そう言って男が口の端はしを吊つり上げると、奴隷の何人かが小さな悲鳴を漏らした。

「そうだ、ここは魔女の支配する砦。いずれ魔女の国となるであろう場所だ」

　奴隷たちは、膝ひざが、体が、小刻みに震えるのを自覚した。

　あの半裸の女どもが魔女なら、自分たちは魔女に食われるのではないか、あるいは何かの儀式に生いけ贄にえとして供されるのではないかと思ったのだ。

　そんな奴隷たちの虞おそれ、不安を見透かしたように、ナーガは呼びかけた。

「だが心配しなくてもいい。別におまえたちを取って食おうとは思っちゃいない。おまえたちを購あがなったのは、そんな目的のためじゃない。では、どんな目的のためか」

　そこで言葉を切ったナーガは、眼前に居並ぶ奴隷たちを台上から鋭い目つきで見渡してから言葉を継いだ。

「俺おれは今、魔女たちと共に新しい国を創ろうとしている。そこは魔女と人とが共に暮らせる国だ。新しい国を創ったあとは、新しい世界を創ろうと思っている。魔女と人とが共に暮らせる世界だ。だが、その国は、その世界は、俺と魔女たちだけでは創れない。どうしたって人の助けがいる。おまえたちには、俺と魔女が、国を、世界を創るという大仕事の一助を担ってほしい。そのために俺はおまえたちを購った」

　ナーガは改めて居並ぶ奴隷たちを悠然と見渡したが、誰だれもが惚ほうけたような表情でこちらを見ているだけだった。

　奴隷たちにはナーガが何を言っているのか、よくわからなかった。

　新しい国も新しい世界も、彼らの理解の外にある。

　その日をどう生きていくか。

　次の日をどう生き抜くか。

　彼らにはそれがすべてだった。

　新しい主人はきちんと食事を与えてくれるだろうか。

　無理難題を押しつけてこないだろうか。

　理不尽な暴力を振るってこないだろうか。

　彼らが考え恐れることは、その水準だった。

　新しい国や新しい世界などという言葉は、教会の神父が言う「天上に坐まします父なる神は、神の子であるおまえたちのことをいつでも見守ってくださっている」という言葉と同じくらいに他ひ人と事ごとだった。

　だが、神父の言葉とは違うこともあった。

　それは、目の前に立つ男が「自分と魔女が創る」と言ったことだ。

　どこにいるのかわからない神に代わって言う神父の言葉は彼らの耳を虚むなしく素通りしていったが、ナーガの言葉は、たとえその意味が理解できなくとも、彼らの耳にしっかりと響き、残った。

　自分の話が奴ど隷れいたちに理解されていないだろうことをナーガは知っていたが、それでもかまわず彼は話を再開させた。

「とはいえ、俺おれたちが新たな国を、世界を創ろうとするのを阻そ止ししようとする旧きゆう弊へいな国や勢力もある。そんな国や勢力とは戦いくさになるだろう。おまえたちは俺たちに買われた奴隷の身分だから、俺たちが戦うときはおまえたちにも戦ってもらうことになる。その際には、働いた分に見合うだけの報ほう酬しゆうを出す」

　報酬という言葉に、奴隷たちがぴくりと反応した。

「戦で手て柄がらを立てれば、奴隷の身分から解放してやろう。俺たちが創る新しい国の市民に取り立ててやる」

（奴隷の身分から解放!?）

　ざわりと奴隷たちがざわめいた。

　彼らの目に希望の光が灯ともった。

　魔女たちを率いるナーガという指導者が保証してくれたのだから、これは嘘うそやまやかしやその場逃れの出任せではないと思われた。

　奴隷たちはすでに彼の物なのだから、働かせるに当たって、そんな嘘を吐つく必要はないはずだった。

「市民となった後は、さらに手柄を立てて出世を狙え。働き次第では城持ち……」

　ナーガはそこで不意に言葉を切り、首を傾かしげる仕草を見せた。

（城持ち……いや、この世界だと城は街ってことだから違うのか。この場合は）

　ナーガは瞬時、言葉を探したが、それはすぐに見つかった。

「将軍に昇ることも不可能ではない！　俺は、俺たちは、身分や出自には拘こだわらない。奴隷だろうと農民だろうと商人だろうと、手柄を立てた奴やつ、有能な奴は、手柄や能力に見合った出世ができることを、今ここで約束しておこう！」

「おおぉ」

　奴隷たちの口から思わず歓声が漏れた。

「手柄を立てて金を貯ため、俺たちがおまえたちを買った金額を払えば、おまえたちは自由民となれる。そうなれば国を離れるのも軍を辞めて商売を始めるのもおまえたちの自由だ。だから」

　ナーガが辺りを睥へい睨げいすると、奴隷たちはたちまち鎮しずまった。

「とりあえずは俺と魔女のために死に物狂いで働け。それがおまえたちのよりよい明日への第一歩となる！」

「おお！」

「やりますとも！」

「必ずお役に立ってみせまさあ！」

　自分たちの将来に希望の光が差したことで、奴ど隷れいたちは勇み立っている。

　そんな彼らを、ナーガは冷静な目で見つめていた。

（こいつらは雑ぞう兵ひようと一緒だ。理想を説いても始まらねえ。理解できねえ。こいつらが理解できることでその気にさせるしかないんだ。まずは腹一杯食わせてやることだな。下へ手たに逃げ出して山野で飢うえるより、ここにいたほうがずっとマシだと思えば、逃げ出そうなんて考えないものさ）

　台から下りたナーガは、ハリガンに近寄っていってそっと耳打ちした。

「大変だろうが、飯の用意だけは頼んだぜ」

「それはまぁ、奴隷が来る前からおぬしに言われていたことだからな。エインの砦とりでの食しよく糧りよう庫には食糧が詰まっていたから、当座はどうとでもなるが、しかし、砦を放ほう棄きするようなことになれば、連中の食くい扶ぶ持ちを確保するのは厳しくなるぞ？」

「ああ、その心配は要らねえよ」

「ん？　そうなのか？」

「砦を放棄するようなことになれば、あいつらはもう用なしだ。黒い森に連れていくわけにもいかないんだろ？　だったら適当に逃がしてやればいいだけの話だ」

「なるほど。現実的な考え方だな」

　ナーガは声を落として、それより、と言った。

「俺おれが不安なのは」

　ハリガンもナーガに顔を近づける。

「なんだ？」

「ユウキの奴やつが暴発して、奴隷たちを殺そうとしないかってことなんだが」

「……そうだな。奴隷には見張りをつけておくとしよう。とち狂ったユウキが連中に悪さをしないように見張る見張りをな」

「それがいい」

　二人はそっと首を巡らせ、奴隷たちのほうを睨にらみつけているユウキをそっと見やった。

　すると。

　二人の視線に気づいたユウキも首を巡らせ。

　三人の視線が交こう錯さくした。

　ユウキが怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめる。

「な、なに？　二人とも、何か言いたいことがあるの？」

「ねえねえ、何もねえ」

「気にするな、ユウキ」

「気にするわよ！　ハリ姉ねえとナーガがこっちを窺うかがってるんだから、気にするに決まってるじゃない！」

「いや、それはな。奴やつらの食事の支し度たくを、おまえは手伝ってくれんのだろうなぁと思っただけでな」

　とハリガンは誤ご魔ま化かした。

「当たり前でしょ！　どうしてわたしが人の男の食事の用意なんか手伝わなくちゃならないの！」

　どうやらユウキは、上う手まいことハリガンの誘導に引っかかってくれたようだ。

「森で採とれた毒どく茸きのこを料理していいなら、いくらでもやるけど？」

「いや、いい。おまえには頼まんよ。むしろ厨ちゆう房ぼうには近づくな」

「頼まれたって近づかないし」

　ユウキが、ふん、とそっぽを向いたので、ナーガとハリガンは顔を見合わせ、やれやれと苦笑する。

「なら、まずは飯にするか。奴らもここまで走ってきて腹が減ってるだろうしな。働けば温かい飯にありつけるってことを最初に教えておけば、反抗する気も逃げ出す気もなくなるだろう」

「わかった」




　ハリガンは魔女たちを集め、食事の支度をするように指示し。

　ライバッハは奴ど隷れいたちを集め、一同を兵舎の食堂へと連れていった。
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　用意したのは、出来合の乾パン、肉と野菜をぶっ込んだだけのスープという程度の簡単な食事だったが、奴隷たちは温かい食べ物に先を争ってかぶりついた。

　レラの率いる別べつ働どう隊たいが砦とりでに帰き還かんしたのは、その直後だった。




　ナーガは手を広げ、喜色を浮かべて七人を出迎えた。

「おお、レラ。無事に任務を果たしてくれたようだな」

「はいなんとかできたと思いま、す」

「じっさい、八はち八はち旅りよ団だんは引き返していったからな。おまえたち別働隊のお手て柄がらだ」

　そう言ってナーガは別働隊の面々に笑いかけた。

「クゥ、イクシーヌ、ドーラ、セレナ、サンプロッテ、ランジュ。みんなご苦労だった。みんなのおかげで、俺おれたちは戦いくさのための仕掛けを仕込む時間的な猶ゆう予よを得ることができたんだ」

　ナーガが一人一人に声をかけて労ねぎらってくれたのに、スレイマーヤ一族の魔女ドーラなど、ずいぶんと驚いていたが、レラたちハインドラ一族の魔女はもう驚かない。

　驚きはしないが、やはり嬉うれしくはなる。

　ハリガンやヴィータと共に魔女を率いる立場に立ったナーガが、一人一人に声をかけてくれるのだから。

　もっともランジュだけは首を捻ひねっていたから、未いまだにナーガのやり方に慣れていないのだろう。

　けれどナーガは、魔女たちを喜ばせようと思って行動しているわけではない。

　この辺りの対応は彼の自然な反応であり、言わば持って生まれた資質だった。

　将しように将しようたる人物は、得てしてその手の天性の魅力を持っているものだが、ナーガもまたその例外ではなかったということだろう。




　五十人もの奴ど隷れい兵へいが一堂に会してがつがつと食事を摂とっているのを見てレラたちは驚いたが、ナーガから説明を受け、状況を理解した。

（奴隷を買ってきて使役するのは予定どおりとはいえ五十人もの奴隷をこれだけ早くまとめ上げてしまったのが驚きで、す）

　奴隷たちの顔が輝いていて、誰だれもがやる気に満ちているように見えるのが、もっと意外だった。

（要するにこれはナーガさんが上う手まいこと言って彼らを乗せてしまったということなのでしょう、ね）

　レラは一心不乱に食事をしている奴隷たちを見てそう思った。

（彼らもわたしたちと同じなのかもしれませ、ん。ナーガさんの言葉に触れナーガさんの構想に驚きナーガさんの指導力に魅せられ、る。どんな魔法を使ったのかと言いたいところで、す）

　レラは、ふっと薄い笑みを浮かべた。

（もしかするとナーガさんこそ世界一の魔女……いえ男ですから魔法使いと言うべきで、すか？　そう世界一の魔法使いかもしれま、せ、ん）

　食堂の一隅に立ったレラがそんなことを考えていると、ナーガから声がかかった。

「任務を果たしてきたばかりのところをすまないが、すぐに働いてもらうぞ。何しろ穴を掘るのは時間との闘いだからな」

「あ、な？」

「ああ、つまりだな」

　ナーガは急いでレラたち別べつ働どう隊たいの面々に己の構想を説明し始めた。




「……というのが、俺おれのやろうとしている策の全ぜん貌ぼうだ」

　と言って、ナーガは説明を締めくくった。

　話を聞き終えた七人は、呆ぼう然ぜんとするか驚きよう愕がくするかのどちらかだった。

　あまり表情を変えないレラまでもが目を見開いてナーガを見ていたから、かなり驚いたのだろう。

「俺の考えだと、とりあえずレラには本陣にいてもらって、敵先せん鋒ぽうの偵てい察さつをしてもらいたいんだ。ほら、おまえ、遠とお眼鏡めがねとかいう魔ま具ぐを持っていただろ」

「あ、ええ」

「もしかすると、セレナはほかの場所に配置する必要があるかもしれないしな」

「わたしはかまいません、が」

「ただ、最悪の場合は後続部隊の足止め班に回ってもらうかもしれない。最悪ってのは、後続部隊が予定よりも早く現場に到着してしまいそうな場合……ってことだが」

「それもかまいませ、ん。わたしの場合ある程度離れていても呪じゆ符ふで攻撃できます、し」

「ああ、それを期待している。で、イクシーヌやランジュには先鋒部隊を攻撃する役目を頼みたいわけだけど、どうだ？」

　と重ねて訊きかれ、レラは少し考えた。

「そうです……ね。たしかにわたしは先鋒を攻撃するよりも本陣に控えていていざというとき後続の足止めに向かったほうがいいでしょ、う。イクシーやランジュはたしかに先鋒部隊の攻撃に向いていま、す。その配置で問題ないのではないです、か」

　さすがにナーガはよく考えているし、魔女の特長を、魔法の特質をよく把は握あくしていると感心するレラだった。

　イクシーヌやランジュも自分の名前が出たので我に返った。

「あ[image: ][image: ]、いいよ、やるよ。ヴィータさんのアレがちょっと大変そうだけど」

　とイクシーヌが応こたえると、そうだな、とランジュが薄く笑った。

「ま、なんとかなるだろう」

「その前に穴を掘らなきゃならないんだけどな」

　真面目まじめな表情でナーガがそう言うと、レラは別働隊の面々を見やってから応えた。

「穴を掘るのが得意そうな魔女はわたしも含めてそれほどいません、が」

「実際に掘るのは連中と」

　と言って、ナーガは奴ど隷れいたちに向かって顎あごをしゃくってみせた。

「あとはハリガンが使役する木で偶く人形だな。それとアイス」

「アイスなら奴隷兵の十人二十人分くらい掘るで、しょう」

「それ以外の魔女は手伝えるところを手伝ってくれればいい。例えばクゥは革かわ帯おびを使って畚もつこで土を運ぶとか、な」

　クゥは体に巻いた革帯の先端をくねくねと動かしながら応こたえた。

「やる」

「とはいえ、休きゆう憩けいもさせないままおまえたちを働かせるのも心苦しい。とりあえず連中の食事が終わって現場に出向く準備が調ととのうまでは休んでいてくれ」

　とナーガに言われ、レラたちは別室へ引き揚げ、しばしの休息を取ることにした。
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　食堂にハリガンとアイスが顔を出した。

「では、ナーガ、吾われとアイスは準備を始めることにする」

「よろしく頼むわ」

　ハリガンは小さな木で偶く人形の残りを穴掘りに投入するつもりだった。

　戦いくさのときのように百体近い木偶人形を同時に動かす必要はないし、ハリガン自らが目の前で監かん督とくできるので、少し複雑な動作もさせられる。

　とはいえ、穴を掘らせるのは初めての経験なので、習熟のための時間が必要だった。

「今日一日あれば、木偶に穴を掘らせる動作にも習熟できるだろう。明日の朝一から木偶人形隊を投入する」

　とハリガンが言うと、アイスも、

「わたしも穴掘り用の道具を用意しておきます。姉あね様さまの木偶人形には負けませんよ」

　と力強く宣言した。

「まぁ、用意といっても砦とりでにあった鋤すきや鍬くわを使うだけですけど、今までそれで穴を掘ったことはないので、とりあえず道具に慣れておかないとなりません。でも、わたしのほうは一日も必要ないと思います。今日の夕刻には現場に立てると思いますよ？」

　ナーガは、頼んだぞ、と手を挙げる。

「それまでには地下坑道への出入り口を掘り進めておこう。掘り口の周辺は、ノノエルが水の槍やりを撃ち込んで土を軟らかくするのがいいだろうな。あいつの水の槍なら、地中深くでも軟らかくできる。横穴を掘り進むときも役立つだろう」

「なるほどという発想だな、それは。予あらかじめ土を軟らかくできたら、吾の木偶人形に特別な工具を持たせずとも簡単に掘り進められそうだ」

（魔法をそんなふうに応用するなど、魔女である吾ら自身ですら思いつきもしなかった。本当にこやつの発想は面白い）

　ハリガンはナーガの臨りん機き応おう変へんの発想力に改めて感心しつつ、挨拶を送った。

「では、吾われは木で偶くの用意をしに行く。あとはよろしくな」

　アイスも、いつものにこやかな笑みを浮かべてナーガに頭を下げる。

「お願いしますね」

「ああ、任せておけ」

　アイスを引き連れて食堂から出ていくハリガンを見送ったナーガは、さぁて、と大きく伸びをした。

「食堂はほかの奴やつらに任せて、休きゆう憩けい中の別べつ働どう隊たいの様子でも見に行くか」

「あ、あたしも行く行く」

　ケイが駆け寄ってきた。
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　ナーガが別室を覗のぞくと、まさに休憩中といった感じで、レラ以下、クゥ、イクシーヌ、セレナ、サンプロッテ、ランジュ、ドーラの七人が板敷きの床に敷いた厚手の敷物の上でごろごろしていた。

「だらけてるなぁ」

　と一緒に来たケイが揶や揄ゆする。












「疲れているのだから少しくらいだらけてもいいでしょ、う」

　顔だけを入り口のほうへ向けたレラが気け怠だるそうに言い返してきて、それにクゥやイクシーヌが続く。

「そう、疲れている」

「だよね～。少しと言わず、たくさんだらけさせてほしいよね～。できれば、明日くらいまで」

「すまないが、そうも言ってられないんでな。一休みしたら、もう一働きしてもらうぞ」

　真面目まじめな顔でナーガがそう言うと、イクシーヌがむくりと起き上がり、わかってるって、と手を振ってみせる。

「言ってみただけ。この危き急きゆう存そん亡ぼうの秋ときにいつまでも休んでられますかって」

「しかしな、ナーガ殿」

　イクシーヌに続けてランジュも上体を起こし、敷物の上に胡座あぐらを掻かいてナーガに向き直った。

「地中に穴を掘るというが、我々にはそんな力はない。むしろ作業の邪じや魔まにならないか？　足手まといにならないか？」

「ほかの奴やつらにも言ったけどな、全員で穴を掘る必要はないんだ。実際に穴を掘るのは、奴ど隷れい兵へいとハリガンが操る木で偶く人形とアイスと、まぁその辺が中心だな。それ以外の者は、各人ができることで作業の進しん捗ちよくを助けてくれればいい」

「そうか。とはいえ、自分にできることをと言われても、何ができるのかよくわからないのだが。魔法で硬こう化かしたケイの体を大おお槌つちの代わりにして地中の岩を殴りつけるくらいならできるかもしれないが」

　ははは、とナーガが声を上げて笑い。

　一方、ケイ本人は。

「ランジュが容よう赦しやないっ！」

　眉まゆを吊つりあげてランジュを指さした。

　笑いながらケイを押さえたナーガは、

「まぁ、あれだ、できることがわからなければ、掘って出た土を運ぶのを手伝ってくれればいいさ。それならできるだろう？」

　とランジュに言った。

「そうか。わかった。頑張って運ぼう」

「でもさぁ」

　とケイが口を挟んできた。

　まだ少し不服そうな顔だ。

「あたし、たしかに体は硬くできるけど力は並だよ？　岩を砕くくらいはできても、他人より早く穴が掘れるってわけでもないよ？」

　ナーガは笑いを収めると、そうだな、と言って腕組みをする。

「おまえはライバッハと一緒に、奴ど隷れいたちを指示監かん督とくする役に回ってもらったほうがいいかもしれないな」

「え？　それでいいの？」

「ああ。おまえは人見知りしないからな。人間の男と気軽に話せるのはおまえがいちばんだろ。だからおまえが声をかけて奴隷たちのやる気を引き出してくれ」

　腕組みしたケイが低く唸うなった。

「う[image: ][image: ]ん、気軽に言ってくれちゃうなぁ」

「大丈夫だ。おまえにならできる。俺おれの判断を信じろ」

　とナーガに言われ、考え込んでいたケイは顔を上げ、にかっと笑った。

「そっか。ナーガさんがそう言うなら大丈夫だね。ナーガさんの人を見る目は間違いないもんね」

「まぁ……そうだな。奴隷たちの働き具合には、つねに目を配っていてくれよ」

「やってみるけどさ」

「監督といってもそれほど難しいことはないだろうから、そこは心配しなくてもいい」

「そうなの？」

「奴隷たちはやる気になっているからな。嫌がる連中に鞭むちを振るって無理やり働かせる、なんて真ま似ねをしなくても済むさ」

「なら、いいんだけどさ」

「だから、連中の働きぶりに不安は持っていないんだが……あるとすれば」

「すれば？」

「おまえたちの恰かつ好こうだな」

「ん？　これが何か問題？」

　ケイだけでなく、クゥやイクシーヌたちも自分の体を見下ろした。

「おまえたちはずっとそれで通してきたから何も思わないだろうがな、人の男にしたら、刺激が強すぎるんだよ、その格かつ好こう」

「あ……あ[image: ][image: ]、そうなのか、な」

　ケイだけでなく、居合わせた魔女の全員が首を捻ひねっている。

「このあいだ、旅芸人一座の真似をしたときのことを思い出してみろ。いつもとそれほど変わらない衣い装しようで練り歩いただけで、鼻の下を長くした男たちが大勢集まってきただろ」

　ケイやクゥ、ドーラといった旅芸人一座参加組には思い当たることがあるらしく、なるほど、と頷うなずいている。

「たしかに座長はかなり鼻の下を長くしてい、た」

「おいレラ、相変わらずキツいな！」

「キツいというか事実じじ、つ」

「それがキツいと……」

　情けない顔で首を振っていたナーガだが、やがて気を取り直していった。

「つまりだ、旅芸人の踊り子が踊りを見せるときの際どい衣い装しようと、おまえたちの普段着は、恐ろしいことにほとんど変わらないんだよ」

「恐ろしいのかなぁ」

　とケイは不服そうに頬ほおを膨らませ。

「むしろ男の人としては喜ぶべきところなんじゃないの？」

　ナーガはわざとらしく咳せき払ばらいをする。

「あぁ、いや、まぁ、おまえたちの着てるのが喜ばしい衣装なのは間違いないな」

「すけべだ。すけべな男の人がここにいる！」

　とケイがツッコんだが。

「男は全員すけべなんだから、いいんだよ！」

「開き直った！」

「だからな。男は皆すけべだから心配な面もあるってことだ」

「えっと……奴ど隷れいたちが襲いかかってくるってこと？　でも、そんなの、あたしたちなら簡単に撃退できるけど？」

「いや、それは心配してない。もし連中がよからぬことを考えても、おまえたちなら簡単に返り討ちにできるのはわかってる」

「じゃあ何が問題？」

　とクゥが訊きいてきた。

「おまえたちの恰かつ好こうに見とれた奴隷たちの作業効率が落ちることが不安だな。とくにクゥ、おまえが心配だ」

「わたし？」

　クゥがきょとんとした顔で自分を指さした。

「わたし他の魔女より肌色面積少ない」

　そう言って、今度はケイやイクシーヌ、ドーラを指さした。

「ケイやイクシーのほうが扇せん情じよう的てき」

　すかさずケイがツッコんだ。

「扇情的とか言うな！」

「好こう色しよく的てき？」

　とクゥが首を傾かしげると、ケイに負けじとイクシーヌがツッコんだ。

「もっと悪い！」

　そうじゃなくて、とあいだに入るようにナーガが身を乗り出した。

「今の肌面積が問題じゃない。クゥ、おまえ、土を入れた畚もつこを運ぶとき革かわ帯おびを使うだろ」

「……あ」

「そうなんだよ。畚を五個も六個も運ぶとなると、おまえの革帯はほとんど解ほどけることになる。そうなりゃ肌色面積は他の魔女を圧倒する勢いじゃないか。半裸というより、ほぼ全裸だろうが」

「ナーガさん的には、そこがクゥの魅力なの？」

「いやまぁ、俺おれ的にはな」

「うわぁ」

　ジト目になったケイとイクシーヌ、レラが大きく頭を引いた。

　ドーラやランジュも、なんだか蔑さげすみの視線を向けている。

「あ、え、あの、え？」

　顔を赤らめたクゥがきょどっている。

「魅力的？」

「かなり魅力的だな」

「わかった。これからは全部解く」

　慌ててケイが手を振った。

「ちょぉお、駄目だよ、クゥ。甘かん言げんに乗せられて自分を見失ったら駄目だよ！」

「そうだね。クゥばかり狡ずるいよね。じつはわたしも衣い装しようを脱がないと必殺魔法が使えないんだ。次からはぜんぶ脱ぐよ」

「イクシーまでナーガさんの毒どく牙がにかかってるっ!?」

　ケイが大きく仰のけ反ぞった。

「まぁ落ち着け二人とも。そんなに脱ぎたければ、あとで俺の部屋へ来い。いくらでも脱いでいいぞ」

「そして好色魔神がここにっっ！」

「というのは半分冗談だがな」

「半分だけなのっっ!?」

　ツッコむケイに向かって、クゥとイクシーヌは非難がましい視線を向ける。

「ケイ邪じや魔ま」

「脱がないなら帰れ」

「駄目だ、この二人！　でもいちばん駄目なのはナーガさんだって気がする」

　非難がましいケイの視線を受け流し、ナーガはさらりと言った。

「まぁ俺でも目を奪われるんだから、奴ど隷れいたちがクゥの恰かつ好こうに目を奪われるのも当然って話だ。そうなると、作業に身が入らず、進しん捗ちよくが遅れてしまう。だからケイには、その辺をきっちりと監かん督とくしてくれって言いたいんだよ」

　ケイはナーガに疑いの眼まな差ざしを注いできた。

「なんか上う手まいこと話を逸そらせてまとめようとしていない？」

「いやいや、逸らせるどころか、元々それが本題だったはずだが」

「う～ん、そうかなぁ。でも、うん、わかったよ」

　ケイが、うんうんと大きく頷うなずいた。

「要するに奴ど隷れいのみんなが真面目まじめに仕事する気にさせればいいんだよね。だったら、ほぼ全裸になったクゥに目を奪われた奴隷兵の股間を、あたしが硬くした拳こぶしで殴ればいいんだよね？」

「いやいやいや、それは駄目だ！　絶対に駄目だ！」

　慌ててナーガが手を振った。

「硬こう化かさせたおまえの拳で殴ったら、大事な物が潰れちゃうだろ。もう兵士としての役に立たなくなるわ。宦かん官がんにでもする気か！」

「かんがん……って何？」

　ケイもクゥもほかの魔女たちも、聞き慣れない単語に首を捻ひねった。

「あ……いや、その話はまたにしよう」

　さすがのナーガも、若い魔女に宦官の作り方を説明する気にはなれなかった。

（っていうか、それは覚えてるんだな、俺おれ。もっと大事なことを覚えていようぜ、俺）

　と自分にツッコミつつ、ナーガは懐ふところに入れてあるレラの呪じゆ符ふを服の上から撫なでた。

　もう魔女たちとのやりとりにもだいぶ慣れたので、わざわざ肌に貼らずとも、こうして懐に呑のんでいるだけで意思疎通はできるようになっている。

「俺たちがいつまでもここにいると、レラたちが休めないな。そろそろ戻るか」

　といいつつ腰を浮かせたナーガをレラが押し止とどめ、迫った。

「かんがん、について知りた、い」

　ナーガに向けられた彼女の瞳は知識欲に輝いていた。

「い、いや、それについて説明するのは、いろいろと面倒なんで、もう少し時間に余裕があるときにしよう」

「むう」

　レラは不服そうに頬ほおを膨らませる。

「ならば約束。この戦いくさが一段落したら、かんがん、について教え、る」

「わかった、わかった」

　ナーガは苦笑を浮かべて手を振った。

（こいつの知識欲も、時と場合によっては厄やつ介かいだな。だが、知らないことを知ろうとする姿勢は嫌いじゃない）

「戦いくさが一段落したらというより、俺おれたちが戦に勝ったら、だな。そうしたら教えてやる」

　レラが、こくりと頷うなずいた。

　そのときだった。

　唐突にランジュが低く落ち着いた声で訊きいてきた。

「吾われらは勝てるのか？」

　全員の顔に緊張が走る。

「絶対にとは言わない。不確定要素は幾つもあるからな。だが、勝てる確率はかなり高いと思っている」

　昂たかぶることもなく冷静な口調でナーガがそう応こたえると、多くの魔女の顔に安あん堵どの色が浮かんだ。

「では、我々も勝利のために頑張るとするか」

　ランジュがそう言って締めると、ほかの魔女が、おお！　と続いた。

「現場に向かう準備が調ととのったら呼びに来る。それまでは体を休めていてくれ」

「配はい慮りよ、かたじけない」

　とランジュが頭を下げた。

「じゃ、食堂のほうへ戻るか、ケイ」

「はぁい」
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　ナーガと五十名の奴ど隷れい兵へいと、そして多くの魔女たちが、エインの砦とりでの前に広がる荒れ地に勢せい揃ぞろいした。

　奴隷兵は腰縄で繋つながれてはいるが、すでに手て枷かせや足あし枷かせは外されていた。

　魔女たちは思い思いの恰かつ好こうで──奴隷たちの目を奪わないように少し抑えめにしてくれというナーガの要よう請せいで、腰布を巻いたり羽織り布マンテラを羽織ったりしている者が多い──手に鋤すきや鍬くわを持ったり、畚もつこと天てん秤びん棒ぼうを持ったりしている。

　奴隷兵は鋤や鍬、畚などを満載した荷に車ぐるまを引いている。

　その向こうには二十体ばかりの木で偶く人形が整列していた。

　全高が人の腰より少し高いくらいのそれらをハリガンが魔法で動かすのだと聞かされたとき、奴隷兵はみな一様に驚いたような怯おびえたような感心したような、複雑な感情を面おもてに出したものだ。

（連中が魔法の凄すごさに驚くのは悪いことじゃない。むしろ、そんな凄い魔法を使える魔女が自分たちに危害を加えない、どころか、自分たちの主人だというのが重要だな）

　ナーガは居並んだ奴隷兵と魔女たちを見比べながら、そんなことを思った。

　ナーガは、仕掛けを仕込むのは、先日、八はち八はち旅りよ団だんと戦った地点と砦とりでとの中間点から少し砦のほうへ寄った場所と決めていた。

　八八旅団の動向が気になったナーガは、敗戦後も継続的にユウキを飛ばせて、上空からの偵てい察さつを欠かしていない。

　上空から見通せない森林にはセレナを遣やって偵察させた。

　その結果。

　八八旅団は完全に撤てつ収しゆうしてカサンドラ王国の王都付近まで後退していたし、他の部隊も近くには見当たらないということが確かめられた。

　少数の物見部隊すら見当たらないのだ。

　これは、カサンドラ王国と討とう伐ばつ軍ぐんがのっぴきならない状態に陥おちいった影響だろう。

　最悪の場合、カサンドラ王国軍と全面衝しよう突とつするかもしれないと思えば、エインの砦付近を物見しているときではないと討伐軍首脳が考えるのも無理はない。

　おかげでナーガたちは、仕掛けを施す場所を自由に決められるのがありがたかった。

（時間的な余裕ができたのも、仕掛けを仕込む場所をこちらが決められるのも、レラたちの別べつ働どう隊たいが上う手まく任務を果たしてくれたから……だな）

　それだけではない。

　ライバッハは、質量共に想定以上の奴ど隷れいを購入してきてくれた。

　彼らの意欲は思った以上に高い。

　もっとも、それはナーガ自身が上手いこと彼らを乗せたからという面が大きかったが、現状、再度の迎げい撃げき戦を試みるための前段階としては理想的な条件が整っている。

　ナーガは大きな手て応ごたえを感じていた。




「ようし、出陣だ！」

　馬上のナーガが刀を抜き放った。

　彼の傍かたわらに控えていたライバッハが、馬上から大だい音おん声じようで叫ぶ。

「出陣だ、出陣──っっっ！」

「お──っ！」

　甲高い声で応えた魔女たちが高々と右手を挙げ。

「おおぉ──っ！」

　奴隷兵も野太い声で喊かん声せいを上げた。

「はぁっ」

　ナーガが踵かかとで軽く馬の横っ腹を蹴けると、軽やかに馬が駆け出した。

「ナーガ様に遅れるなっ！」

　ライバッハの乗った馬も駆け出し。

　イクシーヌやサンプロッテという、乗馬が得意な魔女が続き。

　そのほかの馬に跨またがった魔女たちも、鐙あぶみに乗せた足に力を入れ、手た綱づなを扱しごいた。

　そのあとに、荷物を満載した荷に車ぐるまを引いてアイスが続く。

「よし、我らも出るぞ！」

　奴ど隷れい兵へいの先頭でハリガンが大きく右手を挙げた。

「進め！」

　二十体あまりの木で偶く人形が一斉に進み始めた。

「おおぉ？」

「凄すげえぇ」

　命を持たない木偶人形が整然と行進を始めたのを目まの当あたりにして、奴隷たちは驚いたり感心したり、あるいは恐こわがったりする。

「遅れるなよ！　木偶人形に置いていかれるような役立たずは吾われらに必要ないぞ？」

　と言うハリガンの檄げきに応こたえ、奴隷兵たちは必死の形ぎよう相そうで右手を突き上げた。

「よぉし、前進！」

　ハリガンのかけ声に、奴隷兵たちは一斉に走り始めた。

　奴隷兵の一団の前後左右を囲むように、見張り役を任されたケイ、ランジュ、ノノエル、ドーラの四人も走り始めた。
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　こちらは仕掛けを仕込む現場だ。

　すでにそこにはヴィータの姿があった。

　馬に乗りたがらないヴィータを、エリュシオーネが魔法で運んできたのだ。

　いったんヴィータをその場に置いたエリュシオーネは、再び魔法で砦とりでまで戻った。

　セレナを運んでくるためだ。

　主力が到着するまで敵部隊が接近してこないかを見張るため、ナーガはセレナを先乗りの一員として送ることにしてあった。

　エリュシオーネの空間転移の魔法は生物しか運べない。

　物は運べないのだ。

　そのため、移動するときは裸になるしかない。

　裸で飛んできたヴィータは、いま予あらかじめ用意してあった服を着込んでいるところだった。

「面倒じゃのう。いつもはエリューに手伝わせるから楽なのじゃが、自分で着るのは面倒でならんわ。もういっそこのままでもいいのではないかと思ってしまうが、今回はそうもいかんしのう」

　何しろ五十人もの奴ど隷れい兵へいがいる。

（ナーガからも、連中を刺激するような恰かつ好こうはできれば避けてくれと頼まれておるしの。しかし……）

　もそもそと極薄極小の衣い装しようを着込みながら、ヴィータは改めて感慨に耽ふける。

（吾われら魔女が人の男と共に働くことになるとはのう。少し前までは想像もできなかったわ。それも、あのナーガという不ふ可か思し議ぎな男に巡り会ったおかげじゃな）

　今から思えば、最初にナーガと遭そう遇ぐうしたハリガンが、その場の乗りで彼を殺さなかったことを誉ほめたくなるヴィータだった。

（ナーガが現れたのがハリガンのところで幸運じゃったな。他の魔女のところだったら、問答無用で殺されておったかもしれんわ、しかし）

　衣装を着終わったヴィータは、その上からもう一枚、マンテラを羽織った。

　ナーガの要よう請せいに配はい慮りよしたというわけだ。

　そしてヴィータは背後を振り返る。

　ここからは見えないが、そちらは黒い森のある方角だ。

（他の魔女どもがどう出るか。そろそろなんらかの反応を見せる一族が出てきてもおかしくはないのじゃがな）

　などとヴィータが物思いに耽っていると、地面に置かれたマンテラからエリュシオーネの頭頂部が出現した。

　頭はゆっくりと持ち上がっていき、すぐに顔全体が現れた。

　顔の位置は少しずつ高まり、やがてヴィータの頭を越え、その動きを止めた。

「母かか様さま、セレナを連れてきました」

「では、すぐに偵てい察さつ任務に取りかかってもらうか。よいかの、セレナ」

　エリュシオーネがマンテラを捲まくると、中から全裸のセレナが現れた。

「いえ、あの、ヴィータさん、まずは服を着たいのですけど」

　全裸のセレナにチラッと視線を走らせたヴィータは、ふふん、と鼻で笑った。

「そんな凹おう凸とつのない体でも服で覆おおいたいのかや？」

　エリュシオーネが驚いた顔をヴィータに向けた。

「それを母様が訊きくのですか!?」

　すると。

　ヴィータの小さな体がふわりと宙に舞い、エリュシオーネめがけて飛んで。

　そしてヴィータの踵かかとがエリュシオーネの顔面にめり込んだ。

「ぶぎゃるっっ」

　エリュシオーネはおかしな悲鳴を上げて後方へ吹っ飛び、地面の上をごろごろと転がっていった。

　マンテラが捲めくれ、あられもない姿が丸見えだ。

「何か言ったかや、エリュー？」

　鼻はな面づらを押さえて立ち上がったエリュシオーネが情けない顔でヴィータを指さす。

「蹴けってから訊きかないでくださいよっ！」

「はぁ？　なら、貴様を地面に這はいつくばらせてから訊いてもよいのじゃがな？」

　エリュシオーネはぶるぶると激しく首を横に振ると同時に、顔の前に挙げて広げた右の掌てのひらをふるふると振った。

　そんな二人のやり取りに構わず、自分の衣い装しようを手にしたセレナは、手早くそれを着込んでいく。

「着終わりました」

　という声で、睨にらみ合っていたヴィータとエリュシオーネが顔を振り向けると、すでにセレナは服を着て自分用のマンテラを羽織っていた。

「早いの」

「母かか様さまが遅いだけです」

「なんじゃと!?」

　またもやヴィータにぎろりと睨まれ、エリュシオーネは慌てて口を噤つぐむ。

「まぁ、よい。その素早さを仕事にも活かせ」

「はい」

　と返事をしたセレナは、その場で晴れ間の広がる空を見上げた。

　太陽は西の空を赤く染めながらゆっくりと沈みつつある。

　その太陽の光を受けたようにセレナの瞳が赤く光った。

　彼女はそのままの姿勢でゆっくりと体を回し始め、やがて三百六十度回って元の方角を向いて止まった。

「少なくとも付近に敵兵の姿は見当たりません」

「さようか。ならば、当面は問題ないの。あとはこの先を偵てい察さつするために飛んだユウキの奴やつの戻りを待つとするか」

「ん？　噂うわさをすればなんとやらですね、母様。ユウキの飛ひ空くう挺ていです」

　そう言ってエリュシオーネが北の空を指さした。

　なるほど、ところどころに雲が浮かぶ夕暮れの空に小さな黒い点が見える。

　黒点はみるみる大きくなり、点から線へと形を変えた。

　黒い線はすぐに流りゆう線せん型けいとなり、ぐんぐんと高度を下げてくる。

　地面すれすれまで下りてきた飛空挺からユウキが飛び降りた。

　彼女は飛空挺を両手で抱えてヴィータの下もとへと走り寄ってくる。

　ユウキはいつもと同じ極小極薄の衣装を着ているだけだが、魔法で飛空挺を飛ばす以上、よけいな物を身に着けては魔法効率が下がるので、これは致し方のないことだ。

　天てん眼げんでの偵てい察さつを終えたセレナも寄ってきた。

「お待たせ、ヴィータさん。エリュシーさんもセレナも、お疲れ」

「どうじゃった？　何か変わったことはあったか、ユウキ？」

「何もなしね。カサンドラ王国の王都のほうまで飛んでみたけど、討とう伐ばつ軍ぐんは一カ所に集まっていたわ。戦いくさ支じ度たくっぽい動きも見えたけど、集結した部隊は南を向いていなかったから、あれはこちらに攻め寄せてくる気はないわね」

「さようか。ということは、ナーガの読みどおり、討伐軍とカサンドラ王国軍が一いつ触しよく即そく発はつになっておるのじゃろうな」

「ここで仕掛けを仕込むのに支し障しようはなさそうですね」

　そうエリュシオーネが言うと、ヴィータは、そうよの、と頷うなずいた。

「ならば目印を打ち込んでおくとするか。セレナ、もう一度、天眼を頼む」

「はい、ヴィータさん」

　ヴィータは街かい道どうを歩いていって、ある地点で足を止めた。

「この辺かの？」

「はい、そこが適当だと思います」

「ふむ、となると」

　ヴィータは街道を外れて少し横に移動する。

　やがて足を止め、ヴィータが振り返った。

「どうじゃ？　吾われの潜ひそむ場所はこの辺か」

「はい。そこで問題ないと思います」

「ならば、エリュー、目印を打ち込んでいけ」

「はい、母かか様さま」

　小さな木の楔くさびを両手に抱え、エリュシオーネが街道を歩いていく。

「最初のは、この辺かな？」

　振り返って訊きくエリュシオーネに、セレナが手を振った。

「もう少し先までお願いします」

　セレナの方を向いたまま、エリュシオーネが後あと退ずさった。

「はい、その辺でいいです」

　というセレナの声に足を止めたエリュシオーネは、手にした楔の中から一つ取り出して地面に押し込んだ。

　その後、横に移動して、楔をもう一つ。

　それから街道を挟んで反対側まで移動して、さらに一つ楔を押し込んだ。

　天眼を使って上空から見下ろしているセレナが手を挙げた。

「はい、それで大丈夫だと思います」

「じゃあ、わたし、上から確認しておくわ」

　と言ってユウキは飛ひ空くう挺ていを宙に浮かべた。

「じゃ、次へ行くか」

　エリュシオーネはさらに街かい道どうを先に進み、同じことを繰り返す。

　街道を取り囲む長方形を描くように何カ所かに楔くさびを押し込んでから、エリュシオーネは戻ってきた。

　次に彼女は、ヴィータが立っている地点より砦とりで側に、それまでと同様、何カ所かに楔を押し込んでいく。

　その都度、上空から天てん眼げんで見下ろしているセレナが楔を押し込む場所を助言した。

（なるほどのう。穴を掘るのが不ふ得え手てな者も、自分のできることで仕掛けを手伝えるのだとナーガは言っておったが、まさにそうじゃの。非力で小ちっこい吾われやセレナも、こうして仕掛けの一いち翼よくを担って働いておるのじゃからな。あやつは、ほんに人使いが上う手まいわ）




　そうしてヴィータ、エリュシオーネ、ユウキ、セレナが準備を続けていると、やがて南の方角から、ナーガやライバッハ、イクシーヌが騎乗する馬が土煙を立てて現れた。

（到着したか。ここからが仕込みの本番じゃの。だが……果たして本当に、これで上手くいくのか）

　ヴィータは街道とその左右に広がる荒涼とした風景を見渡した。

（いや、上手くいく。ナーガの迎げい撃げき策が八はち八はち旅りよ団だんを討ち破り、吾らを勝利に導いてくれる……はずじゃ）
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　それから八八旅団が戻ってくるまで、ナーガと魔女、ライバッハと奴ど隷れい兵へいたちは必死に働いた。

　街道脇に掘り下げた縦穴に奴隷兵やアイス、木で偶く人形を入れ、そこから横穴を掘り進めていく。

　掘って出た土は縦穴から外に出し、離れた場所まで運んで目立たないように捨てた。

　土を別の場所へ運ぶのは馬に引かせた荷に車ぐるまの役目だが、地中から地面の上に土を出し、荷車に載せるのは魔女と奴隷兵の役目だ。

　その際、畚もつこを一度に六つも七つも運べるクゥが大活躍したのは言うまでもない。

　クゥが畚を運ぶときは大いに肌色面積が増えてしまうわけだが、穴を掘る現場ではないから、ナーガはそれには目を瞑つぶることにした。

　もっとも土運びを担当する奴ど隷れい兵へいは、目を瞑つぶるどころか、大きく見開いていたのだが、それにも目を瞑ることにした。

　ケイはライバッハと共に地中で穴を掘る奴隷兵を叱しつ咤た激げき励れいしつつ、自ら鍬くわを振るった。

　地中に岩が見つかった場合は、拳こぶしを硬くしてそれを殴り、砕いたりもした。

　雨が降ると土運びに難儀する虞おそれがあったが、幸い乾季ということもあり、雨が降ったのは一日だけで、それも小雨程度だったから問題はなかった。

　魔女たちは、自分たちの分はもちろん、奴隷兵の食事の用意もしなくてはならない。

　大鍋で肉や野菜を煮込むだけの簡単な食事だとはいえ、六十人、七十人もの食事を作るのは、それだけで大仕事だった。

　ナーガ自身も鋤すきや鍬を振るい、あるいは荷馬車を引かせた馬を操った。

　こうして誰だれもが一人二役、三役とこなしながら、全員でナーガの考えた仕掛けを着々と整えていったのである。
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　作業を始めてから十日あまりが経たった頃、飛ひ空くう挺ていで物見に出ていたユウキが新しい情報を持ち帰った。




「そう、八はち八はち旅りよ団だんが討とう伐ばつ軍ぐんの本営を離れたの。もしかすると、こちらに向かう準備を始めようとしてるのかも……」

　というユウキの言葉を聞き、集まった魔女たちの顔に緊張が走る。

　しかし、ナーガは。

　ナーガだけは薄く笑った。

「そうか。なら、いよいよ決戦だな」

　薄い笑いを顔に張りつけたまま、ナーガは周りの魔女たちに語りかける。

「この戦いくさで決まる。俺おれたち魔女軍が生き残れるかどうか。生き残って新しい国を創れるかどうか。今度の戦はその分ぶん水すい嶺れいだ。もし負けても黒い森に逃げ込むことはできるだろう。けれどそれでは、生き延びたところで先はない。新たな未来は生まれない。おまえたちが未来を切り拓ひらくためには、必ずここで勝利しなくちゃならないんだ」

　そこで言葉を切ったナーガは、強固な意思を瞳に宿し、自分を取り囲んでいる魔女たちを見回した。

「だから俺たちには、勝利という選択肢しかねえ。そのことを忘れるな！」

「おお！」

　ナーガの力強い言葉に、魔女たちは奮い立った。

「やってやるわ。必ず勝利し、吾わが娘むすめたちの未来を確保してやる」

　ハインドラ一族を率いるハリガン・ハリウェイ・ハインドラは毅き然ぜんと顔を上げ、北方を見やった。

　低い丘きゆう陵りようを縫ぬうように街かい道どうが南北に走っている。

　おそらくあと数日もすれば、そこに八はち八はち旅りよ団だんが現れるだろう。

　自分たちと旅団との決戦が始まる。

　ナーガの策が嵌はまれば、最後には自分と旅団長の一いつ騎き打うちとなる。

　吾われのことはさておき、出で来き得うれば、とハリガンは祈った。

　神の存在など信じない魔女の長おさではあるが、このときだけは彼女も何かに祈らないではいられなかった。

（吾が娘たちから一人の犠牲者も出さず勝利できますように）

　と。
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　八はち八はち旅りよ団だんの旅団長ジュエルジュードは、ようやく愁しゆう眉びを開くことができた。

　揉もめに揉めたカサンドラ王国と魔女討とう伐ばつ軍ぐんの交渉が、やっと、ようやく、どうにかこうにか、曲がりなりにも、決着を見そうになったからだ。

（まったく、世俗の権力者どもは自分の利益のことしか考えていないから困る。いま何が重要かの優先順位付けができなくて困る）

　ジュエルジュードにとっての優先順位の第一位は、言うまでもなくエインの砦とりでに居座る魔女の駆く逐ちくだ。

　神の戦士であるジュエルジュードにとって、責任がどちらにあるかも賠償金額が幾らになるかも、どうでもいいことだった。

　ましてやそのことで彼らの面子めんつがどうなろうと世間の評判がどうなろうと、知ったことではなかった。

　だが、カサンドラ王国の国王も討伐軍の首脳も、その手のモノにしか興きよう味みがないとでも言わんばかりに互いの意見を主張し合い、結果、交渉は長引き、あいだに立つ彼の眉み間けんの皺しわは増えるばかりだった。

（いっそ、こんな交渉からは手を引いて、すぐさま旅団を率いてエインの砦へ向かうか）

　と何度思ったことか。

　だが、エインの砦へ向かっているあいだに、あるいは魔女を蹴け散ちらして黒い森へと追い立てているまさにそのときに、また背後でカサンドラ王国と討伐軍が戦い始めたら……と思うと、実行には移せなかった。

　両者が全面衝しよう突とつしてしまえば、状況がどうであれ、討伐軍の司令官という立場のジュエルジュードの責任になってしまう。

　両者の戦いの勝敗がどう転ぼうと、それは免まぬがれない。

（ならば、先にカサンドラ王国を攻め、降こう伏ふくさせるか王都を占せん領りようするかしておけば後こう顧この憂うれいがなくなる）

　と思わないでもなかったが、それを始めると、どれだけ時間がかかるかわからない。

　アイユーブ枢すう機き卿きようからは、カサンドラ王国が魔女討伐を邪じや魔まするようなら強制的に排除してもかまわないという言げん質ちを取ってあるが、それにしても一国の王都を攻め、占領するとなると大おお事ごとだ。

　世間は大騒ぎになるだろうし、旧教会の本部からも何か言ってくるかもしれない。

（それに、だ。アイユーブのような頭デッカチは、戦いくさの現場を知らない。カサンドラ王国の王都を陥おとすとなれば、じつに厄やつ介かいな戦いをしなくてはならん。軍事を知らんあの男が、きっちり兵ひよう糧ろうを確保して、ここまで運び込む手て筈はずを調ととのえられるのかどうか。味方の犠牲も増えるしな）

　攻城戦の最中に厭えん戦せん気分が蔓まん延えんし、撤てつ収しゆうする国が出るような事態になれば、神の威い光こうに泥どろを塗ることになりかねない。

　結局ジュエルジュードは、いちばん穏おん当とうな解決を模も索さくするしかなかった。

　つまり、カサンドラ王国と魔女討とう伐ばつ軍ぐんが手打ちをすること──その場凌しのぎの仮かり初そめでもかまわない──である。

　相手から先制攻撃されたと息巻き憤いきどおる討伐軍首脳と、自作自演による言いがかりだと撥はねつけるカサンドラ王国首脳とのあいだに立ったジュエルジュードは、粘り強く交渉を進め、昨日、ようやく交渉がまとまったのである。

　この時点で、すでにジュエルジュードはへとへとになっていた。

　主に精神的に。

（まったく。なんで儂わしが調整役として交渉のあいだに立たねばならんのだ。いちばん儂に似つかわしくない仕事だぞ、それは）

　彼の苛いらつきは沸ふつ騰とう寸前まで高まり、世俗の権力者たちへの嫌悪感も反へ吐どが出そうなほど強くなっていた。

（だが、その苦労からも解放された。今日からはまた神のための戦いに戻れる）

　ジュエルジュードは心底からの安あん堵ど感かんに包まれた。

　カサンドラ王国と討伐軍の手打ちが成なったのを受け、彼は待機させていた旅団員に号令をかけ、本陣から少し離れた丘きゆう陵りよう地ちに集合させた。

　この動きをユウキが察さつ知ちしたのだが、さすがのジュエルジュードも、自分たちの動きが魔女側に察知されていることまでは気づけなかった。

　もっといえば、カサンドラ王国と討伐軍が予期せぬ衝しよう突とつを起こし、そのため人並み外れた巨体が縮んでしまったのではないかと思うほど苦労した原因が魔女軍を指し揮きするナーガの策略にあるなど、ジュエルジュード本人だけでなく、討伐軍の首脳にもカサンドラ王国の首脳にも、まったく想像もできないことだったのだが。
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　翌日の朝──。




　討伐軍の本営をあとにしたジュエルジュードは、数名の腹心を引き連れ、旅団が集結している丘陵まで馬を進めた。

　彼が陣営を離れたとたん、またカサンドラ王国軍と討伐軍が衝突しては堪たまらない。

　念には念を入れて手打ちの結果を見届けた後、今け朝さ方がた、ようやく彼は討とう伐ばつ軍ぐん本営を離れることができたのだった。




　ジュエルジュードから留守のあいだの全権を任されていた旅団副長、ハインツァダイが団長を出迎えた。

「お帰りなさい、団長。お疲れでしたね」

「ああ。本気で疲れたわ」

　げんなりとした顔で力なく首を横に振ったジュエルジュードだが、すぐにいつもの力強い瞳の輝きを取り戻した。

「出撃準備は進んでいるか？」

「問題なく進んでおりますよ」

「いつ出られる？」

「今日中には。ですが、団長は平気なのですか？　かなり消しよう耗もうしておられるように見受けられますが」

「こんなもの気疲れに過ぎん。体力的にはなんの問題もない。気疲れなど、戦場に立てばそれだけで吹き飛ぶわ」

「で、ありますか」

「とはいえ、夜間行こう軍ぐんは避けたほうがよさそうだ。魔女を相手に夜戦……というのは気が進まんからな。進発は明日の早朝としておこう。明日の戦いに備えて、今日一日、団員を休ませておけ」

　ハインツァダイは苦笑を浮かべた。

「もう十日ほども戦いに備えているので、団員も体力的には問題がないのですが、精神的にはかなり焦じれていますね」

「明日には存分に腕を振るわせてやると皆に伝えておけ。それと、すぐに中隊長を集めよ。軍議を始めよう」

「は」
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　ジュエルジュードと副長、そして中隊長が本陣に集まった。

　全員、野戦卓の周囲に床しよう几ぎを並べて腰を下ろしている。




「ようやくでありますか」

「待ちくたびれましたよ」

　ジュエルジュードから明日の出撃を伝えられ、中隊長たちのある者は腕を撫ぶし、ある者は安あん堵どの息を吐はいた。

「しかし、魔女に態勢を立て直す時間を与えてしまいましたな。エインの砦とりでもかなり補強されたのではありませんか？」

　と一番隊長のトゥーレが訊きいてきた。

「問題あるまい。元々カサンドラ王国が魔女に備えるために造った小さな砦。強化するといっても限界がある。本格的な攻城兵器を持ち出すまでもない」

　ジュエルジュードがそう断言すると、三番隊長のヒッタイテスが応じた。

「たしかに。通常ならば百名いるかいないかという規模の砦ですからな。用心するべきは砦の強度よりも魔女の魔法でしょう」

　彼の言葉に、またもジュエルジュードは、問題ない、と応こたえた。

「先の戦いくさで、魔女たちの魔法もその実力も、だいたい把は握あくできた。予想より手て強ごわかったが、想像を絶するというほどでもない。あれが小手調べというはずもなし。であれば、我らがいつもどおりに戦えば蹴け散ちらすことは造ぞう作さもない」

　中隊長たちはジュエルジュードの力強い言葉に大きく頷うなずいた。

「問題は黒い森へ逃げた魔女どもを追いかけていくときだ。黒い森は樹じゆ木もくが密生していて昼なお暗いと聞く。騎馬が駆けるような戦闘空間も確保できないだろう。こちらには未知の領域だし、魔女どもにすれば自分の家の庭のようなものだ。奴やつらとしては、森に我らを引っ張り込んでの不正規戦のほうが戦い易やすいはずだからな」

「砦を守りきれないと思えば、魔女どもは最初から砦を放ほう棄きして、森での防御戦に徹する……という可能性もありますね」

　と二番隊長のタレスが言うと、

「それがふつうだな」

　とハインツァダイが応じた。

「実際、今まではそうしてきたのだからな。しかし」

　そこで言葉を切った副長は、団長に目を向けた。

「その戦術を採とらず、平地へ下りてきてカサンドラ王国軍二千と戦い、のみならず砦まで奪とったのは何な故ぜなのでありましょう」

　ジュエルジュードは、さてな、と首を傾かしげた。

「魔女の考えることなど儂わしにはわからん」

　と答えたジュエルジュードだが、内心では首を捻ひねったままだ。

（そうは言っても、たしかにそこは引っかかるところだが。なぜ今になって……か）

「暗くてじめじめした森の暮らしに飽きたのではないか？」

　という四番隊長リギュの言葉に他の中隊長たちが笑った。

「たしかにそうかもしれんな」

「まぁ、よい」

　とジュエルジュードがその話題に終止符を打つ。

「魔女が何を考えて平地に下りてきたかを我らが詮索する必要はない。我らは教えてやるのみよ。思い上がった魔女どもに、神の戦士である我らが現実を教えてやればよいのだ。貴様らが暮らす場所など人の世界にはない、という現実をな」

　各中隊長から、おお！　という威勢のいい返事が上がった。

「では、エインの砦とりで攻撃のための具体的な作戦を詰めておこう」
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　ジュエルジュードは水差しの水を器に注つぎ、一息に飲み干した。

　神の戦士である旅団員は、各国の将兵と違って作戦遂行中に酒を口にすることがない。

　器を野戦卓に戻すと、ジュエルジュードは再び口を開いた。

「今回は速戦即決で行く。だから輜し重ちよう部隊は置かない。全部隊で砦を攻撃する。兵ひよう糧ろうは、各人が二日分を携行すればいい。砦を陥おとして魔女を駆く逐ちくしたら、砦を黒い森攻略の拠点として整備するから、兵糧の運び込みはそのときにする」

　ジュエルジュードの言葉は決定事項だから異を唱える者も疑問を呈ていす者もいない。

「行こう軍ぐん隊たい形けいだが、儂わしの第五が先頭を行くのはいつもどおりだ。続いて、第四、第三、第二、第一という順で進む。前回同様、どこかで魔女が攻撃を仕掛けてくるやもしれんが、その場合も前回と同様、抵抗を排除して進む」

　前回の戦いでは魔女の攻撃に多少手を焼いたが、あくまで「多少」という程度だ。

　カサンドラ王国軍二千を敗走させた魔女を逆に敗走させたことで、八はち八はち旅りよ団だん員いんの戦意は大いに高まっている。

　魔女など恐るるに足らずという自信に満ち溢あふれている。

　しかし。

　自分たちの戦闘力に絶対の自信を持っているからこそ見えなくなることもある。

　さらに言えば、カサンドラ王国と討とう伐ばつ軍ぐんとの諍いさかいのせいで砦攻めを延ばしに延ばされたため、旅団員たちは全員が焦じれていたし、逸はやってもいた。

　旅団員のそんな心理状態も、ナーガが期待したことではあった。

「さて、実際の砦攻略だが」

　ジュエルジュードは中隊長たちの顔を見回した。

「まずは徹底して長なが弓ゆみを撃ち込む」

　中隊長たちが大きく頷うなずいた。

「先の戦いでわかったことだが、ここの魔女どもも大した装甲を身に着けておらん。装甲の代わりに魔法で防御力を上げているのかというと、そうでもない。中にはそういう魔女もいるのだろうが、こちらの長なが弓ゆみの反撃で礫つぶて攻撃は沈黙した。あの礫攻撃も魔法の一種なのだろうが、少なくとも礫攻撃をしてきた魔女は長弓を恐れて退却した。ほかにも空から攻撃してくる魔女がいたが、やはり長弓の反撃を受けて退しりぞいている。つまり」

　そこで言葉を切ったジュエルジュードは、もう一度、部下の顔を見回した。

「弓による攻撃は効くということだ。そして長弓以上の射程を持つ魔法攻撃はなかった。中途半端な間合いでは奴やつらの魔法の餌食になりかねんが、長弓の射程を活かして戦えば、魔法攻撃を食らう虞おそれは大きく減じる」

　ハインツァダイが、なるほど、と頷うなずいた。

「そこで砦とりで攻めも長弓主体で、というわけですね」

「そうだ。長弓で雨あめ霰あられと矢を撃ち込む。奴らには抵抗する手段がないだろう。まさか魔女の細腕で長弓を撃ち返してくるとも思えん。長弓と同じくらいの射程があるあの礫攻撃も、投とう擲てき場所を集中的に狙えばおちおちと投げていられないはずだ。厄やつ介かいなのは空からの攻撃だが、それも長弓で接近を許さなければ実害はない。長弓の攻撃を受けて犠牲者が出れば、奴らはそれだけで砦を放ほう棄きするかもしれん。仮に放棄しない場合でも、続けて火矢を撃ち込めば、それで砦は陥おちよう」

　ジュエルジュードは副長の顔を見やった。

「エインの砦、城壁は石組みだが、建物のほうは木造。そうだったな？」

「そうであります。魔女に対抗するために急いで強化した砦ですから、建物のほとんどは木造だそうであります」

「ならば、雨でも降らない限り建物を燃やすことはできよう。砦の中で火災が起きれば、いくら魔女どもでも、それ以上の抵抗は諦めざるを得まい」

「魔法で風や水を操って消火に努める……ということはありませんか？」

　とハインツァダイが訊きいた。

「それならそれでいい。消火に追われれば魔法による攻撃や防御が疎おろそかになるのだから、我らが有利になることに変わりはない」

　というジュエルジュードの答えは、おおよそハインツァダイの考えと同じだった。

「魔女が逃げ出さないのであれば、通常の矢と火矢を撃ちつつ前進。おそらく魔法による反撃はほとんどないだろうが、万が一、激しい抵抗があった場合は臨りん機き応おう変へんに対応する。儂わしの命令に従え。先せん鋒ぽうが砦に近づいたら、さらに弾幕を厚くする。その時点ですでに火災が起きているはずだが、それでも魔女が逃げ出さないようなら、いよいよ砦に突入する。各中隊は梯子はしごを用意しろ」

　ハインツァダイは、もう一度、団長に訊いた。

「魔女どもは最後まで砦とりでに固こ執しつすると思われますか？」

「さて、どうかな。その可能性はほとんどないと思うが、奴やつら、今までにない行動を取っている。固執する可能性も皆無とは言えんな」

「その場合、つまり魔女どもが抵抗の意思をなくさない状態で最後まで砦に籠こもっている状態で、という意味でありますが、我々はどう対応すればよいでありましょうか」

　ジュエルジュードは、ふん、と鼻を鳴らした。

「アイユーブ卿は可能なら生け捕りにと言っていたが、そこに拘こだわる必要はない。その場で斬きり捨ててかまわん。とはいえ、生け捕りにできるなら、それでもかまわない。生け捕った魔女は、貴様らが神に代わって懲ちよう罰ばつを下してもかまわない」

　つまりジュエルジュードは、捕らえた魔女は犯すも殺すも好きにしていいと言っているわけだ。

　神の軍団であっても、いや、神の軍団だからこそ、神の敵に対する旅団の処断は苛か烈れつを極めることが多い。

　相手が人であっても、異端の烙らく印いんが押されれば、村を焼き払い、抵抗する者を撫なで切りにすることも珍しくなかった。

　魔女が相手ならなおさらだ。

　捕らえた魔女はその場で処刑することが多い。

　処刑する前に団員で寄って集たかって嬲なぶり尽くすこともある。

　それも神の懲罰の一環というわけだ。

　逆に、それを許さなければ、昂たかぶった団員の戦意が暴走しかねない。

　悪あしき魔女へ神に代わって神罰を下すことが団員の暴走を抑える手段になるのなら。

　そして次の戦いへの団員の動機付けになるのなら。

　魔女を嬲り殺すのも必要なことだとジュエルジュードは割り切っていた。

　団長の言葉に、中隊長たちが色めき立つが、ジュエルジュードは彼らに釘くぎを刺すことも忘れない。

「とはいえ、魔女に魔法があることを忘れるな。捕らえただけでは、どれほど厳重に縛いましめても魔法で抵抗される虞おそれがある」

「魔女の取り扱いは承しよう知ちしております」

　第二中隊長のタレスが自信満々で頷うなずいた。

「まずは呪じゆ文もんを唱えられぬように舌を抜くか、手足の一本、二本を切り落とせば、奴らも魔法は使えません。もっとも、そうなると生かしたまま連れ帰るのは不可能になってしまいますが」

　第三中隊長のヒッタイテスが笑って続いた。

「致し方あるまい。少なくとも魔女が失血死するまでは神の処罰を行こう使しし続けられるわけだからな」

　彼らの言葉を浅せん慮りよだの妄もう動どうだのと批判する気はジュエルジュードにはなかった。

　神の敵は一掃されるべき。

　その存在を根底から否定するべき。

　神の敵に下くだす神罰は正義である。

　ジュエルジュードも、そんな信念の下もとに動いているのだ。

　捕らえた魔女を自ら犯すことこそしないが、自らの剣で魔女の首を刎はねるのはよくあることだった。

　そうは言っても、部下たちが舞い上がっては困る。

「戦勝の後のことは、勝ってから決めればいい。今は魔女どもを駆く逐ちくすることにのみ集中せよ」

　とジュエルジュードは念を押しておく。

（もっとも、魔女が砦とりでに固こ執しつして最後まで抵抗する可能性はほとんどあるまい。問題は、やはり奴やつらが森へ逃げ込んでからだ）

　というジュエルジュードの判断は、自然であり妥当なことだった。




　この時点でジュエルジュードは、砦で魔女と戦闘になる可能性はほとんどないと踏んでいる。

　ましてや、魔女たちが砦の手前で再度の迎げい撃げき戦を挑んでくる可能性など、まったく考こう慮りよしていなかった。

　しかし、魔女の側には常識の枠に囚とらわれない男がいた。

　戦力差に怯ひるまず、旅団に立ち向かおうとする男がいた。

　ナーガの存在を知らないジュエルジュードは、まさか魔女たちが、攻め寄せてくる自分たちに対して大がかりな仕掛けを施しているなど、夢にも思っていない。

　常識に囚われない男が魔女たちと共に八はち八はち旅りよ団だんの前に立ち塞がろうとしていることなど知らぬまま、ジュエルジュードはエインの砦攻めを始めようとしていた。




　ジュエルジュードは床しよう几ぎから腰を浮かし、鎧よろいに包まれた巨きよ躯くを持ち上げた。

「出撃は明日の早朝とする。各隊はそれまでに矢玉を揃そろえておくように。手持ちの矢玉はこの一戦にすべて使い切るつもりで行く。団員にもそう伝えておけ」

　各中隊長も弾はじかれたように立ち上がる。

「は！」

「よし、出撃準備にかかれ」

「はは！」
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　そして翌日の早朝──。




　夜明けと共に動き出した八はち八はち旅りよ団だんは、本陣を畳み、進発の準備を進めた。

　ジュエルジュードが言うとおり、速戦即決で砦とりでを陥おとすつもりなので、輜し重ちようは用意していない。

　持っていく兵ひよう糧ろうは、ジュエルジュードの指示に従い、予備を含めて団員各自が携行する二日分だけだった。

　つまりそれは、一日で砦を陥とすという自信の表れに外ほかならない。

　大がかりな攻城兵器こそ運ばないが、砦を強襲する場合に備えて梯子はしごだけは多くを持参することになっているから、数は少ないが荷馬車は用意した。




「よし、出るぞ」

　ひときわ大きな馬に跨またがったジュエルジュードが傍かたわらの副官に呼びかけた。

「八八旅団、進発──っ！」

　ハインツァダイが剣を掲げ、大だい音おん声じようで号令をかけた。

「エインの砦に居座る魔女どもを駆く逐ちくし、砦を奪回する！　父なる神が照しよう覧らんされている。者ども、後れを取るなよ！」

「おお！」

「魔女を捕らえた者は、神の祝福を一身に受けるであろう！」

「おおぉ──っっ！」

「第五中隊、進め！」

　旅団の先頭を受け持つ第五中隊の百が、エインの砦を目指して整然と進み始めた。
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　縦じゆう陣じんを取って行こう軍ぐんを開始した八八旅団を見つめる目があった。

「敵部隊、進発しました」

　赤い目を宙に向けているセレナが、傍らに立つエリュシオーネに向かって囁ささやいた。

　セレナはエリュシオーネに抱えられて、ここまで飛んでいたのだ。




　敵の動き出しを察さつ知ちしたいというナーガの希望で、エリュシオーネはこれまでに何度かユウキの飛ひ空くう挺ていに同乗して敵陣近くまで飛び、その後は自分の足で慎しん重ちように進み、旅団本陣近くに幾つかのマンテラを仕込むという作業を済ませてあった。

　彼女の場合、敵陣深くまで侵入したところを見つかったとしても、逃げるときは幾つも仕込んであるマンテラのどれかへ飛べばいいだけなので、あまり危険はない。

　魔法の種類を知られる虞おそれはあるが、捕らわれて尋問を受け、迎げい撃げき作戦を知られる危険を考こう慮りよしなくていいのはナーガにとって安心材料の一つだった。




　ナーガと魔女たちは、この迎撃戦にすべてを懸けている。

　そして迎撃戦が成功するか失敗に終わるかは、偏ひとえにその内容を最後まで秘しておけるかどうかに懸かっていた。

　敵情を把は握あくすることはもちろんだが、何より自分たちの作業現場を見られることだけは避けなくてはならなかった。

　だからナーガは、ユウキとセレナ、エリュシオーネを限界まで稼働させ、仕掛けの現場の周囲に敵の物見が接近しないように最大限の注意を払っていた。

　幸いにして討とう伐ばつ軍ぐんはカサンドラ王国軍と睨にらみ合っていたため、物見をエインの砦とりで方面に送る余力はなかった。

　八はち八はち旅りよ団だんも、カサンドラ王国軍と討伐軍が再び衝しよう突とつしないように双方を見張っていなくてはならず、砦近辺まで物見を送ってくることはなかった。

　というより、旅団にとって魔女は、すでに一度敗走させた相手だ。

　今や黒い森へ逃げ帰ったか、せいぜい砦の強化を図るのが関の山。

　反撃作戦を練っていることなど夢にも思っていないから、少しくらい余力があっても、わざわざ物見を送ろうとはしなかっただろう。

　これを旅団の、あるいはジュエルジュードの油断と言ってしまうのは酷である。

　彼らは油断をしていたわけではなく、ただ常識的であっただけだ。

　彼らがその思惑を外されたのは、相手に常識の枠に収まらないナーガという戦略の天才がいたためだ。




　戦術という側面に限れば、これまでも、そしてこれからも、ナーガの策は非常識というほど奇き天て烈れつではない。

　単に手持ちの戦力を正確に把握して効率よく運用しただけ、とも言える。

　じっさい先の戦闘では、ジュエルジュード率いる八八旅団が、その戦闘力の高さで魔女たちを圧倒した。

　しかし、戦争という大きな視点に立って辺りを見渡せば、ナーガの構想力が群を抜いていた。

　そもそもジュエルジュードにも、カサンドラ王国の新国王にも討とう伐ばつ軍ぐんの首脳たちにも、そしてアイユーブ枢すう機き卿きようにも、これが戦争だという視点はなかった。

　彼らは一様に、最近暴れている魔女どもを懲こらしめる、討伐するという程度のことしか考えていなかったのだ。

　そんな彼らに、ナーガの遠大な構想など想像することはできなかった。

　だから、カサンドラ王国と討伐軍の諍いさかいがナーガの仕掛けた策動の結果だという可能性にも思い至らない。

　ナーガの臨りん機き応おう変へんな修正能力、応用力は、人並み外れて優秀だった。

　だからこそ、戦闘で一度負けても次には勝てる。

　二度負けても三度目には勝てる。

　三度負けても最後には勝つ。

　遠大な戦略に基づいて直近の戦術を決めると同時に、置かれた状況に応じて、あるいは敵味方の戦力に応じて臨機応変に戦術を組み直し修正する能力をナーガは有していた。

　それこそが他の武将、指し揮き官かんと彼を分ける最大の要因である。

　もっとも、この時点ではまだナーガも若く経験も足りていないから、その特長を最大限に発はつ揮きできているわけではないが、しかし、その才能の片へん鱗りんはすでに輝きを放っていた。




　ナーガの遠大な構想を、雄ゆう大だいな戦略を理解できないのは魔女たちだって同じようなものだが、少なくとも魔女たち──ハインドラ一族とスレイマーヤ一族──はナーガを信しん頼らいしている。

　彼の戦術を実現できれば、相手が八はち八はち旅りよ団だんであろうとも勝てると信しん服ぷくを置いている。

　彼の戦略が実現すれば、本当に人と魔女とが暮らせる世界ができるかもしれないと期待している。

　だからセレナもエリュシオーネも、こうして危険を顧かえりみずに敵陣深くまで潜入しているのである。




「全軍か？」

　とマンテラに身を包んだエリュシオーネが訊きき返す。

「旅団に限れば全軍……だと思います」

　と応こたえるセレナは全裸だった。

　全裸のまま、赤い目で宙を睨にらんでいる。

　エリュシオーネの魔法で飛んでくる以上、衣服を身に着けられないから、それは仕方のないことだった。

　飛んだ先にいちいち着替えを用意しておくこともできないし、仮に用意できるのだとしても、エリュシオーネのマンテラから這はい出る度に服を着て、マンテラに潜もぐる度に脱ぐのでは効率が悪すぎる。

　だからエリュシオーネもセレナも偵てい察さつ任務のために衣い装しようを用意することはしない。

　という理由から、こうして天てん眼げんを使って敵部隊の様子を探るあいだ、セレナは一いつ糸しまとわぬ裸なのだった。

　そのことについてセレナは、

「誰だれかに見られるわけじゃないですから我慢します」

　と開き直っていた。

「たしかに、誰かに見られたときは急いでその場から逃げ出すときだ。気にしてもしようがないな」

　エリュシオーネもそう言って同意したが、彼女は自分のマンテラを羽織っているからまだマシだ。

　それに比して人の軍の近くで裸になって偵察を行うセレナはかなり度胸が要るはずだが、彼女は平然と任務をこなしていた。

（ハインドラ一族の魔女の中では最も年若の部類のはずだが……幼い見た目以上に度胸があるな、この娘こは）

　あまり凹おう凸とつのないセレナの体を見やりながら感心するエリュシオーネである。

（いやいや、そこに感心してる場合ではない）

　エリュシオーネは意識を現実に切り替える。

「討とう伐ばつ軍ぐんの本隊は付近にはいないんだな？」

「少なくとも、天眼で確認できる範囲内には見当たりません」

「そうか。となると、ナーガ殿の読みどおり、今回も八はち八はち旅りよ団だんだけが攻め寄せてくる……ということになるのか」

　天を仰いでいたセレナは、顔を戻し、エリュシオーネに視線を向けてきた。

　瞳の赤い色は薄れている。

「どうしますか、エリュシオーネさん？　もう少し先にも、まだマンテラが置いてありましたよね？　そこまで飛んでみますか？」

　エリュシオーネは少しだけ考える素振りを見せたが、すぐに首を横に振った。

「そちらはユウキに任せればいい。こちらは旅団の進軍を見張ることを優先したいからな。一つ戻ろう」

　エリュシオーネはセレナを手招くと、羽織っているマンテラを大きく広げ捲めくり上げた。

　裸の彼女の下半身が丸見えになる。

　膝ひざを曲げ腰を屈かがめたセレナは、急いでマンテラの裾すそを潜くぐり、膝を曲げたままエリュシオーネの腰にしがみついた。

　エリュシオーネが捲めくり挙げたマンテラを下ろすと同時にマンテラの中に魔力が横おう溢いつし、不意にセレナの足が地面に沈み込んでいった。

（うう。何度一緒に飛んでも、この瞬間の摩ま訶か不ふ思し議ぎな感覚には慣れませんね）

　体が宙に浮かぶような心こころ許もとなさに、セレナは思わずエリュシオーネの腰に回した手に力を込める。

　気がつくと、すでに地面は首の辺りにあった。

　自分の首が地中へとめり込んでいく奇妙な光景に耐えられなくて、セレナは思わず目を瞑つぶってしまう。

　不意に体の重さがなくなり。

　気がつくと、頭が地面から生えていた。

（ううぅ。これって、もし他の人が見たら、地面から生えてる蕪かぶか何かのように見えるんでしょうね。まぁ見られる心配はないからいいんですけど）

　次第に頭が持ち上がっていって、やがて足までが地面から生え。

　唐突に体重が戻り、足裏に地面の固さが蘇よみがえった。

（ううぅぅ。何度経験しても、なんか気持ち悪いです）

「着いたぞ。偵てい察さつ続行だ」

　とエリュシオーネに促され、裸のセレナはマンテラから転がり出るように這はい出した。
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　そうして行こう軍ぐんする八はち八はち旅りよ団だんにエリュシオーネとセレナが張りついているあいだ、ナーガたちは迎げい撃げき戦の最終準備を進めていた。

　すでに大がかりな工事は終わり、縦穴の出入り口を隠す細さい工くも済ませた。

　ナーガが考案したこの仕掛けに奴ど隷れい兵へいの手がどれだけ役に立ったかわからない。

（労働力としての連中は、みな素晴らしい働きを見せてくれた。ライバッハには人を見る目があったということだな。人をというか、奴隷を見る目だが……さて、戦いくさではどれだけ働いてくれるか）

　ナーガは八八旅団が迫ってきているというのに少しも慌てず騒がず、いつもと変わらぬ態度で魔女たちに最後の指示を与えている。

「アイス、どうだ、肩の調子は？」

「問題ありませんよ？」

「そうか。おまえの馬鹿力が頼りだからな。頑張ってくれよ？」

　アイスはにこやかな顔を崩さないまま頬ほおを膨らませるという高難度の技を見せた。

「頼りにされるのは嬉うれしいですけど、馬鹿力という評価はどうなんでしょう？」

「ん？　不満か？　じゃあ……天下無双の馬鹿力では、どうだ？」

「いえ。馬鹿力をさらに飾ってくれと言っているのではありませんよ？　そうではなくて、馬鹿という単語そのものを問題にしているのですけど」

「贅ぜい沢たくだなぁ」

「いえいえ、ぜんぜん贅沢ではないと思いますけど？」

「じゃあ、天下無双の巨乳力で石の雨を降らせてくれ」

「巨乳、関係ないと思いますけどっっ!?」

「細かいことを気にするな」

「まったく細かくはないと思いますけど……」

　とうとうアイスは笑みを消し、ジト目になってナーガを見やるが、彼は笑いながら次の魔女のところへ行ってしまった。

「おお、クゥ、どうだ革かわ帯おびの具合は？」

「いつもどおり」

　と応こたえるクゥの体に巻き付いた革帯の先端が、うねうねと蠢うごめいた。

「そうか？　とはいえ、念には念を入れてだな、もっと帯を解ほどいて具合を確認したほうがいいんじゃないか？」

「えぇと……こう？」












　クゥの体に巻き付いている何本もの革かわ帯おびがするすると体から離れていって、空中でうねうねと蠢うごめいた。

　解ほどける革帯が増え、解けた革帯が次々と体から離れていくと、当然、クゥの肌が露あらわになる面積も増えていく。

　ナーガは、おお！　と手を打った。

「なかなかいい感じじゃねえか」

「あんたは帯を見ないでどこ見てるのよ！」

　突風がナーガの顔面を襲い、彼は思わず手で顔を覆おおった。

「ぶわっ？　何しやがるんだ、ユウキ！」

「だから！　クゥの帯の具合を確認するような振りしてクゥの裸体の具合を確認してるんじゃないわよ！」

「ユウキの言うとおりだよ。ナーガさんのすけべ具合、磨みがきがかかってるよね」

　とケイも寄ってきた。

「というよりだな、これから伸のるか反そるかという決戦を始めようというのに、そのすけべ面づらはなんなのだ!?」

　とハリガンも絡んできた。

「緊張感のない奴やつじゃのう」

　とヴィータも呆あきれ顔だ。

（まぁ、そこがナーガさんのいいところでもあるのです、が）

　レラだけは、いつもと変わらないナーガの言動に少し安心感を覚えてしまう。

「緊張してないわけじゃないんだがな」

　とナーガは頭を掻かいてから、周りに集まってきた魔女たちを見回した。

「おまえらこそ、余裕じゃねえか」

　ハリガンは肩をすくめて応こたえた。

「べつに余裕があるわけではないよ。そうだな、敢あえて言うなら、開き直っている……というところか。まぁ、さらに言うなら」

　ハリガンは、ぽんと右手をナーガの左肩に載せた。

「おぬしを信しん頼らいしているということでもあるな」

　何人かの魔女が小さく頷うなずいている。

「くくっっ」

　ナーガは楽しそうに笑った。

「そう言われちゃあ、信頼に応えないわけにはいかないなぁ。どれ、戦いくさの前にもう一働きしてくるか。みんなは、そろそろ持ち場へ就ついてくれよ」

　笑いながらナーガはその場を離れていった。
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　奴ど隷れい兵へいを率いて近くの丘の陰に隠れているライバッハのところまで、ナーガは馬で駆けてきた。




「どうだ、連中の様子は？　臆してはいないか。腰が引けてはいないか」

　というナーガの問いに、ライバッハは力強い口調で、いえ、と答えた。

「緊張はしていますが、怖おじ気けづいたところは見えませんや」

「そうか。なら、いいんだが。念のため、もう一押ししておくか」

　と言ってナーガは奴隷兵の前に進み出た。

　魔女たちは人と戦うときでも鎧よろいを着用しないから、奴隷兵のための鎧もない。

　彼らは皆、ライバッハがレンスールの街で買い込んだ簡素な革の鎧を身に着けているだけで、この場にいる者で金属製のまともな鎧を着込んでいるのは、ライバッハとナーガの二人のみだった。

　奴隷兵が手にしている物も、急きゆう拵ごしらえの手製の盾──当然、木製──だけで、誰だれも武器を持っていない。

　もっとも、彼らの役割は八はち八はち旅りよ団だんと干かん戈かを交えることではない。

　というより、旅団と戦っている魔女のすぐ近くに剣を持たせた奴隷兵を置いておくわけにはいかない。

　彼らに剣を持たせたら、魔女の背後から斬きりかかる虞おそれもある。

　ふつうなら魔女に一いつ蹴しゆうされるだろうが、旅団との戦いで手一杯のときに背後から襲われたら具合が悪い。

　奴隷兵を撃退したとしても、その間かん、八八旅団への攻撃がお留守になるのだ。

　ナーガも、そこまで彼らを信用していない。

　だからナーガが彼らに振った役目は、盾を手にしての防御専従である。

　つまり、飛んでくる矢から魔女たちを守るのが彼らの仕事ということだ。

　武器を手にしていなければ、魔女の背後を襲おうなどという誘惑に奴隷たちが駆られる心配もない。

　若いながら、ナーガは人の心理の綾あや、機微というものを心得ていた。




「おい、おまえたち」

　というナーガの声に、地面に腰を下ろしていた奴隷兵たちは慌てて立ち上がり、姿勢を正した。

「いよいよ戦いくさが始まる」

　馬上から自分たちを睥へい睨げいするナーガの言葉に、全員の顔に浮かんだ緊張の色が増した。

「俺おれたちの戦だが、おまえたちの戦でもある。繰り返すが、この戦で手て柄がらを立てたものは自由の身になれる。奴ど隷れいの境遇から抜け出したい者は遮しや二に無む二に働け。働いた者には必ず酬むくいてやる。おまえたちの未来は戦場の先にあるんだ。死線を乗り越えた者だけが、その手に未来を掴つかみ取ることができる」

　奴隷兵の緊張感が消えたわけではない。

　だが、彼らの顔には緊張感を上回るほどの闘志や意欲、希望といった感情が色濃く浮かんでいた。

（上う手まいな。本当にこの人は部下をやる気にさせるのが上手い。あの魔女たちだってそうだし、まず以もつて俺がそうだわ）

　ライバッハは苦笑を浮かべつつ、ナーガと奴隷兵とを見比べる。

　ナーガは、よく通る声で奴隷たちに向かって語り続けた。

「おまえたちの役目は魔女を守ることだ。おまえたちが魔女を守れれば、この戦は魔女たちの勝利となる。魔女たちの勝利が、同時におまえたちの勝利でもある。勝て。勝って、自分たちの自由を掴み取れ」

　ナーガの口調にはそれほど熱が籠こもっていないように思えた。

　だが、今や奴隷兵たちは熱に浮かされたような激しい感情に支配されていた。

「おお！」

「やりますとも！」

「必ずやり遂げてみせます！」

「お任せください！」

　奴隷兵は手を挙げ、足を踏みならし、威勢のいい返事を寄よ越こした。

　それを見て満足そうに頷うなずくと、ナーガはライバッハのほうへ顔を向けた。

「じゃあ、あとは頼んだぜ、ライバッハ」

「ええ、頼まれました」

　馬首を巡らせ引き返していくナーガの背中を見送りながら、ライバッハは改めて感心していた。

（俺も軍いくさ働きが長い。その間、いろんな上官に仕えてきた。名将もいたし、凡将もいた。けど、あの人はそういう物差しでは語れない高みにいるような、そんな気がするな。そのうちに万という軍勢を動かしてこの大陸に旋風を巻き起こすんじゃないか。そんな気さえするわ）

　それは即すなわち、ナーガの部下になるという自分の判断が正しかったことが証明されることでもある。

　ライバッハも、奴ど隷れい兵へいに負けないほどのやる気に燃えていた。
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「さてと」

　小高い丘の陰で下馬したナーガは、馬にはみを噛ませて杭くいに繋つなぐと、丘の上まで自分の足で登っていった。

　朝は晴れていたのに、このときすでに上空は灰色の雲に覆おおわれていた。

　小高い丘の頂いただきに立ったナーガは、眼下に広がる戦場となるであろう街かい道どう周辺の荒れ地を冷めた目で見下ろす。

　この丘の下方、街道側からは陰になる場所に奴隷兵たちが身を潜ひそめている。

　ナーガが立っているこの丘を本陣としているが、魔女たちは各自の持ち場に散らばっているから、彼の近くにいるのは、現状、レラとディー、エレオノーザの三名だけだった。

　本陣にしては寂しい陣じん容ようだが、ナーガは気にしていない。

　彼は軽装鎧よろいを身に纏まとっているが、レラ、ディー、エレオノーザは装甲を身に着けていなかった。

　魔女たちは魔法を使って戦うので、魔法の効力を減げん殺さいする金属製の鎧は着られないし、革の鎧であっても魔力を練り上げる際の精神集中に障さわりがあるという理由で着たがらない魔女が多い。

　ナーガは、片かた膝ひざを落とした体勢で遠とお眼鏡めがねという魔ま具ぐを覗のぞいているレラを見やった。

「頃合いだな。八はち八はち旅りよ団だんの行こう軍ぐん速度が予想どおりなら、かなり接近しているはずだが……しかし」

　セレナが戻るまでは、遠眼鏡を扱えるレラが偵てい察さつ役を担うことになっている。

　ナーガの視線に気づいたのか、レラは遠眼鏡から目を離し、ナーガのほうに顔を向けてきた。




　この丘に登る前にナーガは、

「鎧を着たほうがいいんじゃないか？」

　と勧めたのだが、三人は、

「直接、敵と干かん戈かを交えるわけではないので平気です」

　と言って鎧を着ようとはしなかった。

「そうはいっても、流れ矢が飛んでくる虞おそれもあるし、敵の一部がこちらに向かってくる虞だってある。逃げるにしても、そんな恰かつ好こうじゃ危ないだろ」

　少し呆あきれ気味にナーガはそう言ったのだが。

「ここまで矢が飛んできたら負け戦いくさですから、鎧よろいを着てても意味がありませんよ」

　とエレオノーザが応こたえ。

「そうそう、逃げるときだって却かえって邪じや魔まになるだけだわ」

　とディーも賛同し。

「わたしは呪じゆ札さつを肌に貼り付けておいて魔力を浸しん透とうさせる必要、がありますので鎧は着られませ、ん」

　とレラは機能面から拒きよ絶ぜつし。

　結局、三人はいつもの極薄極小の衣い装しようのままだった。




「なに、か？」

　とレラに問われ、ナーガはそんなやり取りを思い出しながら彼女に言った。

「もう慣れたはずなんだが、やはりおまえたちのその恰かつ好こうを見てると、これから戦が始まるっていう切迫感が薄れがちだな」

　レラが微かすかに眉まゆを顰ひそめる。

「何か不満、が？」

「不満てことはないんだが。むしろ喜ばしい気さえするんだが」

「なら文句を言わない、で」

「べつに文句を言ってるわけじゃない」

「たしかにナーガさん、鼻の下が伸びているよね」

「そんなことはない。ディーの錯さつ覚かくだ」

　ナーガが顰しかめ面つらになってそう応えると、ディーとエレオノーザは顔を見合わせ、小さく肩をすくめた。

「ま、べつにいいけど」

「そうね。べつにいいわね」

「そうか。お墨すみ付きが出たから遠慮なく見させてもらうとするか」

　ナーガが舐なめるような視線を二人に這はわせると、レラが左手をナーガに突きつけた。

「ナーガさん最低さいて、い！」

「いきなり怒るなよ。二人がいいって言ったんだから、いいだろ」

「それは仕方がないという意味であって積極的に見ろという意味ではありませ、ん」

「面倒くさいな」

「面倒くさいって……」

　レラは一瞬、情けなさそうな顔になったが、すぐに険しい目つきになってナーガを睨にらんできた。

「適当でいい加減です、ね」

「まぁ否定はしないがな。俺おれはずいぶんと適当でいい加減な男だったみたいだからな」

　ナーガがそう言うと、レラがはっとした顔になる。

「それって、元いた世界での話……」

　そう言いかけたレラを遮るようにディーが迫ってきた。

「え？　なになに？　教えて教えて！」

「興きよう味み深いですね。そういう話をレラにだけ独占させておくのはけしからんですね。わたしにも聞かせてください」

　とエレオノーザもナーガに迫る。

「む？　ノーザ、わたしがいちばんに聞かせてもらうことをナーガさんと約束しているので、す。割り込まない、で」

「自分ばっかり狡ずるいでしょ。減るものじゃないのだから、わたしに聞かせてくれてもいいんじゃない？」

　とエレオノーザが言うと、ディーも参戦してきた。

　割と無関係の方向から。

「そうだよ。レラ、ちっぱいのくせに狡い」

「ちちち、ちっぱいはこの際関係ないで、しょうディー！」

「おや。自覚はあるのね、レラ」

「じじじ自覚とか関係ないで、す。おっぱいなんて知識の習得に邪じや魔まになるだけで、す」

　レラはむきになって反論するが。

「レラの新説出た！　巨乳お馬鹿さん説！」

　とディーが手を打ち。

　やはり魔ま具ぐである眼鏡の蔓つるを押し上げながらエレオノーザがツッコんできた。

「レラの論理で言うと、ハインドラ一族でいちばん馬鹿なのは姉あね様さまということになりますけど？」

「ああぁぁ違う違う違いま、すそういう意味ではな、く」

　レラは、ぐるぐると目を回しながら両手を振り回した。

　かなり混乱しているようだ。

　そんな三人のやり取りを、ナーガが面白そうに見ている。

（まったく、これから伸のるか反そるかの大おお戦いくさだってぇのに、緊張感ねえな。ま、でも、がちがちに緊張されるよりは、このくらい気軽に構えていてくれたほうがいいけどな）

　緊張して力めば太た刀ち筋すじは狂うし、思考力も鈍る。

　魔法だって同じだとナーガは聞いた。

　緊張してがちがちになれば精神集中が上う手まくいかず、魔法の効力がいつもより落ちるというから、魔女たちがいつもと変わらぬ精神状態でいてくれたほうがナーガにはありがたかった。

（とはいえ喧けん嘩かをされていても困る。そろそろ止めに入るか？）

　とナーガが思ったとき。

「なんだ？　修羅場か？　痴ち話わ喧げん嘩かなら戦いくさが終わったあとにしてくれないかな」

　エリュシオーネの声がして、四人は勢いよく振り返った。
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　丘の頂いただきの一隅に浅く掘った穴の中に置いてあるマンテラが持ち上がり、エリュシオーネが顔を出していた。

　とたんにナーガの表情が引き締まる。

「戻ったか。ってことは」

　マンテラの裾すそを持ち上げ、中からセレナが転がり出てきた。

「はい、来ています。八はち八はち旅りよ団だんがそこまで近づいてきています！」

　マンテラから転がり出たセレナは、ナーガの前に立ち、息せき切ってそう告げた。

「お、おい、セレナ！」

　後ろからエリュシオーネの焦った声が聞こえたが、敵の接近に緊張しているのか興奮しているのか、セレナは身振り手振りを交え、なおも報告を続ける。

「部隊の先頭を進むのはこのあいだヴィータさんの魔法を打ち破ったあの化け物のような巨きよ漢かんの騎士で……」

　そこまで言って、ようやくセレナはナーガの様子がおかしいのに気がついた。

　目を見開き、驚きも露あらわに自分のほうを食い入るように見ているではないか。

　彼だけでなく、ディーとエレオノーザ、レラも驚きに顔を歪ゆがめて自分を見ている。

「あ……はい？」

　四人の視線が自分の体に突き刺さっているのを感じて、セレナは顔を下に向け。

「あ！」

　そこでようやくセレナは思い出した。

「ああぁぁあ！」

　エリュシオーネのマンテラから転がり出たから、いま自分が一いつ糸しまとわぬすっぽんぽんであることを。

　セレナの顔が真っ赤に染まった。

「あ……あ……あ……」

　顔だけでなく、全裸の全身が茹ゆで蛸だこのように赤く染まっている。

「っきゃぁあぁぁっっ」

　悲鳴を上げたセレナは回れ右してエリュシオーネめがけて一いち目もく散さんに逃げた。

　そしていきなりマンテラを捲めくり上げた。

　エリュシオーネの下半身が丸出しになる。

「うわっっ!?」

　咄とつ嗟さのことでエリュシオーネの反応が遅れてしまう。

　セレナは捲れたマンテラの隙すき間まから勢いよく中に飛び込んだ。

「何するんだ、おまえは……って、あ？」

　足下に飛び込んできたセレナをマンテラ越しに叱ったエリュシオーネが、ふと顔を上げると、彼女の下半身方面に視線を据えていたナーガも顔を上げた。

「…………」

「…………」

　しばらく二人は互いの顔を見つめ合っていたが。

「み、見た？」

「さ、さぁ」

「見たんだな!?」

「見てない見てない」

「いいや、見た。見たに違いない」












「見てない。これっぽっちも微み塵じんも欠片かけらも少しもまったく見ていないから、安心しろ」

（うわぁ、最悪。完全完璧確実に見られたの確定だよね、これ）

　エリュシオーネは天を仰いだ。

　そんなエリュシオーネと、彼女のマンテラの中に隠れたセレナを見ていたエレオノーザが感心した顔で言った。

「セレナもエリュシーも美お味いしすぎ。なんでそんな上う手まいことができるのかな」

「美味しくなんかあるか！」

　とエリュシオーネが眉まゆを吊つり上げてツッコみ。

　セレナもマンテラの中から抗議してきた。

「上手くもありません！」

「いやぁ、美味しいよね？　どうなの、レラ？」

「は？　なぜわたしに訊きくので、す？」

　レラは怪け訝げんそうな顔でそう応こたえた。

「乗りが悪いな。どうなの、ディー？」

「美味しい。美味しすぎるわ。わたしも美味しい場面を作りたい～」

「よぉし。じゃあ、この戦いくさが終わって一段落したら、わたしとディーで、ナーガさんとの美う味まくて上手い場面を作ろうか」

「いいんじゃない？　わたしたち、ナーガさんとの絡みも少ないしね。この辺で強く印象づけておくのもいいと思うわ。具体的には、そうね、姉あね様さまみたいに、湯ゆ殿どのでばったりどっきりいや[image: ][image: ]ん、的な？」

　ハリガンとナーガの湯殿での邂かい逅こう場面は秘密にされていたはずなのに、すでに一族中に知られているようだった。

「馬鹿ですかあなたたち、は」

　蔑さげすむ目つきでレラが吐はき捨てると、エレオノーザが、む？　と眉を顰ひそめた。

「そんなこと言うならレラは誘わないからね」

「さささ誘われたって行きませ、ん！」

「おい、ディーにノーザ、そんな面倒くさいことしなくたって、俺おれの部屋に来ればいい。美味しい場面なんか作り放題だぜ」

　とナーガが笑いながら言うと、エレオノーザは、う[image: ][image: ]ん、と考え込む。

「そこまで露ろ骨こつなのもどうかと思うんだけど。どうなの、ディー？」

「それは露骨すぎるわね。っていうか、そこまでするとレラに殺されそうな気が……」

　黒いオーラを放って自分たちを睨にらんでいるレラの視線に圧おされるようにエレオノーザは頭を引いた。

「そ、そうね。やっぱりさりげなくしどけなく美味しい場面を作るのがいいよね」

「しどけなくって使い方が間違ってると思うのです、が」

「レラの顔が恐こわい！」

「あのう、そんなことより」

　立ち尽くしていたエリュシオーネのマンテラの中から、切せつ羽ぱ詰まったセレナの声が聞こえてきた。

「誰だれかわたしの服を取ってくれませんか!?」

「まったくだな。いつまでもこいつがマンテラの中にいると、わたしも身み動うごきできないんだよ！」

　エリュシオーネが憤ふん懣まんやるかたないといった表情でそう言うと、マンテラの隙すき間まからセレナがひょこっと顔だけを覗のぞかせた。

「服はあそこの箱に入っているので」

「自分で取りに行けばいいと思、う」

「レラに突き放されましたっ!?」

「あぁ、それは美お味いしいよね。どうなの、ディー？」

「くぅ[image: ][image: ]、美味しいわね。そして全裸で服を取りに走る途中でつまずいて転倒。あんなところからこんなところまで、すべてをご披露ご開帳。美味しすぎるわ」

「美味しくありません──っっ」

　セレナの悲鳴が辺りに響いた。

「誰か服取ってぇぇ」

「おまえら、本当に面白いな」

　あははと声高に笑いながらナーガは軽口を叩たたく。

「けど、今はそんなことをしている場合じゃあないな。それほど裸を見せたければ、戦いくさが終わったあと、みんなまとめて俺おれの寝所を訪ねてこいって。そこでなら、いくら脱いでも平気だからな」

「こら！　人聞きの悪いこと言うな！　見せたいわけじゃないよ！　どう見たって、今のは事故だろ！」

　とエリュシオーネが抗議の声を上げると、マンテラの隙間から覗いているセレナの顔が激しく上下に揺れた。

「です！　です！　今のは不幸な事故です。忘れてください！　ナーガさんは全部忘れてください！」

「姉あね様さまに頼んで髪の毛で思いきりナーガさんの頭を殴って、もらえばもう一度記き憶おく喪そう失しつになるのではない、か、な？」

　などとレラが物騒なことを言うので、ナーガは慌てて手を振った。

「大丈夫だ、もうすべて忘れた」

「「「結局、見ていたんじゃないですか！」」」

　一同が揃そろってツッコんだ。

　情勢己に利あらずと悟ったナーガは、無理やり話題の転換を図ることにする。

「それより！　八はち八はち旅りよ団だんが来るんだろ、セレナ、エリュシオーネ？　奴やつら、どこまで迫っているんだ？」

　というナーガの問いに、さすがに二人が我に返る。

「あ……ああ、そう。それを知らせに来たんだっけ」

　とエリュシオーネが頭を掻かいた。

　エレオノーザとディーも表情を引き締め、それ以上セレナをからかうのを止やめた。

「ともかくセレナは服を着ろ。俺おれは後ろを向いてるから」

「あ、あの……こっちを見ないでくださいよ？」

「見ないから大丈夫だよ」

「心配しなくていいセレ、ナ。ナーガさんが少しでも振り返る素振りを見せたらわたしが股間を焼いてあげ、る。こんがり、と」

　筆と呪じゆ札さつを手にしたレラがナーガの腰の辺りに視線を固定していた。

「お願いします、レラ」

「任せ、て」

「お願いするな。そしておまえは任されるな！」

　ナーガは、びしっ、とレラを指さした。

「まぁそれは半分冗談です、が」

「半分かよ！」

「四分の一がいいです、か？」

「いや全部にしようぜ」

　なんとも情けない顔でナーガが首を横に振っていると、置いてあった小箱からセレナの衣い装しようをディーが引っ張り出してきた。

「はい、セレナ」

　エリュシオーネの前にディーが衣装を置くと、ナーガが完全に向こうを向いているのを確認してから、セレナがマンテラから這はい出してきた。

　エリュシオーネが、やれやれ、とため息を吐つく。

（ったく。裸の腰に裸で抱きつかれたままじゃ困るんだよ）

　裸で這い出したセレナは、ちらちらとナーガの背中に視線を送りながら、大急ぎで自分の衣装を身に纏まとった。

　その間、エレオノーザが、

（ほら、ナーガさん、もうこっち向いちゃえ。振り返っちゃえ。そしてセレナの着替えを見てしまえ！）

　などとナーガに向かって念を送っていたとは想像もしていない。

「も、もういいです」

　というセレナの声でナーガが振り返る。

　たしかにセレナは衣い装しようを着込んでいたが、肌の露出面積は先ほどとあまり変わっていなかった。

（この恰かつ好こうで平然としてるくせに、裸を恥ずかしがる羞恥心はあるのが不ふ思し議ぎだわ）

　もっとも、以前、ナーガがそんな疑問をぶつけたら、アイスから、

「紐ひも一本でも身に着けているのといないのとでは、ぜんぜん違いますよ？」

　と言われたことがある。

（そんなものかねぇ。どうもよくわからないな……って、いや、だから今はそんなことを考えてる場合じゃねえわ！）

　自分ツッコミをしたナーガは、改めてセレナとエリュシオーネに向き直った。

「旅団の接近、予定どおりなんだな？」

　ええ、とエリュシオーネが頷うなずいた。

「行こう軍ぐん隊たい形けいは縦隊。先頭に立つのは、旅団長と思われる例の巨きよ漢かん。全員が騎馬ですけど、荷馬車も連れていますね」

「荷馬車か。砦とりで攻略の道具を積んでるな。大きい物か？」

「それほどでもありません。ふつうの大きさの荷馬車です」

「なら、せいぜい梯子はしごとか熊くま手でとかだな。破は城じよう槌ついや投石機は持っていないんだな？」

「少なくとも目に見える範囲にはなかったですね」

「そうか。だいたい想定どおりだな」

「逆に訊ききますけど」

　とエリュシオーネは小さく右手を挙げた。

「後続はいないんですか？　こちらは旅団を追いかけてきたので、後続までは確認できていないんですけど」

「ユウキが確認してる。後続はいない。旅団の単独作戦だ」

　というナーガの答えにエリュシオーネは安あん堵どの息を吐はく。

「ですか。なら予定どおりですね」

「ああ、予定どおりだ」

　ナーガがそう応こたえた直後、彼の顔を小さな水すい滴てきが叩たたいた。

「ん？」

　ナーガが空を見上げると、上空を覆おおった灰色の雲はいつしか分ぶ厚あつくなり、辺りは薄暗くなっていた。

　彼は頬ほおの水すい滴てきを手で拭ぬぐうと、エレオノーザに微笑ほほえみかけた。

「雨、降ってきたな」

「ええ。なんとか間に合ってくれたようです」

　やはり空を見上げたエレオノーザは、やれやれと安あん堵どの息を吐はいた。

「一度降り出してしまえば、途中で止やむことはないと思います」

「すべて予定どおりだな」

　と頷うなずいたナーガは、これで負けたら、もうしようがねえ、と内心で開き直った。

「あの……」

「なんだ、エリュシオーネ？」

「今さらなのですが、本当に上う手まくいくでしょうか？」

　ナーガは愉快そうに笑った。

「ははは、たしかに今さらだな。だけどな、問題なのは上手くいくかどうかじゃねえ」

「えっと……では、なんなのです？」

　怪け訝げんそうな表情になったエリュシオーネに向かって、ナーガは堂々と断言した。

「上手くいかせるんだよ。俺おれとおまえたちの手でな。だから恐れるな。躊躇ためらうな。自信を持ってやればいいんだ」

「あ、はぁ」

　エリュシオーネは少し納得がいかないといった顔で頷くと、横からエレオノーザが口を挟んできた。

「死中に活を求めてこそ浮かぶ瀬もある……ってことですね、ナーガさん？」

　エリュシオーネは不ふ思し議ぎそうな顔をエレオノーザに向けた。

「おまえ、意外と前向きだな、ノーザ」

「前向きというか」

　エレオノーザは笑いながらエリュシオーネに応こたえる。

「少し嬉うれしいのかな？」

「嬉しい？」

　大いに怪訝そうな表情のエリュシオーネに対して、エレオノーザは笑みを浮かべたまま言葉を継いだ。

「わたしの魔法が、こんな大事なときに役に立てるということが。ほら、わたしの魔法は仕込むのに時間がかかるでしょう？　だから戦いくさの役には立たないんだとずっと思ってましたから」

「……たしかに、な」

「それに、ここまで進んできた以上、今さら止まることも後戻りすることもできないし。だったら前に進むしかないでしょう？　前に進んだ結果が負けなら、それはそれで仕方がないんじゃないかな」

　と言うエレオノーザの思いはまさにナーガと同じで、彼は驚くと同時に嬉うれしくなった。

「ああ、そうだな。たしかにそうだ」

　エリュシオーネも笑顔になった。

　もっとも彼女の笑みは、どちらかというと苦笑に近いものだ。

「気がつけば、いつの間にか、のっぴきならない場所まで進んでいたときたもんだ。誰だれのせいなんだか」

　などと言って、エリュシオーネは意味ありげな視線をナーガに向けたが、彼は気に留とめる様子もない。

「さて。旅団が来る以上、いつまでもここで話をしてる場合じゃない。みんなもそろそろ持ち場に就ついてくれ」

　とエリュシオーネを促してきた。

「あ、そうでした。わたしは母かか様さまを運ばなくては」

　そう言って浅い穴に飛び込んだエリュシオーネは、呪じゆ文もんを紡つむぎ魔力を高めた。

　すぐに彼女の体が沈み始める。

「母様を運んだら、また戻ります。では」

　という言葉とマンテラを残して、エリュシオーネの頭が穴の底に沈み込んだ。

　エリュシオーネの姿が完全に消えると、ナーガはもう一度、天を仰ぐ。

　雨は次第に本降りとなりつつあった。

　この雨はエレオノーザが魔法で降らせている雨である。

　彼女の魔法は自然を操ることができるのだ。

　雨や風、霧などはもちろん、条件次第では雲を払って晴れさせたり雪を降らせたりすることも可能だという。

　その代わり仕込みに時間がかかるのが難点だったが、今回は旅団が、カサンドラ王国と討とう伐ばつ軍ぐんの諍いさかいを納めるために時間の無駄遣いをしてくれた。

　その間かんを利用して、エレオノーザの魔法を仕込むことができたのである。

　この雨はエレオノーザ本人が健在である限り、想定どおりの範囲で降り続けるだろう。

　降る時間は一いつ時ときから一いつ時とき半はんくらいだと彼女は言っている。

　だからナーガは、その時間内に勝負をつけるつもりだった。

　顔に当たる雨粒の強さを確認するようにしばらく上空を仰ぎ見ていたナーガだが、やがて顔を戻し、その場に残った四人──レラとセレナとディーとエレオノーザ──を順繰りに見やった。

　すでに四人の極小極薄の衣い装しようは雨に濡ぬれ、いい感じに透け始めていてなかなか魅力的な光景だったが、ナーガは彼女たちの衣装に目を留めず、あくまで真剣な表情で四人の顔を見据えた。

「さて、始めるか。俺おれとおまえたちの戦いくさを。魔女が大手を振って生きていける世界を創るための戦を」

　その口調に力みもなければ怯おびえもなかったのが如い何かにもナーガらしいと、四人は漠ばく然ぜんと思うのだった。
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　ナーガが戦場に選んだのは、エインの砦とりでの少し手前、カサンドラ王国から南下してくる街かい道どうが──最近では歩く者も少なく、街道と呼ぶには些いささか心こころ許もとない踏み跡程度の道だったが──丘きゆう陵りよう地帯を縫ぬうように続いている地点だ。

　その場所は左右の丘陵が街道付近にまで張り出しているので、南下してくる八はち八はち旅りよ団だんはふつうなら縦じゆう陣じん隊たい形けいで進んでくる。

　行こう軍ぐんするときは縦陣隊形になるのが自然で、今回も陣を畳んで進発するときに縦陣隊形を取ったのをユウキが確認しているから、縦陣で通りかかるのは確実だと思われる。

　けれど、攻略目標のエインの砦に近づいたときに隊形を変える可能性はある。

　そこで念には念を入れようということで、ナーガはこの地点、この地形を選んだ。

　ナーガの策を成功させるためには、相手の隊形が重要なのだ。

　ナーガがこの場所を戦場に選んだ理由はほかにもあった。

　カサンドラ王国の王都以南は、山地が一つあるのを除けば黒い森手前まで、基本的に荒れた平地が広がっているだけだが、この辺りには低いながらも丘陵が連なっている。

　丘陵の斜面は背の高い草が生い茂り、あるいは低木が生えていて、騎馬が縦じゆう横おう無む尽じんに駆け回れる地形ではないというのも大きな理由だった。




　雨が降る小高い丘の頂いただきに立ち、戦場となるであろう場所を見下ろしながら、ナーガは思ったより冷静な自分を感じていた。

　魔女たちの命運を懸けた一戦になるのだから──それは同時に、この異世界へと落ちてきた自分の命運も懸かっているということだ──もっと昂たかぶったり緊張したりするのかと思っていたが、意外と平へい静せいなまま決戦を迎えたことに少し拍子抜けの思いだ。

　ふとナーガの口から、歌のような、詩のような文もん言ごんが漏れた。




「人間五十年、下げ天てんの内を比ぶれば……」




「？」

　側そばにいたレラとセレナ、ディーにエレオノーザが怪け訝げんそうな顔を自分に向けてきたのにナーガは気づかない。

「夢ゆめ幻まぼろしの如ごとくなり……よ。今さら慌てても焦っても仕方がねえ」

「なんですかそれ、は？」

　そうレラに訊きかれ、ナーガが顔を振り向けた。

「歌です、か詩です、か」

「俺おれは何か言ったのか？　というか……歌った？」

　と訊きき返されて、レラとセレナ、ディーとエレオノーザは互いに顔を見合わせた。

「また何かを無意識に思い出したということです、か」

「ふうん、そうか」

「ふうんって他ひ人と事ごとです、ね」

「で、俺はなんて言ったんだ？」

　とナーガに訊かれ、レラは先ほどの言葉を脳内で再生しながら彼に告げた。

「えぇと……人間五十年ゲテンの内を比ぶれば夢ゆめ幻まぼろしの如ごとく……と、か」

「ははぁ、なるほど」

　ナーガが頷うなずいたので、レラは重ねて訊いた。

「意味はわかるのです、ね？」

「たかだか五十年の人生なんて、しょせん夢幻のようなものだから、執しゆう着ちやくするな……ってことだよ。たぶんな」

「……えぇと？」

「夢幻のような人生に執着するなってのは、だから死を恐れるなってことだな。そうして開き直れば拓ひらける道もあるってことだ。さっきエレオノーザも言ってたけど、死中に活を求めるとか身を捨ててこそ浮かぶ瀬もあるとか、まぁそういう意味だ。たぶんな」

「たぶんばかりです、ね」

　レラが皮肉を込めてそう言うと、ナーガは呵か々かと笑った。

「記憶を喪なくしてるんだから、しようがないだろ」

「開き直りまし、た！」

「俺にとったら、人生五十年どころか、この世界にいるといういま現在すら夢幻のようなものだぜ」

「だったらナーガさんは」

　と横からディーが口を挟んできた。

「執着しないの、この世界に？」

　ナーガは薄く笑うと、ゆっくり顔を回し、辺りを見渡した。

　そこにはナーガに馴な染じみのない世界が広がっている。

　今でこそ降る雨に濡ぬれているが、この世界はナーガが断片的に覚えている元いた世界よりもずっと乾いた印象だった。

　そんな馴染みのない世界だが、そこに暮らす人々に大きな違いはないように思えた。

　あちらにはナーガの家族がいて、彼を支え守もり立たてようとする家か臣しんがいたはずだ。

（ここにもいるじゃねえか。俺を助け、俺を受け容いれ、俺を信じ、俺と共に戦おうとする魔女たちが）

「俺おれは、人生や世界には執しゆう着ちやくしないが、人には執着するぜ？　勝利や名誉にもな」

「つまり？」

「俺はどこか別の世界から落ちてきた男だが、今はおまえたちと一いち蓮れん托たく生しようのつもりだってことだよ」

　というナーガの言葉を聞いてディーは愁しゆう眉びを開いたようだ。

「だから勝つのさ。俺とおまえたちの未来を切り拓ひらくためにな。それは俺やおまえたちに限ったことじゃないんだ。魔女全体の未来も懸かっているんだからな」

　ディーだけでなく、レラやセレナ、エレオノーザが力強く頷うなずいた。

「ってわけで、さあ、戦いくさを始めるとするか。戦をして勝利を掴つかむとするか」

「準備はできていま、す」

　レラは地面に並べた多数の呪じゆ符ふに目をやった。

　呪符にはすでに呪じゆ文もんが書きつけられている。

　呪符の呪文は雨の影響をほとんど受けない。

　たとえ濡ぬれていてもレラが呪文を唱えれば、それに呼応して即座に魔法が発現する。

　レラの呪符に視線を向けたナーガは、すぐに顔を上げ、北から続く街かい道どうを見やった。

　もうすぐあそこに八はち八はち旅りよ団だんの精せい鋭えい五百が姿を現す。

（さて。先の戦では歯が立たなかったが……今回はどうかな）

　さながら生きたまま彫像にでもなったかのように、ナーガは身み動じろぎ一つせずに、じっとそちらを見つめている。




　開戦の時は刻々と迫っていた。
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「本降りになってきましたね」

　馬上からハインツァダイがジュエルジュードに声をかけた。

「カサンドラ王国を出るときは晴れていたというのに。どうもついていませんな。これでは火矢も使えないでしょう」

「たしかにな。少し攻撃の手順を変える必要があるか」

　と応こたえたジュエルジュードは、続けて内心でつけ加えた。

（それとも攻撃開始は雨が小降りになるのを待ってからにするか。いや、そもそも魔女が砦とりでに籠こもっているとは限らんのだしな。魔女どもの動向を確認するのが先決か。攻撃方法を変えるのはそれからでも遅くはない）

　そう思ったジュエルジュードは、

「攻撃の手順は魔女どもの動向を確認してから最終的に決めよう」

　と副長に告げた。

「了解であります。ところで」

　ハインツァダイは前方と左右に目を配った後、隣を行くジュエルジュードに訊きいた。

「だいぶ視認距離が落ちてきました。物見部隊を出しますか？」

　二人は二列縦隊で進む先せん鋒ぽう第五中隊の最前列を進んでいる。

　全軍の指し揮き官かんとしては非常識な位置取りだが、ジュエルジュードの場合、いつもこうなので、旅団員は誰だれも気にしていない。

　むしろ、そこに旅団長がいてくれないほうが不安に感じてしまうほどだ。

「そうだな」

　ジュエルジュードは一瞬、考え込む素振りを見せたが、すぐに自分の馬の歩みを止め、鋭い声を発した。

「……いや、止まれ！」

「はい？」

　反射的に馬を止めたハインツァダイが旅団長に顔を向けてきた。

　兜かぶとの面当てを下ろしていないので、彼の顔に幾ばくかの怪け訝げんそうな色が浮かんでいるのがわかった。

「部隊の行こう軍ぐんを止めるのだ」

　理由はわからないが、旅団長が止めろというのだから、否いやも応おうもない。

　ハインツァダイは馬上で上体を捻ひねり、大声で叫んだ。

「中隊止まれ！　行軍停止だ！」

　後ろに控えていた伝令兵が馬首を巡らせるのと同時に、鼓こ手しゆが鉦かねを叩たたいた。

　雨が降っているので太鼓は仕し舞まってある。

　雨音を衝ついて、甲高い鉦の音が辺りに響き渡った。

　八はち八はち旅りよ団だんの第五中隊は二列縦隊を保持したまま、直ただちにその場に停止する。

　隊列を少しも崩さぬ見事な行動だった。

「どうしましたか、団長？」

　とハインツァダイに訊かれ、ジュエルジュードは返答に困った。

　とくに何か気になる点があったわけではないのだ。

　左右の丘きゆう陵りようが街かい道どうに向かってせり出しているので、それまでよりも先の見通しが悪くなっているというだけだ。

　しかも雨が降っているから、副官の言うとおり、視認距離はかなり悪くなっている。

　いるが、それは当たり前のことだ。

　これまで雨の中どころか、雪せつ中ちゆう行こう軍ぐんだって何度も経験している。

　今回よりもずっと条件が悪い中を移動し、戦ったこともある。

　この程度の雨なら、なんの問題もないはずだった。

　それなのにジュエルジュードは、思わず行軍を止めるように命じてしまった。

　何かが彼の直感を刺激したのかもしれない。

（相手が魔女だから……か）

　と思ったジュエルジュードだが、即座にその考えを打ち消した。

　それでは自分が魔女を恐れているのを認めることになる。

　ジュエルジュードは馬上から無言で辺りを見回した。




　先にも触れたが、ジュエルジュードは旅団長でありながら、つねに行軍の先頭を歩く。

　敵と遭そう遇ぐうすれば真っ先に攻撃を受ける位置だが、彼は少しも気にしない。

　彼の中では、敵と遭遇したら真っ先に敵を攻撃できる位置という認識だ。

　そしてジュエルジュードが先頭に立っているのは後方からでもよく見える。

　何しろひときわ大きな馬に並外れた巨きよ漢かんが跨またがっているのだ。

　その姿は味方に絶大な安心感を与える。

　彼は、ただそこにいるだけで味方を鼓こ舞ぶできる、そんな存在だった。

　逆に言えば、彼の姿が見えなくなれば後続の味方は不安に駆られることになる。

　もしかすると混乱を来きたすかもしれない。

　先の一戦で彼の実力と絶大なる部隊の統率力を知ったナーガは、それも狙っている。




「何かありましたか？」

　とハインツァダイが重ねて訊きいてきた。

「いや……とくに何もない」

　そう答えたジュエルジュードは、しかし、自分の行動に少し戸惑っていた。

　気になることがあって行軍を止めたわけではない。

　こうして足を止めて前後左右を見渡しても、とくに変わったことは何もない。

　敢あえて言うなら、密ひそかな敵意を感じた……ということだろうか。

（いや……どうも魔女を気にしすぎているのかもしれん）

　ジュエルジュードは内心で首を振る。

（今回の魔女の戦いくさぶりが、今まで戦ってきた魔女どもとあまりにも違うから少し神経質になっているのやもしれんな）

　ジュエルジュードは剛ごう胆たんではあるが、大おお雑ざつ把ぱでも適当でもない。

　大雑把な者、適当な者では、戦場で生き残る確率は低くなる。

　彼が無敵なのは、細心にして剛ごう胆たん、慎しん重ちようにして勇猛であるからこそだ。

　ジュエルジュードはもう一度、周囲を見渡した。

　何も変わったことはない。

　どこにもおかしなものはない。

（取り越し苦労か）

　ジュエルジュードは内心では苦笑を浮かべながらも、素知らぬ顔で副官を見やった。

「何もないようだ。行こう軍ぐんを再開させよう」

　ハインツァダイはあからさまに怪け訝げんそうな表情を見せはしたが、団長に異議を唱えたり真意を質ただしたりはしない。

「は。行軍を再開させます」

　と復唱し、またもや伝令兵を呼んだ。
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「どうだ、セレナ？」

　丘の上に腹はら這ばいになったまま眼下を見やっていたナーガが訊きいてきた。

　彼の周囲には、やはりディーやエレオノーザ、レラが腹這いになって、緊張を顔に貼り付けたまま前方斜め下方を見つめている。

　一人、セレナだけは、雨が目に入らないように掌てのひらで顔を覆おおい、仰あお向むけの体勢で寝転んでいた。

　彼女は今やずぶ濡ぬれで、薄い衣い装しようは見事に透けている。

　仰向けなだけにかなり危険な光景だが、ナーガは腹這いになっているので上からは覗のぞけないはず……と彼女は開き直って天てん眼げんを行こう使ししていた。

「敵の先せん鋒ぽう部隊は行軍を停止しています」

「後続との距離はどうだ？」

「天眼の範囲内では二陣しか確認できませんが、二陣も先鋒に合わせて止まっています」

「そうか。なら、距離が詰まっているわけじゃないな」

「はい。間かん隔かくはそれほど変わっていません」

「そいつは重ちよう畳じよう」

　ナーガはにやりと笑った。

「連中が止まったときは何か感づきやがったかと肝を冷やしたが、そういうわけでもなさそうだ。概おおむね、こちらの期待通りの進行だな」

「何もないのにどうして行軍を停止させたのでしょう、か？」

　とレラが独りごつように訊いた。

「さて、どうなんだろうな。俺おれにはあの指し揮き官かんの考えはわからないが……何かを感じたのかもしれない」

「何かとはなんです、か？」

「それこそ俺にはわからないがな。戦場では、なんていうか、独どく特とくの勘が働くことがあるんだよ」

「そういうものです、か」

「しかし、凄すごい降りになってきたものだな。これで本当に一いつ時ときも降り続くのか、エレオノーザ？」

　とナーガが不安になるのも無理ないほど、雨の降りは強く──むしろ激しく──なっている。

「一時は保もちますよ。というか、保たせます。なんとしても。ただ……それ以上になると保証はできませんけど」

「そうか。なら問題はねえ。どのみち一時を超えるような乱戦になれば、俺たちに勝ち目はないんだからな」

　そう言ってナーガは笑った。

「ねえねえ、ナーガさん」

　横で腹はら這ばいになっているディーが声をかけてきた。












「なんだ？」

「手前で何かを感じて止まったのなら、仕掛けの前で止まることはないの？　辺りを調べたりすることはないの？」

　ディーのその指摘は皆に共通の思いだったようで、全員が顔をナーガに向けた。

　もっとも天てん眼げんを使っているセレナは、空を仰ぎ見ている関係で顔を向けられないので、こくこくと小さく頷うなずくだけだったが。

「ないだろうな」

「ないの？」

「仮に止まることはあっても、そこで何かを見つけることはできないんだ。あの仕掛けは上から見ただけじゃ絶対に気づかない。俺おれたちが作業のために歩き回った足跡は、この雨が綺き麗れいに洗い流してくれてるし、どこにも痕こん跡せきはないんだ。旅団に魔法の使える奴やつがいて、地下を透とう視しできるなら話は別だがな」

　ナーガがそう言うと、ディーが、あはは、と声を上げて笑った。

「旅団に魔法使いがいるわけないね」

　ナーガも笑みを返す。

「だな。もしそんな奴がいたとしても、俺たちと戦う前にそいつを粛しゆく正せいしてるわ」

　ひとしきり笑っていたナーガたちだが。

　やがて笑みを納めたレラが呟つぶやくように言った。

「しかしノーザの雨はまさに一石三鳥でした、ね」

「自分でも吃驚びつくりしてますよ。わたしの魔法が戦いくさで、まさかこんなふうに役に立つとは思わなかったから」

「いや、役に立つだろ。今まで役立ってなかったのが、俺には不ふ思し議ぎなくらいだぜ」

「ほら、わたしの魔法は仕込みに時間がかかりすぎるでしょう？　だから戦の場合は間に合わないって思い込んでいたのです。基本、わたしの魔法は農作業向きなんです。日照りのときに雨を降らせたり、長雨のときに雨を止やませたり……ね」

「それも状況次第ってことだ。予期しないまま備えもないまま戦が始まる場合もあるし、今回のようにたっぷりと準備時間が取れることもある。どんな魔法にだって、状況に応じた使い道があると思うぞ」

「そう言ってもらえると嬉うれしいな」

　エレオノーザは、はにかむように微笑ほほえんだ。

「自分が戦で役立たずじゃないってことがわかったから」

「役立たずの奴なんかいやしねえよ。役に立たない奴がいるとすれば、適材を適所に配せない無能な上官のせいだな」

　エレオノーザの目が潤んでいるように見えるのは気のせいだろうか。

　そんなエレオノーザをレラが厳しい目つきで見つめているのは、決して気のせいではなかった。

「それはともかく。こうして雨が降れば、作業の痕こん跡せきは綺き麗れいさっぱり消える。雨を含んだ土は重くなる。重くなれば落ち易くなる。雨が染み込んで、旅団員の服も濡ぬれて身み動うごきがし難にくくなる。そして」

　ナーガはそれまでとは違う凄絶な笑みを浮かべた。

「掘り返して軟らかくなっている穴の底は、雨に濡れれば、たちまち泥濘ぬかるみと化すだろう。ただでさえ体が重くなっているんだ、身動きが取れなくなるのは確実だな」

「そこを魔法で攻撃するんだものね。敵には防ぎようがないよね」

　とディーが弾んだ声で言うと、その言葉をナーガが引き取った。

「そうだ。身動きできないところを狙って白銀しろがねの鎧よろいでは防ぎきれない魔法で攻撃するわけだからな。これこそが適材適所ってもんだろう」

「自慢げだねっ！」

　とディーがツッコんだ。

「まぁ、今回の作戦を立てられたのは、すでに一度、奴やつらと戦っているって要因が大きいんだけどな」

　とナーガが言うと、レラが真剣な顔を向けてきた。

「前回の敗戦です、か」

「そうだ。あのときは一敗地に塗まみれたが、おかげで敵の指し揮き官かんの手腕、指揮能力、戦闘力、性向などを把は握あくできた。逆に旅団の奴らは、勝ったことで自分たちの戦闘力に自信を持っただろう。魔女恐るるに足らず、とな。その自信は、過信に繋つながる。驕おごりに繋がる。あの負けも無駄じゃなかったということさ」

　上体を持ち上げたナーガは、わかるか？　という顔でレラとディー、エレオノーザを見やったが、三人には今一つピンと来なかった。

　彼女たちはどう応こたえていいかわからずに、無言でナーガを見つめ返す。

「大事なのは、だ。人間、どれだけ強くても負けることだってあるんだ、要は適材を適所に置いて、負け戦いくさの経験を活かし、次の勝利の糧かてにできるかどうかってことだな。まぁ、おまえらは人じゃなくて魔女だけどな」

　そう言って、ナーガは機嫌よさそうに笑ったが。

「ナーガさん！」

　セレナの切迫した声に、たちまちナーガの笑みは消えた。

「どうした？」

「敵兵に新たな動きが！　先せん鋒ぽう部隊が行こう軍ぐんを開始しました！」

　ナーガは表情も消し、一言、そうか、とだけ言って街かい道どうのほうに顔を向けた。

　そこからでは低く連なる丘きゆう陵りようの陰になって旅団の先せん鋒ぽう部隊はまだ見えないが、ナーガの目はすでに敵部隊を捉えているかのように鋭かった。

　ナーガは何もない荒野を見据えたまま口の端はしを薄く吊つり上げる。

（いよいよ始まるな。ここからが俺おれと魔女の未来を懸けた戦いの本番だ。ここまでありとあらゆる手立てを講じた。相手の戦力も把は握あくし、できる限りの準備をした。たとえ戦力的に劣っていても、これで負けるはずがない）

　ナーガの目には、まだ見えぬ騎馬隊の様子がはっきりと映っていた。

　旅団の先鋒は縦隊のまま、ゆっくりとした足取りで進んでくる。

　その先頭には、あの巨きよ漢かんの騎士が大きな馬に跨またがっている。

　雨降る虚空を睨にらんでいたナーガの視線が、ふっと緩んだ。

（これで負けたら相手が上だったと認めるしかねえわ）
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　ジュエルジュードは前と左右に目を配りながら、慎しん重ちように馬を進めていく。

　魔女が攻撃を仕掛けてくる虞おそれはほとんどないと踏んでいるが、その可能性が皆無ではないとも思っている。

　魔女が居座るエインの砦とりでにこうして少しずつ近づいていくに連れ、目に見えない重圧が体にのしかかってくるような気がする。

　それもジュエルジュードには意外だった。

　行こう軍ぐんを再開させた時点で、副長のハインツァダイは位置取りを先鋒第五中隊の後ろ寄りに変えていた。

　さすがにこの先も団長と副長が一緒に先頭を進むのは無む謀ぼうという判断だ。

　ジュエルジュードは、そこまで自分の力を過信してはいない。

（今のところ何もない。まぁ、当然だが。やはり敵は砦で籠ろう城じよう戦をする気か。それとも、すでに砦からも逃げ出しているか）

　馬を歩ませながら、ジュエルジュードは鋭い視線を右から左へと流していき、また戻していく。

　やはり何も感じられなかった。

　彼の視線は水平方向では前方百八十度の範囲を行ったり来たりしている。

　垂直方向には、零ぜろ度から、つまり水平から上方三、四十度の角度を行ったり来たりしている。

　たまに真上を仰ぎ見ることがあるのは、空を飛ぶ魔法を使う魔女がいるらしいからだ。

　だが、どれほど目を凝らしても平地にも丘の斜面にも敵てき影えいは見当たらず、上空には鳥の一羽すら飛んでいない。

　もっとも雨の降りが激しいので上を向いたまま、まともに目を開けていられないのだが、少なくとも魔女が飛んでくれば見落としようがない。

　気配を消してどこかに潜ひそんでいるのだとしても、そして魔女は気配を消すのが上う手まいのだとしても、攻撃しようという意思までは隠しきれない。

　百ひやく戦せん錬れん磨まのジュエルジュードともなれば、これだけ間近に迫れば、敵の伏ふく兵へいがこちらを攻撃しようとしているのなら、その意図を感じ取ることくらいはできる。

　だが、今のところ攻撃の気配は感じられなかった。

（何者かの視線は感じる。だが……それだけだ。どこかに見張りを置いてこちらの様子を窺うかがっているのか。その場合、魔女どもは砦とりでを捨てていないということになるが……本気で籠ろう城じよう戦をするつもりか？　どうも読み切れんな）

　ジュエルジュードはさらに五感を研ぎ澄まして周囲の気配を探った。

　繰り返しになるが、戦いくさが始まってしまえば剛ごう胆たんで退ひくことなど考えないジュエルジュードだが、戦が始まるまでは用心深くなおかつ慎しん重ちようだった。

　そうでなければ何度もの死戦を乗り越えることなどできなかっただろう。

　だが今回は、とびきり危険な魔女を相手にしているというのに危険な兆ちよう候こうを感じ取れないのが逆に彼の不審を誘った。

　こちらを攻撃するのではなく、息を潜めて一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくに目を凝らしている。

　そんな雰ふん囲い気きなのだ。

（おかしい。いや……これでいいのか。先の戦で我らに完敗を喫きつした魔女どもが、野戦で我らを防ごうとするはずがない……と考えれば、これでいいことになるのだが）

　そう自分を納得させようとしても、ジュエルジュードはいい知れない不安が心を過よぎるのを抑えきれなかった。

　それは一流の戦士だけが持つ独どく特とくの勘だった……と言えるのかもしれない。

　だが、ここで不安の顔を部下に見せるわけにはいかない。

　不安の色を悟られるわけにはいかない。

　指し揮き官かんの不安はたちまち部下に伝染する。

　指揮官の怯おびえはたちまち部隊に蔓まん延えんする。

（そうだ。我らは強い。我らは過去に、あの魔女ども以上に手て強ごわい敵と戦い、これを屠ほふってきたのだ。よけいなことは考えなくていい。我らは我らの強さを信じて敵に立ち向かえばいいのだ。その先には必ず神の祝福が待っている）

　ジュエルジュードはいつにもまして胸を張り顔を上げ、悠然と馬を歩ませる。

　そんな彼に続いて縦じゆう陣じん隊たい形けいの八はち八はち旅りよ団だん先せん鋒ぽう部隊は、雨音だけが響く寂れた街かい道どうを、雨に打たれながら進んでいった。
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　雨は篠しの突つくような激しさになり、兜かぶとの面当てを下ろしても、雨粒が目に飛び込んできそうだった。

　辺りは薄はく暮ぼのような薄暗さになり、雨音も大きいので、敵が忍び寄ってきても気づくのが遅れる、そんな危うい状況になってきた。

（不ま味ずいな。出陣するときの空模様からは、こんな荒こう天てんになるとは思いもよらなかった。どうする？　止まるか？　止まって雨が小降りになるのを待つか？　しかし、もし夕刻まで雨が降り続いてしまえば、ここで夜営することになる。それもあまりぞっとしないな）

　迷いつつ、ジュエルジュードが自問自答しているまさにそのとき。
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　地を揺るがすような衝撃が辺りに走り、どん、という重低音が腹に響いた。

　次の瞬間、ジュエルジュードと彼に続いている第五中隊の団員は、いきなり体が重くなったのを感じた。
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（これは先だっての魔法！　やはりどこかに潜ひそんでいたか、魔女め！　だが！）

「懲こりもせず同じことを！　先に通じなかった魔法が今回は通じるとでも思ったか！」

　前回と同じで、重くなる魔法で足止めしておいてから弓矢や礫つぶてで攻撃してくるとジュエルジュードは判断した。

　前回のときと違って魔女の姿も木で偶くの姿もどこにも見えないのが不審だが、この魔法になら耐えられることがわかっている。

（魔法攻撃の範囲の外にいる後方の兵に長なが弓ゆみで応戦させればいい）

　膝ひざを落とした馬から飛び降りたジュエルジュードは、重くなった自分の体重に耐えようと足を踏ん張った。

　横倒しになった馬が足下で藻も掻がいているが、やがて痙けい攣れんするように小刻みな動きになり、ばたりと首を落とした。

　ジュエルジュードの馬は並外れた巨体なだけに、数倍に増えた自分の馬体重に耐えられなくなったのだろう。

　ジュエルジュードは足を踏ん張ったまま横倒しになった馬に手を伸ばし、突撃盾を手に取った。

　振り返ったジュエルジュードは、魔法の効果範囲外にいる旅団員に長なが弓ゆみを取らせようとしたが、目に飛び込んできた光景に顔を歪ゆがめた。

（何ぃ!?　中隊すべてが魔法の効果範囲内に入っているだと!?）

　全員が膝ひざをついているというあり得ない光景にジュエルジュードは混乱する。

（どういうことだ？　先せん鋒ぽう部隊のすべてが魔法の範囲内ということは、魔女は我らのすぐ近くにいるということになる。でなければ、中隊の先頭から最後尾までが射程に入るはずがない）

　ジュエルジュードは面当てを上げ、歯を食いしばって周囲を見渡すが、どこにも魔女の姿は見当たらない。

　街かい道どうの周囲には身を隠すような物は何もない。

　街道脇の地面に浅めの穴を掘って、そこに身を隠しているのかと思ったが、いくら雨で視界が悪いといっても、すぐ近くにいるなら気づかないはずがない。

　視認できないほど遠くにいるなら、先鋒部隊すべてが魔法の範囲内に収まるはずがない。

（いったいどこに潜ひそんでいる!?　まさか……）

　彼は足下のぬかるんだ地面に目を落とした。

（地中深くまで掘り進め、地下に隠れているのか!?）

　それはそれでありそうだが、しかし、それでは逃げようがないではないか。

（いや、どこに潜んでいるかはともかく。この魔法が来たということは、続いて礫つぶて攻撃が来るということだ）

　ジュエルジュードは盾を構えたまま、後方の旅団員を改めて見やった。

　先の戦いで学んでいる旅団員たちは、ジュエルジュードに指示されるまでもなく、盾を手に取り、身構えていた。

（そうだ、それでいい。礫攻撃が来ても盾で防いでいれば、やがて後続の第四中隊がやってくる。後続部隊に長弓攻撃をさせれば、礫攻撃はすぐに沈黙する）

　重さを増すこの魔法が効いているあいだは魔女からの接近戦がないことをジュエルジュードは見切っている。

　白銀しろがねの鎧よろいが魔法の効果を減げん殺さいしてくれているので、増えた体重が耐えられないほどではないのも前回と同様だ。

（おそらくこの魔法が仲間の魔女にも等しく働くから近づけないのだろう。それ故ゆえ、魔女どもは効果範囲外からの間接攻撃しかできない。それなら大きな脅威にはならない。さあ礫を投げてこい。それで潜んでいる位置が露見する）

　ジュエルジュードは、むしろ礫攻撃を待った。

　だが、いつまで経たっても魔女からの攻撃はなく、何も起きないまま、魔女も姿を現さないまま、時間だけが経過していった。

（どういうことだ？　この魔法だけで吾われらを圧死させられるとでも思っているのか。だとしたら、ずいぶんと舐なめた話だが）

　ジュエルジュードは、この程度では圧死するどころか倒れることすらないぞ、という意志を込めて右足を一歩、踏み出した。

　しかし。

　踏み下ろした足裏から着地感が伝わってこないことに当とう惑わくする。

　思わず足下に目を落としたジュエルジュードは、驚きよう愕がくに顔を歪ゆがめた。

　地面が大きく凹へこみ。

　崩れ落ちていくのが見えた。

「こっっこれはぁあぁぁ!?」

　足下の支えを失ったジュエルジュードは、穴の底に向かって落下した。
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　彼の後方でも、陥かん没ぼつする地面に次々と旅団員が飲まれ消えていく。

　ジュエルジュードはなんとか体を支えようとして空中で手足を動かし藻も掻がいたが、そんなことで落下が止まるはずもない。

　ジュエルジュードと第五中隊の団員は次々に穴の底へと叩たたきつけられた。















　落下の際、ジュエルジュードは強したたかに腰を打ちつけてしまった。

　しかし、穴の深さはそれほどでもなかったのが幸いして、骨や内臓、関節などに異常は感じられなかった。

　腰の痛みを堪こらえつつ、ジュエルジュードは周囲を見回した。

（これはいったい……）

　次に穴の上部を見上げ、雨が目に入らぬように目を細めて観察する。

（落とし穴……というより、これは単なる横穴のようだが）

　ちょうど鉱山で地下深くを掘り進む坑道のように──鉱山の坑道よりも幅はかなり広かったが──長い横穴が続いているのだ。

　そして、これも鉱山で起きる落らく盤ばん事故のように、横穴の天井が抜けたと見るのが実態に即しているだろうか。

（いやしかし。ここから見ても横穴の天井部分はそうとうに厚みがあるぞ。どうしていきなりそれが抜けた!?）

　たしかに騎き兵へい百名は大した重さにはなるだろうが、最初は何事もなく支えていたのだ。

　なんのきっかけもなく、いきなり落盤事故が起きるというのもおかしな話だ。

　それに、騎兵百人は重いといっても、一箇か所しよに固まって載っているのではない。

　天井が支えるのは、実質的には数人分といったところだろう。

（だったら。あれだけの厚みがあれば、天井が落ちるはずがないではないか……。いや、それより何より、この程度の深さの穴なら、落ちて怪け我がをしたところで、せいぜい打ち身か捻ねん挫ざ止まりだ。槍やり衾ぶすまでも敷いてあるならともかく、穴の底には何もない。これで我らを戦闘不能にできるとでも思ったのか？　穴だって、なんとかよじ登れない深さでもないだろうに）

　一人が別の一人を肩車すれば楽に抜け出せそうだし、ジュエルジュードなら、立ち上がって背伸びをすれば穴の縁ふちに手が届きそうではないか。

（よし、試してみるか）

　腰の痛みも引いてきたので、ジュエルジュードは立ち上がって実際に手が届くかどうか確認しようとした。

　したのだが。

　そこで自分はとんでもない思い違いをしていたことに気づいた。

　体が持ち上がらないのだ。

　仰あお向むけに横たわったまま動けないのだ。

　立つどころの話ではなかった。

（っっっ！　あの魔法！　体を重くするあの魔法が効いている！　となると）

　ジュエルジュードは冷や汗が吹き出るのを感じた。

（不ま味ずい！　ここに礫つぶて攻撃が来たら避よけられない！）

　力自慢のジュエルジュードであっても、全身に鎧よろい兜かぶとを着けたまま、体が数倍にも重くなった状態で仰あお向むけの体勢から起き上がるのは至し難なんの業わざだった。

　しかも、穴の底は見る間にぬかるんできて踏ん張りが利かない。

　彼でさえ立てないとなれば、他の旅団員では何をか況いわんやだ。

　そして彼は悟った。

　どうして横穴の天井が抜けたのかを。

（馬か！　馬の重さが何倍にもなったためか！）

　ヴィータの魔法──奏かなでの軽けい重ちよう──は、生き物の重さを増やす。

　人であろうと馬であろうと分け隔てなく。

　そして馬は人よりも遙はるかに重い。

　七十スタウンも八十スタウンもの馬体重（ざっと四百四十㎏から五百㎏だ）がある馬が百頭、揃そろって何倍にも重くなれば、全体でどれほど重くなるか。

　騎馬百頭が騎馬二百頭、三百頭に匹ひつ敵てきする、いや、もしかすると四百頭、五百頭に匹敵するほどの重さになる。

（だから天井は落ちたのか！）

　ジュエルジュードは驚きよう愕がくのあまり思考が瞬時、停止した。

　この魔法がある以上、落とし穴の可能性は考えないでもなかった。

　だから地面の様子には注意を払ってきた。

　幹部にも地面の様子に注意しろと伝えてある。

　穴を掘れば必ず痕こん跡せきは残る。

　掘った穴に土を被かぶせれば、周囲の地面と区別がつく。

　夜ならともかく、注意深く見ていれば気づけるはずだ。

　しかしここまでは、どこにも地面を掘り返したあとはなかった。

　雨で痕跡が流れたのだとしても、すべてが見えなくなるはずがない。

　逆に、これだけ雨が激しくなれば、落とし穴を隠すために敷いた土は流され、土を載せた横木や板が露出してしまうだろう。

　雨の降りが激しくなってからは、逆に落とし穴に気を遣う必要はなくなったなとジュエルジュードは考えたほどだ。

　仮に痕跡を見落として落とし穴に落ちたとしても、それはごく少数の騎き兵へいで済む話。

　残りはその場に停止すればいいだけ。

　落ちた数頭は物見に出したのだ、物見が自らを犠牲にして敵の罠を見破ったのだと割り切ることができる。

　ジュエルジュードはそう考えていた。

　逆を衝つかれた。

　ナーガは旅団の全員が騎き兵へいであることに注目し、それを利用しようとした。

　まんまと計けい略りやくは成功した。

　ヴィータの魔法によって坑道の天井を突き破るほど重くなった騎馬中隊は、揃そろって崩れた地面に呑のみ込まれ、穴に落ちた。

　しかし。

　たしかに第五中隊は穴の底で身み動うごきが取れなくなっているが、このままでは大打撃を与えることはできない。

　黙って見ているだけでは、やがてヴィータの魔力が尽きてしまう。

　いったいナーガは、どうやって敵に打撃を与えるつもりなのか。

　彼の答えは、穴の底で戦う、というものだった。

　とはいえ、ヴィータの魔法が効いているあいだは魔女も動けなくなる。

　ナーガは、その難題をどうやって解決したのか。

　それに対する彼の答えは。





　９






　ヴィータの魔法が効いているのもかまわず、魔女たちの総力を上げて、戦力のすべてを投入して穴に落ちた旅団先せん鋒ぽう部隊を叩たたき、同時に、もし後続が接近してきたらこれを阻そ止しする、というものだった。
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「くそぉぉおぉお！」

　ジュエルジュードは憤ふん怒どの声を上げ、全身の筋肉に力を込めた。

　ただでさえ分ぶ厚あつい筋肉はさらに膨れ上がり、鎧よろいが軋きしんだ。

　泥濘ぬかるみに手足が沈むが、委い細さいかまわず、彼は力を入れ続けた。

　彼の体は少しだけ浮き上がった。

（もう少しだ！）

　あと少しで体を反転させられる。

　ジュエルジュードは歯を食いしばって、なおも腕に、足に、力を込める。

　そのとき。

　十幾つもの妖しい翳かげが、巨大な蚯蚓みみずのようにくねくねと蠢うごめきながら薄暗い穴の底を這はい寄ってきた。

　イクシーヌが放った彼女の入れ墨ずみである。

　ヴィータの魔法の範囲内でも魔法は影響を受けない。

　だから彼女の入れ墨は、こうして平然と動ける。

　本人のほうは坑道に対して直角に掘った小さな横穴に裸になって身を潜ひそめ、数倍に重くなった自分の体を支えたまま、うんうんと唸うなっているのだが、少なくとも彼女の入れ墨はいつもと変わらず動けるし、敵を攻撃することができるのだった。

　イクシーヌの入れ墨に続いて、もっと細長い、それこそ蛇のような物体が、うねうねと這い寄ってくる。

　こちらはクゥの革かわ帯おびだ。

　クゥの革帯は無生物なのでヴィータの魔法の影響を受けない。

　本人からあまり遠くまで離れられないのが欠点といえば欠点だが、イクシーヌと同様、坑道に掘った小さな横穴に隠れているから、少なくとも坑道の向こう側までは革帯が這っていける。

　底に這い蹲つくばっている旅団員を襲うくらいなら不都合はなかった。

　当然、クゥ本人にはヴィータの魔法が効いているから、穴の中で唸りながら重くなった自分の裸の体を支えているのもイクシーヌの場合と同じだった。

　イクシーヌもクゥも、ナーガがこの場にいたら小躍りしそうな素敵な恰かつ好こうだ。

　もっとも、魔法への耐性がないナーガがこの場にいたら、素敵な光景に小躍りする前に内臓が押し潰されているかもしれないが。

　という理由で、ナーガは今回、来たくても戦場へは来られないのである。

　それはさておき、二人の魔法で肝心なのは。

　イクシーヌの入れ墨は当然のことながら、クゥの革帯も厚みはほとんどないから、旅団員の鎧よろいの隙すき間まから中に潜もぐり込めることだ。

　魔女本人から離れて敵を攻撃できるのみならず、相手の鎧を攻撃するのではなく、鎧の中に潜り込み、直じかに本人を攻撃できるというのが二人の魔法の最大の特長だった。

　二人以外にも戦力はいる。

　ランジュがそうだ。

　彼女の場合、イクシーヌやクゥと違って、攻撃するには武器が必要となる。

　そこで彼女は呑のめるだけの武器を予あらかじめ体内に押し込んでおいて、二人同様、裸になって坑道に掘った小さな横穴の中に身を隠していた。

　一度に呑める武器の数には限りがあるから、予備の武器を抱えて、だ。

　とはいえ、ヴィータの魔法で身み動うごきを取るのが難しい。

　そこでランジュは、腹はら這ばいになった自分の前と左右に矢や短剣を並べて置いた。

　これならなんとか這いずって少しだけ移動すれば、置いてある武器を体内に取り込める。

　そして体内に呑のみ込んだ矢や短剣は、彼女が視認できる範囲にある影なら任意の地点に出現させられる。

　身動きの取れない旅団員には逃げる術すべがない。

　もっとも、装甲の隙すき間まを確実に狙わないとならないので、百発百中というわけにはいかなかったが、かなりの確率で敵に致命傷を負わせることができた。

　ほかにはリィリィがいた。

　彼女は雷撃の使い手なので、雨に濡ぬれた敵兵を攻撃するには打ってつけの魔女だ。

　ヴィータの魔法で押さえつけられていても、呪じゆ文もんさえ紡つむげれば雷撃は放てる。

　リィリィも坑道に掘った小さな横穴に寝っ転がって──やはり全裸だった──重くなった自分の体重に必死で耐えながら雷撃を放った。

　雨に濡れている分、いつもより雷撃は通り易やすい。

　白銀しろがねの鎧よろいを着けていてもリィリィの雷撃を無力化することはできなかった。




　イクシーヌ、クゥ、ランジュ、リィリィが裸になっているのは──クゥの場合、革かわ帯おびを放つと自動的に裸になるので意味合いは少し違うのだが──エリュシオーネの魔法で坑道から離脱するときに備えているからである。




　そして。

　大きな礫つぶてが降ってきた。

　これはヴィータの魔法の効果範囲外からアイスが投げている礫だ。

　五十度から六十度ほどの角度をつけて斜め上方に思い切り投げられた礫は、凄すさまじい速度で坑道に降り注ぎ、着弾した。

　ただし。

　アイスはかなり離れた場所から投げているので坑道の中は見えない。

　したがって、敵兵を狙うことはできない。

　それでも雨あめ霰あられと降り注ぐ礫は、十発に一発くらいは敵兵を直撃する。

　装甲に守られていても、手足に当たれば骨折し、胴体に当たれば内臓を痛め、兜かぶとに当たれば気絶する。

　一発必中なのはイクシーヌとクゥの魔法である。

　ただし、攻撃は絞め技主体なので敵兵を倒すまでに少し時間がかかる。

　かかるが、白銀の鎧を攻めるわけではなく着用者本人を直接に攻めるから、鎧の対魔法防御が高くてもあまり影響を受けない。

　二人の操る入れ墨ずみと革かわ帯おびは、確実に旅団員を絞め落としていった。

　入れ墨も革帯も、敵を倒した後はそのまま次の獲物へと襲いかかれるので、二人の魔力が続く限り攻撃も続く。

　確度はやや落ちるが、一撃必殺なのがランジュの魔法だ。

　しかし、彼女の場合、武器が必要なので、それを使い切ってしまうと、それ以上の攻撃はできないのだが。

　一度に広範囲を攻撃できるのがリィリィの魔法の大きな特長だ。

　けれど彼女の魔法は一撃必殺とはいかない。

　いくら雨に濡ぬれていても、白銀しろがねの鎧よろいを着ているから雷撃の威い力りよくは弱められるのだ。

　感電死してしまう者もいたが、多くは痺しびれて気絶する程度だった。

　気絶してしまった団員は、イクシーヌの入れ墨とクゥの革帯の恰かつ好こうの標的だった。

　こうして魔女たちは坑道の底で次々に旅団員を襲い、片かたっ端ぱしから屠ほふっていった。

　まさに適材適所。

　この状況で旅団員がイクシーヌたちの魔法に抗あらがう術すべはなく、もはや一方的な殺さつ戮りくの様よう相そうを呈ていしてきた。




　この戦いを人間の側から見れば「卑ひ怯きよう卑ひ劣れつな魔女の戦い」ということになるのだろうが、しかし、魔女の側から言えば当たり前の戦いだ。

　これは剣を持つか槍やりを持つか弓を持つか、それとも魔法を持つかという、単なる武器の違いだとナーガは考えている。

　人間の兵が剣を振るい槍を突くのと魔女が魔法を使うのとは同等。

　ナーガはそう評価していた。

　これは戦争。

　ここは戦場。

　戦いくさに卑劣も糞くそもない。

　それがナーガの価値観だ。

　事前に勝てる戦力を揃そろえる。

　戦力が劣っていれば、戦力差を埋める策を捻ひねり出す。

　それが相手からすれば卑怯な手段だとしても。

　戦に勝てばいい。

　戦には勝たなくてはならない。

　それがナーガの戦争観だ。

　ただし。

　今回は勝てばいいだけの戦いくさではないとも思っている。

　だから彼は、最後の最後に特別な戦いを用意しておいたのだ。
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「ぬおおぉおぉ！」

　ジュエルジュードが吼ほえた。

　彼の周囲にいる旅団員たちが次々に悶もん絶ぜつ死していく。

　何が旅団員を襲っているのかはよくわからなかったが、魔女の魔法攻撃のせいだということだけはわかった。

「俺おれの八はち八はち旅りよ団だんが魔女どもに蹂じゆう躙りんされている！　こんな馬鹿なことがぁぁあ！」

　怒りの咆ほう哮こうと共に、彼は体を反転させた。

　ようやく仰あお向むけからうつぶせの体勢に変われた。

　顔を打つ雨から逃れられ、ジュエルジュードは大きく息を吐はいた。

（この体勢なら）

　両手と両りよう膝ひざが泥どろに沈みそうだが、かまわずジュエルジュードは掌てのひらで地の底を押し両腕に力を込める。

　筋肉が軋きしみ、上体が持ち上がる。

　すかさず膝を曲げ、腕の力でなおも上体を持ち上げ、腰に力を入れる。

　ジュエルジュードの上半身が真まっ直すぐに立った。

　恐るべき膂りよ力りよくであり背筋力だった。

　彼は近くに落ちていた槍やりに手を伸ばす。

　自分の槍ではなかったが、この際、誰だれの物でもいい。

　槍を掴つかむと、なんとか引き寄せ、柄えの後端を地につけ垂直に立て、両腕で槍に縋すがるように柄の後端を押した。

「ぬぅううぅん！」

　野や獣じゆうもかくやという咆哮を上げ、ジュエルジュードは坑道の底に立った。

　立った分、視認距離が伸びた。

　坑道の向こうまでを見やれば、すでに第五中隊の八割方が動かなくなっているのが確認できた。

「くそ！　どこだ！　魔女はどこにいる!?」

　ジュエルジュードは血走った目で坑道を見回すが、魔女の姿は見当たらない。

「この魔法を使っている魔女を見つけ出し、殺さなければ！」

　ジュエルジュードは槍で体重を支えながら両足に全力を込め、一歩また一歩と、坑道の底を進み始めた。

　だが、一歩進んでは休み、また一歩進んでは休みといった有様で、その歩みは亀のように鈍のろい。

　ジュエルジュードの目には、坑道の端はしが無限の彼方かなたにあるように映った。

　絶望感が彼の体を支配し、同時に憤ふん怒どの炎が彼の目で燃え盛った。

「どこだぁあ！　出てこい、魔女おぉぉ！　姿を見せて俺おれと戦えぇえ！」

　悲憤と悲痛に駆られたジュエルジュードが絶叫する。

　しかしその間にも、坑道の底に倒れている旅団員はイクシーヌたちの魔法に襲われ続けていた。
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　ヴィータは小さな縦穴の底に敷物を敷いて、全裸のまま胡座あぐらを掻かいていた。

　場所は坑道の中央辺りに掘った横穴の下だ。

　横穴の一部をさらに下に掘り進め、穴の上部に横木を渡し、布を張って土を盛り、坑道の側から見ただけでは縦穴の存在を察さつ知ちされないように細さい工くしてある。

　ヴィータのすぐ横にはエリュシオーネのマンテラが置いてあった。

　ヴィータは作戦開始の前に、ここまでエリュシオーネの魔法で運ばれてきたのだ。

　いざというときは彼女が迎えに来て脱出する手て筈はずになっているから、いつでも飛べるようにとヴィータが裸のままなのは、イクシーヌたちと同じである。

　エリュシオーネは全身を現さない限り──具体的には足裏を地につけない限り──ヴィータの魔法の効果外の存在なので、ヴィータが奏かなでの軽けい重ちようを行こう使し中であっても平気で飛んでこられる。

　ヴィータは眉まゆを吊つり上げ、必死の形ぎよう相そうで魔法を行使し続けている。

　額ひたいにも首筋にも華きや奢しやな体にもびっしりと汗をかいており、顔には疲労が色濃く浮かんでいた。

（旅団の奴やつらが穴に落ちたのはわかったが、そのあとどうなっているのやら。この状態で魔法を行使し続けるのは、存外と精神的にキツいものよのう）

　そうは言っても、作戦が失敗に終わるようならエリュシオーネが飛んでくるはず。

（奴が来ないということは、作戦は想定どおりに進んでいるということじゃろう）

　とヴィータは無理やり自分を納得させた。




　ヴィータの想像どおり、このときすでに、坑道に落ちた旅団員はほぼ壊かい滅めつという状況に追い込まれていた。
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　ナーガは戦いくさの推移を丘の上から見守っていた。

　レラ、セレナ、ディー、エレオノーザのほか、戦闘開始と前後して丘に登ってきたハリガン、ケイ、ノノエルもいた。

　彼女たちは、いざというときの予備部隊である。

　もし敵の一部がここに向かってきたときには、それを阻そ止ししてナーガを逃がすために敵の前に立ち塞がる役目を負っている。

　同時に、後続部隊の足止め役を担っているアルルカン以下が苦戦するようなら、現場へ駆けつけ足止めを助けることになっている。

　上空で偵てい察さつをしているユウキも、いざとなれば応援に駆けつける手て筈はずだ。




　坑道の底はレラの遠とお眼鏡めがねを使っても角度的に見えないので、戦闘状況の確認はセレナの天てん眼げんが頼りだが、雨の降りが激しく細部までは見通せないらしい。

　が、現状、大きな問題は生じていないという。

　雨が降っていてもいなくても、坑道の壁に掘った横穴に潜ひそんでいる仲間の魔女の様子は天眼では確認できないが、ときどき坑道を覗のぞきにいっているエリュシオーネからの連絡もないのだから、少なくとも作戦に齟そ齬ごは生じていないということだ。

「どうだ、レラ？」

　丘の縁ふちに片かた膝ひざ落とした体勢で陣取っているレラは、覗いていた遠眼鏡を手放さないまま応こたえてきた。

「まだ後続部隊は姿を見せな、い」

「さらに後方はどうだ、セレナ？」

　赤い瞳で空を見上げていたセレナは、その体勢を崩さぬまま応えてきた。

「この雨のせいで行こう軍ぐん速度が落ちていますね。二陣以降は各部隊とも隊列も乱れがちで、これ以上、行軍速度が上がることはないと思います」

「エレオノーザ、雨のほうはまだ大丈夫か？」

　上空を仰ぎ、遠眼鏡越しに暗あん灰かい色しよくの雨雲を睨にらんでいたエレオノーザは、その体勢のまま応えてきた。

「大丈夫です！　もうしばらくは、この降りを続けられます！」

　ナーガは小さく安あん堵どの息を吐はいた。

「そうか。なら、アルルカンたちが後続の足止め攻撃をするまでもないか。これで先せん鋒ぽうを攻撃中に後続が到着して穴の中のイクシーヌたちが危険に晒さらされる……って虞おそれはほとんどなくなったな」

　ナーガが一番恐れたのは、落とし穴に落ちた部隊に続いて進んできた第二陣が予想外に早く坑道の手前まで進んできてしまった場合だ。

　そのためにアルルカン以下の足止め部隊を配置してあったが、確実に足止めできるとは限らない。

　もっとも、後続が現場に到着したとしても、それ以上進めばヴィータの魔法の効果範囲内に入る。

　坑道の中で戦闘が行われているのを察さつ知ちしても、矢を撃ち込むわけにはいかない。

　何しろ味方がごろごろと転がっているのだ。

　だから直ただちに危険が差し迫るわけではないのだが、それでも無傷の中隊が戦場にいては何かと都合が悪い。

　例えば。

　もしもヴィータの魔法が予想より早く切れてしまったりすれば、第二陣は味方を救おうとして穴の中に入ってくるだろう。

　そこで、隠れている魔女を見つけるかもしれない。

　エリュシオーネが飛んでいったとしても、彼女が運べるのは一度に一人だけだ。

　全員を救出する前に誰だれかが犠牲になる可能性がある。

　周辺を見渡せるという地形的な特徴のため、後続部隊が本陣のあるこの丘に兵を差し向けてくる可能性もある。

　その場合、ナーガは逃げるしかないが、もし見つかったりすれば追撃される虞おそれがある。

　ナーガを逃がすために魔女や奴ど隷れい兵へいを投入することになるが、そうなると犠牲者が出るのは避けられない展開だ。

　仮にナーガが逃げ切れたとしても、指し揮きができなくなるから、穴の中のイクシーヌたちが立ち往生してしまう。

　結局、エリュシオーネが飛んでいってイクシーヌやクゥ、ランジュやリィリィを回収するしかなく、作戦は失敗に終わるだろう。

　だからナーガは、後続部隊が到着する前にけりをつけておきたかった。

「戦況が今一つはっきりとしないというのは、やきもきするものよなぁ」

　とハリガンが独りごちた。




　そのとき。

　ユウキの飛ひ空くう挺ていが、降りしきる雨を衝ついて丘のほうへ滑るように飛んできた。

　弓を撃たれる虞がないので、飛空艇はかなりの低空を飛んでいる。

　穴の中の様子をはっきりと視認してきたのだろう。

　いい報しらせか、それとも悪い報せか。

　ナーガだけでなく、レラ、セレナ、ディー、エレオノーザ、ケイ、ノノエル、そしてハリガンが、緊張を顔に浮かべてユウキの飛ひ空くう挺ていが接近するのを待った。
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　接近してきた飛空艇の上で、ユウキがぐるぐると勢いよく手を回しているのが見えた。

　ということは。

「やったぁぁ──っっ！」

　ディーとエレオノーザが手を合わせて丘の上を飛び跳ねた。

「上う手まくいきました、か」

　レラはため息を吐ついて天を見上げ。

　その背中にセレナが飛びついた。

「やりましたね──っ」

　セレナの勢いに押されてレラはセレナ共々、丘の上の草むらに倒れ込んだ。

「やったか──っ」

　ケイが拳こぶしを握りしめ。

「やったです、やったです──」

　ノノエルはその場でくるくると回った。

　ハリガンだけは厳しい顔つきを崩さず、接近するユウキの飛空挺を見つめていた。




　丘の上まで飛んできたユウキが大声で叫んだ。

「やったよ──っ！　穴に落ちた先せん鋒ぽう部隊は、あの指し揮き官かんを除いて壊かい滅めつ──っっ！」

「そうか！」

　ナーガも喜色を顔に浮かべた。

「エリュシオーネはどこにいる？」

「ヴィータさんを迎えに行った！」

　ヴィータを移動させたあとは、イクシーヌやクゥ、ランジュにリィリィもエリュシオーネが回収する手て筈はずになっている。

　自由を取り戻した旅団長が坑道の中を歩き回ったとしても、彼女たちが襲われることはないだろう。

「ならば、俺おれたちもここを下りよう」

　ナーガが表情を引き締めて傍かたわらに立つハリガンを見やると、彼女は少し強こわばった表情で頷うなずいてみせた。

「あの指し揮き官かんと決着をつけなくてはならない」

「ああ、つけよう。勝つのは吾われらだ」

「ケイ、ライバッハに連絡だ。穴の縁ふちまで奴ど隷れい兵へいを進ませろ」

「わかった！」

　ケイが身を翻ひるがえした。

　ナーガとハリガンを先頭に、レラ、セレナ、ディー、エレオノーザ、ノノエルの七人は、眼下に口を開けている穴の縁を目指して丘を駆け下りていった。





　15






　すでにヴィータの魔法は止やんでいた。

　ということは、彼女は間違いなくエリュシオーネと共に脱出したということだ。

　今頃はエリュシオーネが残りの魔女を回収している頃だろう。

　ナーガは穴の縁に立ち、天井が抜けた坑道を覗のぞき込む。

　坑道の手前側に巨きよ漢かんが仁に王おう立だちになっていた。

（例の指揮官だな。ここから見てもひときわ大きいな）

　彼は天を仰いで身み動じろぎもしていない。

「おい、奴やつに姿を晒さらしてもいいのか？」

　ハリガンは小声でナーガの背中に呼びかけたが、ナーガは平然と応こたえてきた。

「姿を見せなくちゃ交渉事はできないだろ」

「いやまぁ、そうかもしれんが。いきなり攻撃されるかもしれんではないか」

「そのときは」

　ナーガは小さく肩をすくめた。

「避よけて、逃げるよ」

（相変わらず適当だな）

　と睨にらむハリガンを抑えて、ナーガは穴の底に向かって声を張り上げた。

「おまえが八はち八はち旅りよ団だんの指揮官だな！」

　ナーガの声が届くと、巨漢はゆっくりと顔を巡らせてきた。

　アイスの礫つぶてが何発か当たったようで、彼の白銀しろがねの鎧よろいはあちこち凹へこんでいるが、壊れてはいないように見えた。

　面当てが上がった隙すき間まから覗く顔は雨に濡ぬれているが、ナーガには彼が泣いていたように思えた。

「貴様は……何者だ」

　旅団長の声は腹に響くような低音だったが、声こわ音ねには興奮も怒りも感じられず、そこが却かえって不気味だった。

「俺おれはナーガ。おまえの名は？」

「儂わしはジュエルジュード。八はち八はち旅りよ団だんの旅団長ジュエルジュードよ」

「ジュエルジュードか」

　ジュエルジュードは薄い笑みを浮かべて言った。

「それにしても龍王ナーガとは、またずいぶんと大おお仰ぎような名だな。しかし」

　しばし考える素振りを見せた彼は、再び顔を上げ、ナーガの左右に並んで自分のほうを覗のぞき込んでいる魔女たちに視線を向ける。

「そうか。貴様が、そこにいる魔女どもを指し揮きしていたのか？」

「そうだな。そういう理解でいいだろう」

　ナーガに戻したジュエルジュードの視線に敵意が籠こもった。

「なんのためにそんな真ま似ねをする？」

「その前に一つ訊きいておきたいが」

「なんだ？」

「おまえは、あくまで魔女を神の敵と見るのか？　人の敵と断じるのか？」

「当然だ。神の戦士として魔女のような危険な存在を許しておくわけにはいかん。魔女は人の社会に、人の世界に、災いと混乱をもたらす存在だ」

　ジュエルジュードはナーガの左右に居並ぶ人影を睨にらみつけた。

　薄暗くて顔立ちまでは判然としないが、そこにいるのは魔女だ。

　彼が誅ちゆうすべき魔女だ。

「そうか」

　と応こたえ、ナーガは小さく嘆たん息そくした。

（まぁそうだろう。絶対的な価値観の違いは言葉では説得できない。坊主どもなら折しやく伏ぶくと言うところだろうが……俺は居もしない神を語って世俗に介入する坊主どもを許せない。こいつは坊主ではないようだが、神の戦士などと名乗っても、結局、腐れ僧そう兵へいと同じよ。予定どおり、こいつはここで倒しておく）

　ナーガはジュエルジュードに強烈な意志の籠もった視線を据えた。

「先ほどのおまえの問いに答えよう。俺がなんのため魔女と共に戦っているのか。それは魔女と人とが共に暮らせる世界を創るため……だ」

「な!?」

　初めてジュエルジュードが驚きを露あらわにした。

「貴様……本気で言っているのか？」

「本気だとも」

「神に仇あだなす不ふ敵てきなことを。だが、それでわかった。どうして魔女どもが黒い森を下りてきたのか。どうして魔女が、これまでにない戦いくさをしているのか。そうか、貴様が」

　巨きよ漢かんの旅団長はもう一度、視線をナーガから居並ぶ魔女たちに向けた。

「ともあれ儂わしは負けた。儂の旅団は負けた。それだけの魔女に同時に攻撃されれば、儂の鎧よろいも保もたないだろう。部下をみすみす死なせて儂だけが生き延びようとも思わぬ。殺すがいい。おまえたちの敵、神の旅団の団長を嬲なぶり殺しにできる好機など、そうそうないぞ」

「寄って集たかっておまえを殺すのは可能だが、そうはしない」

　ジュエルジュードの顔に怪け訝げんそうな色が浮かんだ。

「……なに？」

「おまえとは、指し揮き官かん同士が一いつ騎き打うちをして決着をつけよう」

「貴様が？　この儂と？」

「いやいや、俺おれじゃねえよ。これは魔女と旅団の戦だからな。俺は魔女の味方だが、魔女じゃねえ。旅団の指揮官の相手をするのは魔女の長おさが相応ふさわしいだろ。ってことで、どうだ、こちらの魔女長と正々堂々の一騎打ちをしねえか？」

　ジュエルジュードは目を見開いた。

「魔女が？　正々堂々の一騎打ちを望む……だと!?」

　彼は本気で驚いている。

　しかし、同時に嘲あざけるような、侮あなどるような感情も湧いていた。

「そうだ。おまえが勝てば俺たちは森へ引き揚げる。エインの砦とりでも返却しよう」

　ジュエルジュードは鼻で笑った。

「そんな巫ふ山ざ戯けた提案を儂が呑のむとでも？」

「呑まないのか？　指揮官同士の一騎打ちを断るのか？　神の旅団の旅団長が一騎打ちの申し出を断ると？」

　ジュエルジュードの厳いかつい顔が歪ゆがむ。

（それを指摘されると……おいそれとは退ひけんな。だが、どういうことだ？　今さら一騎打ちなど、魔女どもになんの利もない提案ではないか。俺に勝ったところで、すでに先せん鋒ぽうは壊かい滅めつしているんだ、奴やつらの勝ちに変わりはない。俺に負ければ、その勝利すら失うというのに。それに）

　ジュエルジュードは時間経過を考えた。

（いくらなんでも、そろそろ後続部隊が到着する頃合いだろう。俺と戦っているあいだに後続が来たら、どうするつもりだ、こいつら）

　いくら考えても相手の意図がわからない。

　相手の狙いが読めない。

　ジュエルジュードは少しく混乱した。

　ナーガは勝利の先にある次の勝利を見ている。

　その先にある未来を展望している。

　だが、ジュエルジュードには、今ここでの勝ち負けしか見えていない。

　魔女と人とが共に暮らせる世界を創るために、人間社会に定着した「卑ひ怯きよう卑ひ劣れつな魔女」という評価を覆くつがえす必要がある。

　そのためにはここで危ない橋を渡る必要がある。

　ナーガがそう判断したことなど、ジュエルジュードには想像もつかなかった。




「どうする？　あまり時間的な余裕はないんでな。早めに返事をくれるとありがたいが」

「いいだろう！」

　ジュエルジュードが吼ほえた。

「儂わしに一いつ騎き打うちを挑んだこと、後悔させてやる。全員で嬲なぶり殺しにしておけばよかったと後悔させてやる。貴様ら魔女には、そんな卑劣な真ま似ねがお似合いだ。騎士を気取った一騎打ちを申し込んだこと、心底、後悔させてやるぞ！」

　巨きよ漢かんの体から闘気が溢あふれ出し、渦巻いた。

　穴の上から覗のぞいているナーガが思わず顔を引きそうになるほどの凄すさまじい闘気だった。

「で、儂の相手は誰だれだ？　相手をする魔女には死ぬ覚悟をしろと言い聞かせておけ」

　ナーガは険しい視線をジュエルジュードに据えたまま叫んだ。

「ハリガン！」

「おお！」

　応こたえたハリガンがナーガの隣に進み出る。

「貴様の相手は吾われだ、ジュエルジュード。ハインドラ一族の長おさ、ハリガン・ハリウェイ・ハインドラが相手だ！」

　穴の縁ふちを見上げたまま、ジュエルジュードは値踏みするような視線をハリガンに向けてきた。

「貴様か。儂はこれまで何人もの魔女を屠ほふってきた。相手の見た目に惑わされはしない。そのつもりでかかってこい」

「元より承しよう知ちだ」

「で。どこでやる。ここか？　儂は組み討ちでもかまわんが？」

　不ふ敵てきな面構えでジュエルジュードがそう言うと、ナーガは、いや、と首を振る。

「ここまで上がってきてくれ。それに得え物ものを取ってくれてかまわねえ」

「本気か!?　儂に槍やりを持たせて勝てると、本気で思っているのか!?」

　ジュエルジュードは心底、驚いた。

　魔女が一騎打ちを申し込んできたことだけでも驚きなのに、自分が得物を持つことまで認めるとは。

（儂わしの力を知らん……わけがあるまい。どういうつもりだ？　まさか、一いつ騎き打うちだと思い込んだ儂の隙すきを衝ついて他の魔女が不意打ちをするつもりか？　いや、そんな面倒なことをするなら、ここで儂を攻撃すればいいだけだ）

　ナーガと魔女たちの真意が読めず、ジュエルジュードは困惑する。

　ジュエルジュードの驚きと困惑を無視して、ナーガが呼びかけた。

「いま綱つなを下ろす」

　ジュエルジュードは、はっとして顔を上げる。

（理由がどうあれ、相手の思惑がなんであれ、どのみち闘やるのだ。理由の詮索など、あとですればいい）

　ジュエルジュードは、そう開き直ることにした。

「無用！」

　と一言吐はき捨てると、ジュエルジュードは槍やりを一本、放り投げた。

　彼の投げた槍が穴の外の地面に溜たまった水に落ちて泥どろに塗まみれた。

　それからジュエルジュードは悠然と背伸びをして両手を垂直に伸ばす。

　彼の両手が穴の縁ふちに届いた。

（跳びもせずに手が届くか。本当に背が高いな、こいつ）

　とナーガは感心してしまう。

　両手を穴の縁に置いたジュエルジュードは、穴の底を蹴けった反動で巨体を持ち上げると、続けて右足を上げ、足裏を穴の縁に載せた。

　両手と右足で体を持ち上げ、旅団長は誰だれの助けも借りずに坑道の底から地上へと戻り、その場に立った。

　仁に王おう立だちになったジュエルジュードは冷徹な視線をハリガンに向けてきた。

　当然のことながら、ハリガンはいつもの極薄で極小の衣い装しようしか身に着けていない。

　雨に濡ぬれた衣装が肌に密着している様はなかなか艶つややかな印象だが、ジュエルジュードはハリガンの出いで立たちに気を取られることなく、吐き捨てるように言った。

「その恰かつ好こうで儂と戦うだと？　ずいぶんと舐なめられたものだな。槍の穂ほ先さきが掠かすっただけで貴様の体は真っ二つになるぞ。せめて鎧よろいを着けたらどうだ？」

「案じてくれるのはありがたいがな。貴様の槍が掠めるまでもなく吾われは貴様に勝つ！」

　ジュエルジュードは嗚お咽えつするように低く笑う。

「なかなか面白いことを言う。貴様のその自信、仲間に不意打ちさせようという企たくらみから来ていなければいいがな」

　ハリガンが気け色しきばんだ。

「貴様こそ舐めるな！　他の魔女には手出しさせない」

　しかし、ジュエルジュードは軽侮の色を目に浮かべる。

「魔女の約やく定じようを信じろと？」

　そんな彼に、ナーガが横から声をかけた。

「俺おれが約束しよう。あくまでおまえとハリガンの一いつ騎き打うちだ。貴様こそ、一騎打ちの最中に配下を嗾けしかけたりしないだろうな」

　と言って、ナーガが穴の向こうを指さした。

　篠しの突つく雨の中、第二陣の第四中隊の先頭が姿を現したところだった。

（ようやく来たか。この豪雨のせいで予定よりだいぶ遅れたな。しかし。後続が来ても、この流れでは連中を投入することはできん。それは神の戦士の戦いではない）

　ジュエルジュードは相手に乗せられているのを感じつつ、しかし、栄誉ある八はち八はち旅りよ団だんの旅団長としてこう答えるしかなかった。

「神の戦士を舐なめるな！　後続部隊が来たといって、そのような卑ひ劣れつな真ま似ねを我らがするはずなかろう！」

　長く大きな穴が開いているのを認めた後続部隊は、慌てて下馬すると、穴の縁ふちまで駆け寄ってきた。

　彼らに向かってジュエルジュードは大だい音おん声じようを張り上げる。

「そこで止まれぇえ！」

　ジュエルジュードの声を聞き、彼の姿を認め、駆け寄ってきた旅団員は穴の向こう側で停止した。

「今から儂わしが魔女の長おさと一騎打ちをする！　誰だれも手出しは無用ぞ！　そこで闘いの行方を見届けよ！」

　何がどうしてそうなったのかわからず、第四中隊の面々は怪け訝げんそうな、不審そうな顔で旅団長と彼の周囲にいる魔女たちを見やった。

　戦闘の推移こそわからないが、ジュエルジュード本人が一騎打ちをすると言っているのだから、彼らに邪じや魔まをする気はない。

　第二陣の第四中隊隊員が続々とやってくるが、全員が馬から下りて穴の向こうに並び、息を呑のんで旅団長と魔女長の戦いを見守る態勢だ。

「では、得え物ものを取れ、ジュエルジュード」

　というナーガの声に、ジュエルジュードは腰を屈かがめ、放り投げておいた槍やりを拾った。

　自分の槍より軽いのが難点だが、しかし槍を持った以上、相手がどんな魔法を使おうとジュエルジュードは負ける気がしなかった。

　泥どろ水みずに塗まみれた槍を手で扱しごいたジュエルジュードが槍を構えて相手に顔を向けると、薄く小さな衣い装しようのまま自分を見つめているハリガンと目が合った。

（ほう。覚悟を決めた者独どく特とくのいい目つきだ）

　そのとき初めてジュエルジュードは、一騎打ちだというナーガの言葉を、他の魔女には手出しさせないというハリガンの言葉を、信用する気になった。

　ジュエルジュードに、ひたと視線を据えたまま、ハリガンは声を張り上げる。

「いざ尋じん常じように勝負だ、ジュエルジュード！」

「魔女から尋常の勝負を挑まれるとは思わなかったな」

　一瞬、皮肉の笑みを浮かべたジュエルジュードだが、すぐに笑みを消した。

「よかろう！　尋常に勝負という貴様の心意気、見事である。ハリガン・ハリウェイ・ハインドラ！」

　ジュエルジュードは右手に力を入れ、手にした豪槍を持ち上げる。

「一族を代表して神罰を受けるがいい。貴様の首に免じて、他の魔女が森へ逃げ帰るのは見逃してやる！」

　麾き下かの中隊を壊かい滅めつさせてしまった衝撃と自責の念に囚とらわれていたジュエルジュードだが、今や神の戦士としての自負と誇りを取り戻していた。
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　そうこうしているあいだに、エリュシオーネに連れられて戻ってきたヴィータやイクシーヌ、クゥ、ランジュ、リィリィなども集まってきた。

　もちろん、いつもの衣い装しようを身に着けて、だ。

　ユウキだけは上空に留まり、飛空艇を旋せん回かいさせている。

　ハリガンとジュエルジュードの一いつ騎き打うちを見守るだけでなく、後続部隊がおかしな動きをしないかどうかを見張るつもりなのだろう。

（あいつ、だいぶわかってきたじゃねえか）

　命令を受けずとも、今ここでやってほしいことを進んでやろうとしているユウキを見て、ナーガは心強く感じた。

　作戦成功をユウキから教えられ、足止め役のアルルカンたちも戻ってきたから、魔女のほぼ全員がその場に集結したことになる。




　エリュシオーネの肩を借りながら少しよろめく足で歩くヴィータは、小さく呟つぶやいた。

「ハリガンめ、負けたりしたら承しよう知ちせんぞ。裸に剥むいて木から吊つるしてやるからの」

（ハリガンさんを吊したら、木の枝が折れそうだな）

　とエリュシオーネは思ったが、そんな感想をハリガンに知られたら全身の骨を砕かれるだろうから、決して口には上のぼせない。

「姉あね様さま頑張っ、て」

　レラは祈るように手を合わせ。

「姉あね様さまなら勝てるです」

　ノノエルは、何度も何度も頷うなずいて。

「あ──、なんか自分が闘うより緊張する──」

　ケイは全身を緊張で固くして。

「大丈夫です。姉様なら必ず勝ってくれます」

　アイスはそう自分に言い聞かせたが、彼女の顔にいつもの笑みは浮かんでいなかった。




　他の魔女たちもハリガンの勝利を願い、対たい峙じする二人──ハリガンとジュエルジュード──を息を呑のんで見つめるのだった。
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　ハリガンとジュエルジュードは五ヤルドほどの距離を置いて睨にらみ合う。

　その中間にナーガが立っていた。

　二人が睨み合っているのは、長方形に口を開いた穴の長辺の中程だ。

　その南側に魔女たちが居並び、さらにその後方に奴ど隷れい兵へいが居並んでいた。

　旅団の第四中隊は、穴の短辺の向こう側で横おう隊たいになっている。

　そちらの側に魔女はいないので、一いつ騎き打うちの様子は見通せるはずだ。




「俺おれが見届け人となる。用意はいいな、二人とも！」

　そう言って二人を交互に見やると、ナーガはするすると後方へ下がっていった。

　二人から充分に距離を取ったナーガは静かに右手を挙げる。

　そこで一拍置くと、彼は勢いよく右手を振り下ろした。

「よし、始めろ！」

　二人は動かない。

　じっと相手を睨んだままだ。

（奴やつが魔女である以上、魔法で攻撃してくる。それがどんな魔法なのかを見極めるまでは、こちらからは迂う闊かつに動けん）

　というのがジュエルジュードの考えだ。

　槍やりに絶対の自信がある彼は、後ごの先せんを取る闘い方を選んだ。

　一方、ハリガンは静かに魔力を練り上げている。

　ジュエルジュードが攻撃してくれば、その勢いを利用して髪の毛を撃ち込む。

　相手が出てこなければ、魔力を練り上げ、髪の毛による打撃力を増しておく。

　それがハリガンの考えた作戦だった。

　充分な魔力が行き渡ったのか、ハリガンの豊かな蒼あお黒ぐろの髪がいきなり持ち上がる。

　それを見たジュエルジュードは槍やりを両手持ちに変えて体の前面に構えた。

　唐突にハリガンの髪の毛が伸びた。

　大きな塊となって頭上に持ち上がった髪の毛を保持したまま、ハリガンはジュエルジュードに向かって疾はしった。

（あれが奴やつの魔法か）

　だが、まだハリガンの攻撃方法がわからない。

　ジュエルジュードは槍を構えたまま、ハリガンの接近を待ち受ける。

　ほんの僅わずかな間まで彼女の髪の毛は槌つちの形状を取り、ジュエルジュードを間合いに入れたときには、髪の槌が彼の体に襲いかかっていた。

　水平方向からの一撃がジュエルジュードめがけて放たれた。

　だが、ジュエルジュードはそれを避よけようともせず、受けようともせず、足を踏ん張り、槍を頭上に振り上げた。

　ハリガンの槌状の髪の毛がジュエルジュードの鎧よろいの側面を激しく叩たたく。

　ふつうなら相手の骨は砕け、体は宙に吹っ飛んでいる。

　なのにジュエルジュードは足を踏ん張り、全身に力を込め、ハリガンの一撃に耐えた。

「なんとっっ!?」

　相手の力量を認めていたハリガンも、さすがに自分の髪の毛による殴打をまともに受け止められるとは思っていなかった。

　髪の毛が長く伸びたとはいえ、相手の体を殴打するためには、ある程度まで接近しなくてはならない。

　そしてその距離は、ジュエルジュードの槍の穂ほ先さきが届く間合いでもある。

　頭上に持ち上げた豪槍をジュエルジュードが振り下ろそうとしている。

　躱かわせる間合いではない。

　まさに肉を切らせて骨を断つ戦法。

　並外れた巨きよ漢かんのジュエルジュードならではの闘いだ。

　髪の毛の一撃に全力を込めたハリガンは躱せる体勢にはない。

　無手のハリガンがジュエルジュードの槍を受け止められるはずもない。

　何人かの魔女は目を瞑つぶり。

「ハリ姉ねえっっっ!?」

　誰だれかの悲鳴が上がった。

　だが、ハリガンは避けようとしなかったし、受け止めようともしなかった。

　即座に髪の毛をバラしたハリガンは、髪の毛の先端でジュエルジュードの槍の柄えを横から突いた。

　手元に近い箇か所しよを突いただけだが、それで穂ほ先さきの軌道は変えられる。

　勢いがついている分だけ、変えられた軌道を修正することは、さすがのジュエルジュードにもできなかった。

　ハリガンの体のすぐ脇を槍やりの穂先が通過し。

　風圧で彼女の衣い装しようがはためき、髪が舞い上がる。

　槍の穂先が地面にめり込んだ隙すきにハリガンは後方へ跳んだ。

　跳ぶと同時に髪の毛先で地面を突き、跳躍の補助とする。

　ハリガンは後ろへ三ヤルドほども跳んで、ジュエルジュードから距離を取った。

（むうぅ。全力を込めた一撃を避よけもせずに受け止めるとは。その上、骨が砕けもしないとは。いったいこやつ、どれほどの化け物なんだ）

　ハリガンは髪の毛を持ち上げたまま油断なく身構える。

　一方のジュエルジュードも、槍を構えたままハリガンに視線を据えていた。

（あの至近距離から儂わしの槍を避けたか。さすがに魔女長おさと言うだけのことはある。だが、奴やつの魔法は知れた。あの髪の毛が奴の武器。まだ何か隠しているかもしれんが……もっと大きな魔法があるのなら、初撃に使わぬはずがない）

　ジュエルジュードは油断なく身構えたまま、じり、と一歩進み出た。




　周りで見守る魔女たちも。

　穴の向こうから遠えん望ぼうしている旅団の兵たちも。

　息を潜ひそめ、身み動じろぎも忘れ、二人の激闘に見入っている。

　ナーガも、手に汗を握って二人の攻防を見つめていた。




（直接攻撃が利かぬのなら、距離を取ったまま攻撃するまでよ）

　ハリガンの髪の毛が動いた。

　髪の毛が前方に向かい、先端が無数に分かれた。

「む！」

　それが何を意味するのかはわからない。

　だが、ジュエルジュードは歴戦の戦士だけが持つ経験と感覚で、ハリガンが攻撃してくることを感知した。

　咄とつ嗟さに槍から放した左手を、ジュエルジュードは眼前に持ち上げた。

　何十本もの髪の毛が飛んできたのはその直後だった。

　ジュエルジュードは兜かぶとの隙すき間まを左手で隠す。

　手てつ甲こうに覆おおわれた左腕の肘から先の部分に、ハリガンの髪の毛が突き刺さっていた。

　これには、さすがのジュエルジュードも冷や汗をかく。

　反応があと少し遅かったら、兜かぶとの隙すき間まから目を刺されていたことだろう。

（危なかった……）

　ジュエルジュードは少し左腕を動かして、手てつ甲こうに刺さっている髪の毛を見やった。

（それにしても、この髪の毛、まるで鉄の針かというほど固く鋭いではないか）

　だが、ジュエルジュードの目の前で、髪の毛はすぐに柔らかさを取り戻し、はらはらと手甲から抜け落ちていった。

（魔法とは、げに恐ろしきものよ。だが、そろそろ種も尽きよう。魔力にも限度があるのだしな。儂わしは奴やつの髪の毛を受けきれば、それで勝てる）

　魔女の戦闘力は予想よりも遙はるかに高かったが、それでもジュエルジュードは負ける気がしなかった。

　ジュエルジュードはハリガンを相手にしながら、ほかの魔女の動向にもそれなりに気を遣っていた。

　しかし、今のところナーガやハリガンが言ったように、別の魔女が不意を衝つこうとする気配はまったくない。

（魔女にも約やく定じようを守る者がいたこと、記憶に刻んでおこう。だが、しょせん髪の毛。どれほど固く尖とがらせようと、何度刺そうと、儂の鎧よろいを貫くことはできん！）

　ジュエルジュードは槍やりを構えて、さらに一歩、踏み出した。

　ハリガンは一歩下がって、また髪の毛を発射してきた。

　今回は兜ではなく鎧を狙った。

　白銀しろがねの鎧の腹部に数十本の髪の毛が刺さった。

　だが、ジュエルジュードの思ったとおり、髪の毛が鎧を貫くことはなかった。

　髪の毛はすぐ力をなくし、だらりと垂れ下がり、はらりと地に落ちた。

　ジュエルジュードは不ふ敵てきな笑みを浮かべ、また一歩、足を踏み出す。

　ハリガンは下がりながら、先ほどと同じように髪の毛を撃ってきた。

　だが、結果も同じだった。

　固く尖らせた髪の毛の先端は鎧に刺さるが、貫通することは敵かなわない。

　刺さった髪の毛も、すぐに魔力切れとなり、はらりと地に落ちるのも同様だった。

「何度やっても結果は同じよ！」

　と吠ほえてジュエルジュードが進み。

　ハリガンは下がりながら髪の毛を撃つ。

　それを何度も繰り返し。

　二人の立つ位置が十ヤルド前後も動いただろうか。

　二人の移動に連れて自分の立ち位置を注意深く変えていたナーガは、そのとき奇妙なことに気がついた。

（奴やつの鎧よろいに刺さっている髪の毛が最初に比べて少し短い？　まさかハリガンの奴、魔力が切れかかっているのか!?）

　厚い鉄板すら撃ち抜くハリガンの髪の毛が通らないのは、ジュエルジュードの鎧が魔力に対する防御力の高い白銀しろがね製だからだろう。

　鎧を貫こうと、ハリガンはおそらく全力で髪の毛を撃っている。

　いつもより魔力切れが早まっても不ふ思し議ぎはない。

（ハリガンでも勝てないのか……）

　ナーガは、ハリガンにすべてを託たくした。

　この一いつ騎き打うちに魔女の未来を懸けた。

　だから、敢あえて二の矢、三の矢は用意していない。

　もしもハリガンが敗れるようなことがあれば、ジュエルジュードの帰隊を黙って見ているしかない。

　自らが約束した以上、エインの砦とりでも捨てて森へ帰るしかない。

　ジュエルジュードのほうも、ハリガンに免じて他の魔女たちが逃げるのを見逃すと言ったから、森へは帰れるだろう。

　しかし、そのときすでにハインドラ一族は族長のハリガンを失っているのだ。

　その後の人の軍の攻勢に抗しきれないのは火を見るよりも明らか。

　そうなれば、ハリガンの一族と共に戦い、「魔女と人とが共に暮らせる世界を創る」というナーガの構想は根底から崩壊することになる。

（別の手立て、方策を考えなくちゃならないな……。少し欲張りすぎたか？　少し急ぎすぎたか？）

　ナーガはこの世界に落ちてきてから初めて、苦い後悔の味を味わっていた。




（いや……？）

　ナーガはふと気づいた。

　ハリガンの顔に絶望感が見えないことに。

　焦りの色も見えない。

　これまで何百本と撃ち込んだ髪の毛すべてが鎧で防がれているというのに、ハリガンは後退しながらも、ひたすら、黙々と、髪の毛を撃ち込んでいる。

（何か考えがあるんだな!?　何を狙っていやがる、ハリガン！）

「無駄、無駄、無駄ぁぁあ」

　ジュエルジュードの咆ほう吼こうが空気を震わせた。

「そろそろ貴様の髪の毛を受け止めるのにも飽きてきたな。次は貴様が儂わしの槍やりを受け止めてみせよ。受け止められるものならなぁ」

　ジュエルジュードは掲げた槍やりを頭上で回した。

　空気を切り裂く音が辺りを震わせる。

「その素そっ首くび、刎はねてやるわ。だが安心しろ。痛みを感じる間すらない」

　槍の回転を止めたジュエルジュードは、槍を右脇に抱え両足を軽く前後に開いた。

「魔女の血は何色だ!?」

「ほざけっ！」

　ハリガンはまた髪の毛を発射した。

「だから無駄だと言っていようがっ！」

　前から飛んでくる髪の毛を避よけようともせず、ジュエルジュードはハリガンに向かって一いつ足そく飛とびに間合いを詰めようとした。

　したのだが。

　体から力が抜け、ジュエルジュードは思わず片かた膝ひざを落としてしまった。

　腹部と胸部に、小さな、しかし鋭い痛みがある。

「な……なんだ!?」

　思わず目を落とした彼が見た物は。

　鎧よろいに半ば埋まっている髪の毛だった。

　先ほどまでは先端が刺さっただけだった。

　しかし今は、その半ばまでが埋まっている。

　ということは。

　ハリガンが今までより短い髪の毛を飛ばしたのでなければ、髪の毛はジュエルジュードの鎧を貫通したということだ。

　髪の毛は回転しながら、ジュエルジュードの目の前でなおも鎧に潜もぐり込んでいった。

　旅団長は腹部と胸部のきりきりとした鋭い痛みが増していくのを感じた。

「鎧を貫いたというのかっ!?　だが、どうして……どうして……」

　片膝を落としたまま苦痛に顔を歪ゆがめるジュエルジュードは、はっとして顔を上げた。

「まさか……まさか、貴様、ずっと同じところを狙い続けていたのか!?」

「そのとおりよ」

　ハリガンはその巨大な胸を大きく張った。

「寸すん分ぶん違たがわず同じところに突き刺して、貴様の鎧を少しずつ削り穴を穿うがち、最後の一撃で貫通させたのだ」

「ぐぅうぅ」

　ジュエルジュードは獣のように低く呻うめき、口から血を吐はいた。

　刺さった十数本の髪の毛は後端が覗のぞいているだけだ。

「貴様の臓器には十数カ所もの穴が開いている。貴様がどれほど肉体を鍛きたえようと、内臓までは鍛きたえられなかったようだな。これまでだ、ジュエルジュード」

「むぅぅう……見事……だ。認めよう……貴様が一流の戦士であったこと……を」

　負けを悟ったジュエルジュードは、手に持った槍やりを捨て、最後の力を振り絞って再び立ち上がり、両手を上げ、兜かぶとを外した。

　そこに現れた彼の顔は血と泥どろに汚れてはいたが、その表情は意外に清すが々すがしいものだった。

　ジュエルジュードは足を踏ん張り呼びかける。

「ナーガよ」

「なんだ、ジュエルジュード？」

「貴様、人と魔女とが暮らす世界を創って何をする気だ？」

「俺おれは新しい世界を創りたいだけだ。人と魔女とが、人と人とが、互いに争わなくていい、そんな新しい世界を創りたいだけだ。そこで暮らす人と魔女とがどう関わっていくかは、人と魔女との問題だ。人と魔女自身が決めればいいことだ。神の決めることではないし、坊主が口を出すことでもない」

　ナーガの主張は、ジュエルジュードにとって決して受け容いれられないものだった。

　ジュエルジュードは苦く悶もんの表情を浮かべ、最期の言葉を放った。

「貴様は。貴様こそが神の敵だ。貴様に比べれば、魔女など可愛かわいいものなのかもしれん。貴様が龍王ナーガだと言うならば……」

　ジュエルジュードは唐突に笑った。

　地を揺るがすような声で笑った。

「儂わしは最後の最期に面白いものを見た」

　不意にジュエルジュードの全身から力が抜け。

　彼の巨体が前方へ傾かしぎ。

　ずぅぅうん。

　地を揺るがして地に倒れ伏した。

　辺りは雨音すら消えたような異様な静けさに包まれた。

　その静けさの中、ナーガが進み出てきた。

　倒れたジュエルジュードの傍かたわらに跪ひざまずいたナーガは彼の体を検けん分ぶんしていたが。

　やがて立ち上がったナーガは、右手を高々と掲げ、大だい音おん声じようを発した。

「勝負あった！　ハインドラ一族の魔女長おさ、ハリガン・ハリウェイ・ハインドラが、八はち八はち旅りよ団だんの旅団長ジュエルジュードを討ち取った！」
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　身み動じろぎも忘れて見守っていた魔女たちが一斉に歓声を上げ、ハリガンに向かって突進し、彼女に飛びつき、抱きついた。

「やったぁぁ、ハリ姉ねえ、やったぁぁ！」

　飛びついてきた魔女たちを受け止めることもせず、ハリガンはふらふらとその場にへたり込んだ。

「あ、あれ、ハリ姉？」

「大丈夫ですか、姉あね様さま？」

　ケイやアイス、レラを始めとする一族の魔女たちがハリガンを取り囲み、心配そうな顔で覗のぞき込む。

「いや……もう魔力が限界だ……あの一撃を受け止められていたら、本当に首と胴が泣き別れになっていただろう……」

　その一言で魔女たちは勝敗の差が紙一重だったことを悟り、揃そろって安あん堵どの息を吐はいた。

　一族の長おさ、ハリガンの強さを頼もしく思うのと同時に、そのハリガンと紙一重の勝負を繰り広げたジュエルジュードが真の強きよう者しやだったことも感じ取った。

　喜びが爆発してもいい場面だが、健闘虚むなしく斃たおれたジュエルジュードを慮おもんぱかったのか、誰だれの口からも──ユウキからでさえ──勝利の雄お叫たけびは上がらなかった。

　代わりにナーガが叫んだ。

　改めて穴の向こうに控えている旅団員に向かって朗々と呼びかけた。

「聞け、旅団の者ども！　貴様らもその目で見たとおり、正々堂々の一いつ騎き打うちの末、八はち八はち旅りよ団だんの旅団長ジュエルジュードは、ハインドラ一族の長、魔女のハリガン・ハリウェイ・ハインドラが討ち取った！　そのことを帰って教会の首脳に伝えろ！　俺おれたちは何度でも貴様らの攻撃を撥はね返してやる！　撥ね返して、魔女の国を創り、魔女と人とが共に暮らせる世界を創ってやる！　そう伝えるのだ！」

　ジュエルジュードが敗れたことがまだ信じられないでいた旅団員たちは、ナーガの声に我に返った。

　何人かの旅団員が怒りに燃えた目で剣の柄つかに手をかけたのをナーガは目め敏ざとく見つけた。

　彼らは今にも斬きりかかってきそうな殺気を撒き散らしている。

（ここで奴やつらに斬りかからせちゃ駄目だ）

　仮にこのまま乱戦になっても、今の流れなら勝てるだろう。

　旅団の二陣は全員が下馬している上、弓も持っていない。

　いくら白銀しろがねの鎧よろいを着ていても、総掛かりなら魔法で大きな打撃を与えられるだろう。

　だが、味方にも被害が出るかもしれない。

　しかも、ここで乱戦になってしまっては「正々堂々一騎打ち」の印象が薄れてしまう。

　それでは危険を冒してハリガンに一騎打ちをさせた意味がない。

　ナーガは怒りに燃える目で魔女たちのことを睨にらんでいる旅団員から目を離さず、一歩、二歩と進み出た。

「ちょ……ナーガさん？」

　慌てた様子でアイスが止めようとするが、ナーガは彼女を抑え、なおも前に進んだ。

　異装に身を包んだ異い相そうの男に、旅団員たちは目を奪われる。

　彼らの注意が魔女から逸それたのを見逃さず、ナーガは冷静な声で呼びかけた。

「旅団長ジュエルジュードの闘いを無駄にするな」

　その名前が、彼らの怒りを少しだけ鎮しずめた。

　ナーガはなおも言葉を続ける。

「貴様たちの団長は勇士だった。勇者だった。勇敢だった。彼はこちらの一いつ騎き打うちの申し出を受け、正々堂々と最後まで立派に闘ったのだ。それをおまえたちは疎おろそかにする気か!?　団長の栄誉を、旅団の名誉を汚す気か!?」

　と諭さとされ、旅団員も剣を抜くのを思い留まった。




　迷い逡しゆん巡じゆんする旅団員をかき分けるように一人の男が進み出てきた。

　他の団員とは違う鎧よろいを着ているから、彼が第二陣の中隊を率いる指し揮き官かんなのだろう。

　彼は最前列まで進むと、ナーガに向かって声を張り上げた。

「旅団長の亡骸なきがらを渡していただきたい！」

　その声に、背後に控える旅団員の多くが、ガックリと肩を落とした。

「亡骸」という単語の持つ意味が、彼らの心に忍び寄る。

　旅団長が魔女に討ち取られたのだという現実が彼らの心を打ちのめす。

　魔女も。

　異民族の首長も。

　新教会の将軍も。

　これまでジュエルジュードは、立ち塞がる強敵、難敵をすべて打ち破ってきた。

　無敗無敵にして常勝不退転。

　それがジュエルジュードという男の評価だった。

　しかし。

　いまジュエルジュードは魔女の長おさとの一騎打ちに敗れ、討ち取られた。

　最強無敵の旅団長が討ち取られたという喪そう失しつ感かんが、八はち八はち旅りよ団だん第四中隊員の心を蝕むしばんだ。

　団員の大半は、すでに戦う気力を失っていた。

　ナーガは鷹おう揚ように頷うなずいてみせる。

「いいだろう。俺おれたちはこれからエインの砦とりでまで引き揚げる。団長だけでなく、討ち死にした団員を引き取っていけ。そして手厚く葬ほうむってやるがいい」

　ナーガの返答を意外に感じたのか、男は左右に居並ぶ幕ばく僚りようと顔を見合わせていたが。

　やがて顔を戻し、

「かたじけない！」

　と叫んで頭を下げた。

　魔女たちは、またもや安あん堵どの息を吐はいた。

「ナーガさん、無鉄砲に過ぎますよ？」

　と、アイスなどは咎とがめる目つきだ。

「そうだよ。一人であいつらの前に立つなんてさ。もしあいつらが見境なくして斬きりかかってきたら、真っ先に斬られちゃうじゃん」

　とケイも呆あきれた顔だ。

　それは、おそらく魔女全員に共通する思いだったろう。

　けれどナーガは衒てらうでもなく、胸を張るでもなく、強がるでもなく、淡々とした言葉を返してきた。

「まぁそう言うな。おまえたちがあれだけ危険を冒したんだ、俺おれ一人だけが安全な場所で見ているってわけにもいかないだろ」

「そうかもしれないけど～」

　と頷うなずいたが、ケイはまだ納得のいかない顔だ。

「それにな、これは俺にしかできないことだったんだ。一いつ騎き打うちがハリガンの役目だったように、ここで戦闘をさせないのは俺の役目だったんだ。だからこの場合、危険を冒すことも必要だったんだよ」

　魔女たちには、やはりナーガの真意はわからなかった。

　わからなかったが、彼がそう言うのならそうなんだろうと断じた。

　それだけの信しん頼らいがナーガと魔女のあいだには醸成されていた。

　ナーガはそこにいる魔女たちの顔を見渡し、そして呼びかけた。

「よし、引き揚げだ」

　へたり込んでいるハリガンが、いいのか？　と訊きいてきた。

「いいも悪いもねえ。戦いくさにも引き際ってものがある。今日の戦はこれまでだ」

「……そうか」

「よくやってくれたな、ハリガン」

　ハリガンに近寄っていったナーガは、彼女に向かって手を差し伸べた。

「見事な闘いだった」

「なんの、礼には及ばんよ」

　ハリガンはナーガの手を取り、大儀そうに立ち上がる。

「おまえ、歩くのも辛そうだな」

　ハリガンは大きく息を吐き、小さく頷いた。












「正直なところ、立つのも辛い」

「なら、アイスに頼むか。ハリガンを担いでやってくれ」

「え？　わたしが姉あね様さまを？　持ち上がるかしら」

　ナーガはジト目になってアイスを見やった。

「おまえが持ち上げられないのなら、ハリガンは大岩よりも重いことになるな？」

「アイスぅぅぅぅ」

　腹を空かせた獣のような唸うなり声が聞こえてきて。

　アイスはにっこりと微笑ほほえんだ。

「いやです、姉あね様さま、冗談に決まってますよ？」

「でもさぁ、ハリ姉ねえはおっぱいだけであたしの体重の倍くらいの重さがあるじゃん？」

　とケイが揶や揄ゆすると、ハリガンは、びしぃっ、とケイを指さして怒鳴った。

「そんなにあるわけなかろうがっ！　吾われのことを乳お化けのように言うのは止やめろっ！」

　初めて魔女たちの顔に笑みが浮かび、笑い声が漏れた。

「さあ、戻るぞ。もたもたしていると奴やつらが痺しびれを切らしてこちらにやってくる」

　というナーガの声でライバッハは、興奮してその辺で飛び跳ねている奴ど隷れい兵へいを大急ぎでまとめ上げる。

　集まった魔女と奴隷兵を率いて、ナーガはエインの砦とりで目指して戦場を離れていった。
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　こうして旧教会の最精せい鋭えい部隊、八はち八はち旅りよ団だんと魔女軍との戦いは、魔女長おさハリガンが旅団長ジュエルジュードを討ち取るという、誰だれも予想しなかった結末を迎えた。

　旅団長を失った八八旅団は、結局、それ以上この地に留まることはできずに、西さい果はての半島の入り口にあるグランビスタの街へと撤てつ収しゆうしていった。

　魔女討とう伐ばつ軍ぐんも自然解散となり、逃げ戻るようにそれぞれの国元へと戻っていった。




　この結末は人間界に極大の衝撃をもたらし、西方世界の人々の耳じ目もくを西果ての半島に集める契機となった。

　ジュエルジュードを失った旧教会は、果たしてどう出るのか。

　結果として魔女に救われた形となるカサンドラ王国は、果たしてどう動くのか。

　そして黒い森に棲すまう他の魔女一族はどう動くのか、それとも動かないのか。
















　１






「笑っちまうな」

　神の旅団を表す白い長衣を身に纏まとった四十絡みの男は、顔に皮肉そうな笑みを浮かべて言葉を継いだ。

「あのジュエルジュードが討ち死にとはな。しかも相手は魔女だって言うぜ？」

　やはり白い長衣に身を包んだ相手は生き真面目まじめそうな顔で応こたえた。

　そちらは若い女だった。

「容易ならざる事態です。だからこそ教きよう王おう様は吾われらを呼び寄せたのでしょう」

「つまり、あれか。教王様は、俺おれとおまえの旅団を魔女退治に投入されるってことか」

「で、ありましょうよ、ゲッツェンバーグ殿」

　ゲッツェンバーグと呼ばれた旅団長は肩をすくめてみせた。

「大げさだな」

　相手は生真面目な表情を少しも崩さないまま言葉を継いだ。

「八はち八はち旅りよ団だんが一敗地に塗まみれたとなれば、悠長なことは言っていられませんよ。神の威い光こうに泥どろがかかったまま捨て置くわけにはいかないでしょう？　泥を拭ぬぐった上で、今まで以上に磨みがき上げる必要があると教王様は考えられたのでしょう」

　ゲッツェンバーグが目を細める。

「どうもおまえさんの話は回りくどくていけねえな。つまり？」

「わたしとあなたの旅団で魔女を殲せん滅めつする。根ね刮こそぎ。徹てつ底てい的てきに。完かん膚ぷなきまでに。つまり西さい果はての半島に巣くう魔女を駆く逐ちくせよということでしょう」

　ゲッツェンバーグは、わはは、と笑った。

「そいつぁわかり易やすくていいや」

　そのとき。

　二人がいる控えの間まの扉が開いて、また一人、長衣を翻ひるがえして神の戦士が入ってきた。

　その男を見て、中にいた二人の顔に驚きの色が浮かぶ。

「グリスタン！　おまえも呼ばれたのか!?」

　とゲッツェンバーグが小さく叫んだ。

　グリスタンと呼ばれた若い男──おそらくはまだ二十代半ばから後半──は、端正な顔に薄い笑みを貼り付けたまま先客を見やった。

「おやおや。ゲッツェンバーグ殿にメッシーナ殿ではありませんか。なるほど、八八旅団が魔女に負けたという話、本当のようですねぇ」

　ゲッツェンバーグは疑わしそうな顔で訊きいてきた。

「そもそも、おまえのところは異端との戦いくさの真っ最中じゃなかったのか？」

「ああ、あれですか。あれはもう終わりましたよ」

「終わった!?」

　ゲッツェンバーグは目を剥むいた。

　メッシーナのほうも驚きを顔に浮かべている。

（おいおい、このあいだ異端狩りを始めたばかりだろ。なのに、もう終わっただと!?）

　そんなゲッツェンバーグの思いを知ってか知らずか、グリスタンは涼しい顔でこう応こたえてきた。

「ええ。異端カタリナ派は、この世から消滅しました。彼らがいたという痕こん跡せきすら残さずにね。まぁ要するに」

　そこで言葉を切ると、グリスタンは、にっこりと微笑ほほえんだ。

　天使が微笑むとしたらこんな顔をするのではないか。

　そう思えるほど美しく慈じ愛あいに満ちた笑顔だった。

「カタリナ派の本拠地は焼き払い、信徒は鏖みなごろしにしました……ということですね」

「仕事が早いな、グリスタン」

（さすがに最さい凶きようの第七旅団と言われるだけのことはある。まぁ最凶旅団というより、こいつが最凶なんだが）

　ジュエルジュード率いる第三旅団＝八はち八はち旅りよ団だんが「旧教会最強」なら、グリスタン率いる第七旅団は些いささかの皮肉と大いなる畏怖を込めて「旧教会最凶」と呼ばれていた。

（その第七旅団まで投入しようってのか、教きよう王おう様は。これはもう本気なんていう生やさしい水準じゃねえぞ。だが、教王様はそれだけ事態を重く見てらっしゃるということなんだろうな。魔女……魔女か。魔女なんてもう、ほっといても滅んでいく種族だと思っていたんだがな）

　ゲッツェンバーグは、八八旅団を破りジュエルジュードを討ち取ったという魔女たちに少しだけ興きよう味みを持った。

「では、教王様の御ご前ぜんに参上いたしましょうか」

　というグリスタンの声に彼は我に返る。

「ああ、そうだな。あまりお待たせするわけにもいかない」

「参上して、魔女討滅の勅ちよく命めいをいただくとしましょう」

　それからグリスタンは、夢見る乙女のようなうっとりとした顔で控えの間の天井を見上げた。

「まさかこの手で魔女を殺せるとは思いませんでした。たとえ西さい果はての半島が焦しよう土どと化しても、神の敵、魔女は鏖にしましょう。ねえ、ゲッツェンバーグ殿。メッシーナ殿」

　グリスタンは蕩とろけるような目を二人の旅団長に向けてそう言った。
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「旧教会の八はち八はち旅りよ団だんが負けたですと!?」

「旅団長のジュエルジュードが討ち死に!?」

　二人は驚きよう愕がくに顔を歪ゆがめて互いを見やったが、すぐに顔を戻し、相手に迫った。

「間違いないのですか、それは!?」

　相手は深刻そうな顔で重々しく頷うなずいた。

「裏は取った。間違いない。西さい果はての半島に遠征した八八旅団は、黒い森に巣くう魔女と戦って敗れた。その際、旅団長のジュエルジュードは魔女長おさに討ち取られた」

「どうも……俄にわかには信じられませんな」

「同感だ。あのジュエルジュードが討ち死にとは。しかも相手が魔女とは……」

「たしかに驚くべき報しらせだが、我らにとっては、むしろよい報せだ。あの憎むべき八八旅団が敗れ、旅団長が討ち死にしたのだからな。これで旧教会が誇る神の旅団の名声は地に落ちるであろう」

　そう言った男の声には、些いささかの喜色が滲んでいた。

　無理もない。

　新教会側は、これまでに何度も、ジュエルジュード率いる八八旅団に手痛い目に遭ってきたのだ。

　そのジュエルジュードが消えてくれたというのだから、新教会側にとって、これは朗報以外の何ものでもない。

「たしかに。無敵無敗のジュエルジュードが魔女に討ち取られたとなれば、世間の評価は一変するでありましょうな」

「となれば、今が好機である」

　と男は弾む声で言った。

「は？　好機とは……どういうことでありましょうか？」

「神の旅団の名声は落ちた。挽ばん回かいするために、旧教会は有力旅団を西果ての半島に派遣するだろう。じっさい、そういう情報が入ってきている」

　そこまで言われて、二人の男にも、相手が何を言おうとしているのかが読めてきた。

「なるほど。つまりこの機に乗じて」

「さよう。本土が手薄になるこの機を逃さず、鋭意、失地回復に努めよと教主様は仰せになられた」

「おお、教主様が！」

　二人の男は思わず姿勢を正した。

「さよう。これは教主様お声掛かりの重要な作戦になる。ただちに我らの神しん将しようを集めよ」

　ここで言う「神将」とは「神に仕える将軍」の意で、新教会側の軍団長のことだ。

　旧教会の旅団長に相当すると思えばわかり易やすいが、神将は半世俗の存在で、そこが旧教会の旅団長とは違うところだった。

「我ら新教会、これより旧教会に対する失地奪だつ還かん作戦を発動させる」

「はは！」
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　ナーガ率いる魔女軍の勝利は、世界に衝撃を与えた。

　安定し凝り固まっていたこの世界に投じられた異物──ナーガ──のおかげで、世界は揺り動かされた。

　激動しようとしていた。

　旧教会は魔女を殲せん滅めつしようと動き。

　その間かん隙げきを衝ついて新教会が旧教会に失地回復戦を仕掛けようと動き。

　西の大陸に大きな嵐が起ころうとしている。

　各国、各勢力も嵐に巻き込まれるのは確実。

　大陸は激動に見舞われ、やがて沸ふつ騰とうするだろう。

　ナーガは、この巨大な嵐にどう立ち向かおうとするのか。




　ナーガと魔女たちの戦いは新たな局面に入りつつあった。





あとがき







　どうも、舞まい阪さかです。もう十二月です。今年も終わります。困った、どうしよう。いや、どうしようもないのですが。

　まぁでも、せっかく十二月にあとがきを書いているので、年の瀬に相応ふさわしい話題でもと思って、十大ニュースなんかを発表してみましょう。言うまでもありませんが、わたしのごく個人的な十大ニュース、です。




その一「帰宅部活動記録」（アニメ）が面白すぎた。

その二　長期に亘わたって続けてきた「白しろ兎うさぎ」のシリーズを完結させた。

その三　名古屋と岐阜に遊びに行って、お城巡めぐりをした。

その四　腫瘍マーカー、ＣＡ１９－９の値が上がったり下がったり。

その五　精密検査で呑のんだ胃カメラが苦しすぎた。

その六　札幌に移住してきて初めて猫カフェに行った。

その七　知り合いの札幌組ラノベ作家さんが次々に結婚。

その八「機巧少女マシンドールは傷つかない」がアニメ化（おめでとう、海かい冬とうさん！）。

その九　急遽、忘年会の幹事代行を務める。会の出席者十四人。

その十　今年もなんとかラノベ作家であり続けられた。




　こんなところかな？

　その一に挙げた「帰宅部活動記録」の面白さは、もう筆舌に尽くしがたく。ＡＴ－Ｘで録画したものを一話当たり十回は見た。買ったブルーレイを一話当たり十回以上も見た。つまり一話当たり二十回以上見ていることになるけど、まだ飽きない。どころか、今も暇があればブルーレイを繰り返し見ている。最近、これほどハマったテレビアニメは空前にして絶後。

　その三は仕事に関係ない純粋な旅行だったんだけど、そんな旅行は久しぶり。現地では「のうりん」の作者、白しら鳥とり士し郎ろうさんにずいぶんとお世話になったものです。ありがとうございました。

　その四。かなり青ざめましたが、精密検査で異状は発見されず、一安心。

　その五。ＣＡ１９－９の値が高いので精密検査に行きまして。そのとき呑んだ胃カメラが人生初胃カメラだったのですが、苦しすぎて泣けた。鼻から管を入れるタイプならそんなに苦しくはないと聞いていたけど、行った病院のは、喉から管を下ろすタイプでした。気持ち悪くて苦しいのに吐はくに吐けない。どんな拷問かと。

　その七は……重なるときには重なるものですね。は!?　待てよ？　ということは、来年、ご祝儀地獄が襲ってくる!?　ま、まぁ、目出度いことだから、いいか。

　その八。作者の海かい冬とうさんには札幌に越してきて以来世話になりっぱなしなので、なんというか、他た人にん事ごとではあるけれど、かなり嬉うれしかったのです。一段落したら、改めて祝杯を挙げにいきましょう。

　その九は、お店調べて、参加者を募り、人数を確定させて、お店を予約してとか、そういうことが割と好きなので苦にならなかったです。さておき、参加者は年々増えていて、今年は十四人！　ラノベ作家だけでなく、漫画家さんやイラストレーターさんも含めての数字なんですが、それにしても札幌、地元在住のクリエーターさんの多いこと。これ以外にも、まだあんな人やこんな人がいるみたいだから侮あなどれない。いや、侮りませんけど。

　そして最後のその十。十二月でデビュー二十一年が過ぎ、今や二十二年目に突入。これほど長く続けてこられるとは思わなかった。たまたまデビューしちゃっただけなのにね。札幌ラノベ組の集まりに顔出すと、一人だけ突出しているよ。年齢が（笑）。最近デビューした作家さんに会うと、わたしに子供がいたらたぶん同じ世代だよな、と思えて、もはやどうすればいいのかわからなくなる（笑）。

　そんなこんなの二〇一三年でした。

　さて、来年、二〇一四年の（仕事の）話。

　一月二十日には「ロムニア帝国興亡記Ⅱ」（富士見ファンタジア文庫）が発売になっているはずなので、よろしくです。

　二月末りには「ものぐさ寝ね猫ねこの怠惰な探偵帖」（ファミ通文庫）一巻が発売になります。中身は現代チャンバラ・ラブコメ三角関係トライアングル。気楽に読める楽しい作品ですので、こちらもよろしくです。

　三月には「夜よる姫ひめと亡ぼう国こくの六ろく姫き士しⅢ」（ファミ通文庫）が出る予定なので、そちらもよろしくです。

「ナーガ」の六巻は……夏ですかね？　たぶん「ロムニア」の三巻も夏に出ます。

　そんな感じで来年前半は過ぎていきそうです。来年前半と言えば、ワールドカップブラジル大会が待っていますね！　それまでに仕事を詰めておかなくては！

　あまりツイートしてませんが、ツイッターもやってます。

　舞まい阪さか百貨店新別館も営業中→prize@maisaka100ka.sakura.ne.jp




　では、次は来月に「ものぐさ寝猫の探偵帖」でお会いしましょう。





　　　　二〇一三年一二月吉日　舞阪＠札幌の冬にもだいぶ慣れたぞ　洸こう











　著者

　舞阪洸（まいさか・こう）

　　最近、少し猫成分が足りなかったので、市内某猫力フェで補充してきました。

　　癒された。




　　浜松出身→上京→大学卒業→弱小出版社勤務→ゲーム業界に転進→たまたまデビュー→その後、独立→21年が経った。札幌在住。







　　好き＝サッカーの試合を見る。

　　　　　美味しいモノを食べる。

　　　　　カラオケで歌う。

　　嫌い＝納豆（嫌いというより憎んでる）。

　　　　　待つこと、並ぶこと（立って）。

　　　　　猛暑（そのため関東脱出した）。







　イラストレーター

　よう太（ようた）

　　いつも気分転換に顔を洗うときに泡状になって出るボトルを便利に使っていたところ、ボディーソープもこれにしたら泡立てなくて楽なんじゃないかなと思い導入してみたところ楽ちんすぎてお風呂大好きになってしまったお絵かき屋さん。シャンプーの泡ボトル版もあるといいなと思った。（小並感

















　　カバー・口絵・本文イラスト／よう太

　　装丁／團夢見
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